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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　桜、桜、ただ桜──。







「知っているか」

　桜、桜、桜の木々の一本にその身を預けおもむろに舞台を眺ながめつつ、いんは誰に言うでもなく言った。

「桜の花は、本ほん来らい白色だともいう」

　その声に応こたえるように、風が吹く。さわさわと。揺れる桜と同じリズムに彼女の長い白はく髪はつが揺れる。

　しばらくし、

　風が消えるを待つかのように、

「本来も何も」

　隣となりの木の根元に座りやはり舞台を眺めつつ、独り言のように答えるジィ・ニー。

「桜の花い色ろは白ではないか」

　時刻は夜、太陽はすでに西の彼方かなたへと沈み、空にはただ月だけがぽっかり孤独に浮いていた。星はない。ただ異い様ように明るい月の光に照らされて、桜の花はますます白い。千や二千を遥かに超した桜の木々の万では効かぬ花々は、白く、蒼あおく、闇やみに、けぶり、まるで己おのれ自身が発光しているかのように夜の空間を、霞かすむ。

「……白かったのだな」

　改めて驚いたように呟つぶやき、ジィは自分が寄りかかっている桜の木を見上げた。夜空に向かい聳そびえ立ち、突然四し方ほうに八はつ方ぽうに広がっていく枝──いや桜の花々に、眩め暈まいにも似た陶とう酔すいを覚える。

　桜、桜、桜──。

　どこまで見ても、あるのはただ、桜──見上げるという遠えん近きん法ほうは、まるで吸い込まれるような錯さつ覚かくを呼び、

（我々は桜の花の中にいる）

　背せ筋すじをぞわっと何かが走る。

　突然もよおした吐き気を無む理りやり押さえ込み、ジィは視線を舞台に戻した。

　舞台の上、主人の姿を探す。

「……まだかな」

「……」

「……実は私は初めてなのだ、サクラ様の舞まいを見るのは……」

　天てん然ねんの舞台、樹じゆ齢れい八百年とも言われる巨大な老うば桜ざくら──八や千ち桜ざくらの根元に横たわり、時を待っている、サクラ。サクラは薄うす物ものの白い単ひとえを身に纏まとっているだけで、目を凝こらさねば分からぬほどに桜の花か霞かに埋もれていた。

　これほどの桜の花びらの中──。

「……しかし、あれは本当に、桜の木だったのだな」

　譬たとえ二十人で手をつないでも囲み切れない巨大な幹みきは朗ろう々ろうと天へと聳そびえ、弾はじけるように拡ひろがって蒼そう白はくな花を咲かせている。

（……月と──夜と桜は相あい性しようがいい）

　あの桜だけで花びらの数は軽く億おくを超すだろう──根こん拠きよもなくジィは思った。葉のようにびっしりと繁った花びらは風に揺れ触れさやさやとなり、間かん断だん無く、裾すそに倒れた少女の上に雨のように降り舞う様さまは、まさにこの世のものとも思われない。

　思わず呟つぶやく。

「まさかあれに花が咲くとは」

「……知らないのか？」

　ジィの言葉にいんは、やや遅れた反応を示した。

「三年前にもあれは、咲いた。三年前にもサクラ様は、咲いた八千桜の下で舞ったのだ」

「……三年前」

「そうだ、八千桜は狂い咲く。あの時も……」

　右は茶、左は黒という瞳オツドアイに鈍い光を浮かべ、白はく髪はつを長く伸ばした少女はジィを睨にらみつけた。

「……まだかな、と言ったのか？　よく見ろジィ、この桜、桜の風景を。この恐るべき風景に、この恐るべき花の異い容ように、お前は何も感じないのか？　まだかな、などと、お前はよくも言えたものだな」

「……何を荒れている」

「……やはり、御お止めした方が良かったかも知れん」

　いんは首を巡らし、それぞれ桜の木々の下にいる部下達を眺ながめた。舞まい原ばる姉妹に直ちよく仕しするほとんどの者が、今、ここに集つどい、待っている。サクラの舞が始まるのを、声を潜ひそめて待っている。そう、百人近い彼女達の年ねん齢れい──平均十七歳さい──にそぐわぬ緊きん張ちよう感もまた、この場に異様な雰ふん囲い気きを作り上げている要因の一つだろう。

「……そうだ、今からでも止めるべきかも」

「サクラ様をか？　無理なことを。……いん、一いつ体たい何を危ぶんでいる？」

「分からん、が……」

　いんは視線を巡らして、もう一人の主人を探した。少女──イハナは、表は白、裏地は緑が重なって《薄うす緑みどり》に見える、いわゆる卯うの花はな襲がさねの着物を着、サクラから少し離れた《舞台》の袖そでに座っていた。桜の下では目立つ格好のはずなのに、なぜだろう、この白く霞かすんだ風景の中、存在感があるのは緑色のイハナ以上に薄うす桃もも色のサクラの方。ともすれは風景の中に同化するサクラの方が、なぜ明らかに色の異なるイハナ以上に存在感があるのだろう。

　いんは呟つぶやいた。

「……せめて、イハナ様も舞って下されば」

「イハナ様は身体からだが御お弱よわい」

　怒ったように言うジィに肩を竦すくめて、それだけではあるまい、と心しん中ちゆう呟く。

　少なくとも三年前のあの日まで、イハナも舞まいを舞っていたのだ。

　だが──。

　思い出す。

　三年前のサクラの舞。

　もしもいんがイハナなら、やはりもう舞えないだろう、あんなものを見せられてしまっては。

　あの時は──。

　そう、三年前のあの舞こそ、いんの不安の核だった。あの日から舞まい原ばる家当とう主しゆは床に伏せり、もう三年、その姿を見せていない。勿もち論ろんそれがサクラの舞のせいだとは限らないが、しかし──。

「……知っているか」いんは再び、先の言葉を繰り返した。

「桜の花は、本ほん来らい白色だともいう」

「……」

「白い花というものは、地中の養よう分ぶんでその色を変えるとか。御み霊たまを慰い撫ぶする桜の花は、死者の沈んだ地に植えられる。死者の地に植えられた桜は地中に根を巡らして、ほのかに紅あかい花を咲かせる。……まるで血を吸ったような色の、花を」

「それは」

「だからほのかに赤い桜を指し、俗に言うのだ──」

　呟く──あるいは謳うたうように、言葉を紡つむいでいくいん。

「桜の木の下には、死体が眠っていると──」




　桜の木の下には、死体が眠っているという──。




　夢うつつの境さかい目めの中、しかしイハナははっきりと、その言葉をとらえていた。

──桜の木の下には、死体が眠っているという──。

　その言葉こそ、イハナの全すべての始まり。

　夢ゆめと現うつつの境界で、イハナは確かにその声を聞く。

──さくら、さくら──

（あれは──）

　闇やみの中、

（──これは、夢？）

　それは幼い日の光景。

　幼い少女が、布ふ団とんの中で泣いている。枕まくらに口を押し付けて、必死に声を殺しつつ──。

──さくら、さくら──

　幼い少女がもう一人、布団に向かって近づいてくる。

　そっと布団の膨ふくらみを叩たたく小さな手に、布団の中に潜り込んでいた少女はおずおず顔を出した。

　自分と同じ顔をした少女に、

──いはな！

　声を上げて抱きついていく。

　いはなと呼ばれた少女は、布団から出てきた少女の頭を愛いとしげに撫なでた。撫でながら、穏おだやかに尋たずねる。

──さくら、どうして泣いているの？

　さくらと呼ばれた少女が、弾はじかれたように顔を上げる。

──だって、いはなも見たでしょう？

（……一いつ体たい何を見たのだろう、イハナには思い出せなかった。まぁ色々と想像はつくが）

──うん、見たよ。それで？

　それでって、と声を荒げるさくら。

──それでって、──見たでしょう？　桜の木の下には、死体が眠っているんだよ？　そしてそれが、さくらなんだよ？

──うん。……それで？

　あくまで優しくさくらの頭を撫でる、いはな。分かって貰もらえぬもどかしさに、さくらはいはなを突き飛ばした。

──痛いよ、さくら。

──やめて！　あたしはさくらなんてイヤ！　桜になんてなりたくない！　桜なんて──

──さくら……

　首を振り、いはなはゆっくり身体からだを起こした。

　そっと、さくらを抱きしめる。

　頰ほおを擦すり寄せ、その耳に穏やかに──。

──大丈夫だよ、さくらにはいはながついているから。あたしがさくらを守ってあげる。

──でも、でも──

──さくらはいはなのこと、好き？

──……うん。

　逡しゆん巡じゆんの後あと答えた少女に、いはなは嬉うれしそうな表情を浮かべた。耳元から口を離し、よく似た顔が見つめ合う。鏡のように。

　そして──。




「イハナ」




　現実に引き戻され、イハナは閉じていた目を開いた。

　目の前に、

　サクラが、立っている。

　薄うす物ものの白い単ひとえは肌はだを透かしてほのかに紅あかく、同性ながら何とも言えず艶なまめかしい。一瞬見み惚ほれ、イハナは動どう揺ようを押し隠かくして姉の視線を受け止めた。

「……どうしました」

「どうしました、じゃないよ。もう始めるよ？」

「……分かりました」

「やっぱりイハナは舞わないの？」

「私はこれで」

　袖そでの下から、緑に塗られた横よこ笛ぶえを出す。幼い頃から愛用しているその笛の名は『昴すばる』──心の中でしか口にはしない名前だが。

　座り直し、居ずまいを正す。

「自由に始めてください。追いかけます」

「うん」

　八や千ち桜ざくらの前──《舞台》の中央に歩あゆんでいくサクラ。ぺろりと唇を舐なめる。同時にイハナも、全く同じことをしていた。もっとも、イハナのそれは緊きん張ちようからであり、サクラのそれは──。

　興こう奮ふんから。

　ゆっくりと舞台に進み立ち、神を畏おそれず、緊張をかけらも見せず伸びをして──。

　サクラの舞まいが始まった。







　風が吹き、

　さやさやと、花が揺れる。

　サクラの舞は、自らを桜に模もしたものだった。サクラにしては珍しく、面めんをつけ、袂たもとで顔を隠すように左右にふわりと揺れ動く。右に左に動きに合わせて流れる袖は、花を模したものなのか。面めんは簡素な白しろ塗ぬりの楕だ円えんの板に、右目が描かかれているだけのもの。

　ひゅうと、一ひと際きわ大きく風が吹く。

　風に揺れる桜に合わせ、サクラの身体からだが回転する。横方向に、腰の高さは変わらずに、つま先による全ぜん回転──右手は顔を隠かくしたまま、左ゆん手でが裏うら手てに弧を描えがく。更さらに回転、今度は左で顔を隠して右め手てが伸び──現実に吹く風に合わせて、右に左に軽やかに回るサクラの身体は、頭の高さが変わらぬために重さというものを感じさせない。まるで本当に風に吹かれているかのように、現実の風が強まればサクラの回転も速まり、現実の風が弱まれば、その動きも緩やかになる。サクラの動きに合わせて緩かん急きゆうに笛を吹き鳴らしつつ、イハナは感かん嘆たんした。あの手の動き──指の先まで完全に、意志力が満ちながら、それをそうと感じさせない──あれは、いつもの創作ダンスではない。あの動きは──。




　ふ、と風が止やみ、




　サクラの回転が止まった。




　止まった？　いや違う、千年も前からそうしていたかの如ごとく、サクラの姿は静止していた。左は中ちゆう途とに面を隠し、右手はまさに伸びんとしたままに。

　時までもが、静止する。

　誰もが息を飲み、再び風が吹くのを待った。息すらできぬ静せい寂じやくの中、ジィはサクラを凝ぎよう視ししていた。あれは本当に生きているのか？　心臓の鼓こ動どうの大きさに、いんは腕に鳥とり肌はだを立てた。自分の心しん音おんが踊りを邪じや魔まして止めた気がして。

　風が吹き、

（ばかな、とイハナは思った。……勘かん違ちがいに違いない。そんなことあり得ない──）

　再びサクラの身体が回る。

　いきなりの強風に戸と惑まどうことなく回転するサクラの姿に、誰もが違和感なく思った。あれは演えん舞ぶではなく本当に、風に吹かれているのだと。左に右に、時に大きく、時に小さく円を生み出すその両腕は、その場にいる者全すべてに風の姿を見出させ、つま先のみの芯しんを崩さぬ体重移い動どうは風に舞う花か片へんを思わせる。

　波間に浮かぶ木この葉はのように、風に乗り舞うサクラの姿。

　ぎゅうう、と風が吹き、




　サクラの身体が宙を、舞った。




　誰もが思わず息を、止めた。それほどに軽やかに宙に舞い、縦に回転し、つま先から着地してサクラはその場にひざまずいた。かと思えばまた回転、宙に浮き、落ち、風に合わせて強弱自じ在ざいに右に左に流れるように無む尽じんに回る。イハナもまた息を吞のんだ。地を蹴けって宙を回転した時もひざまずいたその時も、サクラの身体からだに乱れはなく、常に一本芯しんが通っている。身体は硬さを感じさせず、指の先まで流れるままに自然な動作──勿もち論ろん、一切の動きに音はない。舞まいの才さいを『誠まことの花』と形容するが、サクラはいつの間にこれほどの『誠の花』を身につけたのだろう、笛を吹きながらイハナは思わずぞっとした。

（これは──これでは三年前の）

　時に強く、時に、弱く、現実の風そのままに翻ほん弄ろうされるサクラの姿。場にいる者は、皆、サクラの舞の緩かん急きゆうの差の激しきままに息をし、止め、まさに舞へと魅み入いられていく。そう、緩急というものを、サクラは能よく心得ている。緊きん張ちようは緩和を、緩和は緊張を生み、その調和が場を摑つかむ。場の陰いん陽ようを摑める者こそ場を支配する者となる。場が押している時は引き、引いている時は押し──サクラの動きの命ずるままに、高く、低く、イハナの笛が吹き鳴らされて──。
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　唐とう突とつに、サクラの動きが止まった。




　風が止やんだとジィは思った。が、風は未いまだにそよそよ吹いている。風が凪ないだといんも感じた。しかし風は吹いている。揺れ触れる桜のかすかなざわめきの中、

　──しかしサクラに動きはない。

　両腕は左右に伸ばし、顔は多少俯うつむき加か減げんに、面めんの下は窺うかがい知れず、じっと、止まって──。

（──！）

　右手が、空を仰いだ。

　八や千ち桜ざくらの右手から、ひゅう、と強風が吹く。

　目を見張る、イハナ、

（ばかな、そんなはずがない。偶然だ、これは──）

　更さらに左手が、仰ぎ、

　八千桜の左側から、風がごうと吹き荒れる。

（いや、違う……サクラが風に合わせているのだ。風がサクラに合わせるなんて、そんなこと、起こり得るはずがない──）

　誰もが悟さとった。先のサクラが桜の花びらだったとするなら、今のサクラは桜の木。その身体からだを幹みきとするなら、その腕かいなこそ桜さくら花ばな。さやさやと揺れる袖そでに合わせてさやさやと、桜さくら木ぎが鳴る。ふんわりとなびく袖そでに合わせて木々を、風が、吹きそよぐ。あたかもサクラが風を吹かせているように──。

（いけない、やはり、甘く見るべきではなかった）

　三年前のあれは、偶然ではなかった。

　まるでサクラが風を吹かせているかのように思わされている──自分がトランス状態に陥っているのを意識して、イハナは奥おく歯ばの裏に引っ掛けておいた覚かく醒せい物質──もしもを考え仕込んでいたもの──を必死に舌で探り出し、飲み込んだ。恐らく、もはやこの場にいる者全ぜん員いんが、サクラの舞まいによってトランス状態に陥っているだろう。今や誰もがサクラが風に合わせているのではなく、サクラに合わせて風が吹いていると感じてしまっているだろう。舞によるトランス状態、それは決して非科学的な現象ではない。あるいはそれこそが、古こ来らいより伝わる《舞》の真の存そん在ざい理由なのかもしれない。とにかく、サクラの舞にはその力がある。このままでは何かが危険だ、大事に至るその前に──。

　決心し、イハナは唾つばを飲み込んだ。

　──サクラを、止めよう。

　舞はここでおしまいだ。そうしなければ、また犠ぎ牲せい者が出るかもしれない。たかが踊りと無視するには、舞もサクラも危険すぎる。

　サクラには、恨うらまれるかもしれないが……。

　笛を吹くのを止やめようとして、

　顔を上げ、

　サクラの面と、描かれた目と視線が合い──




　心臓が、止まる。




　仮か面めんの上に描かれたその目は確かにイハナを見、

　その右の手が、イハナの方に差し出され、手のひらを上にして、ゆっくりと、招くように上に、上がる。上がっていく。

　それに合わせて高く、高く、吹き鳴らされる笛の音おと──。

（──！）

（身体からだが、勝手に──！）

　自分の行動を意識して、驚きよう愕がくするイハナ。

　もはやイハナの意志から離れ、高く、高く、音ねが上がる。イハナの意志に従わず、指は滑なめらかに穴を押さえ、口は息を吹き込んでいく。

　高く、高く、高く、高く──

　もはやサクラの意のままに、高く、高く吹き鳴らされる笛の音。

（──ああ）

　酸素の欠けつ乏ぼうに、心臓の脈が早まる。しかし、息を吐き尽くしてもなお、更さらに、更にと吹くことを要求されて、しかもそれに逆さからえない。咳せきすることすら許されない。

　延々と吹き続ける息に、途切れることない笛の音。

　酸素の欠乏に、目の前が眩くらんでいく。

（いけない、このままでは──）

　肺はい中じゆうの空気を全すべて吐き尽くしてしまったら、もはや吸きゆう気きはできなくなる。死んでしまう。勿もち論ろん、サクラにそんなつもりはないだろう。だが、今のサクラにそんなことは分からない。関係ない。サクラはただ、舞まいを舞っているだけなのだから。舞を続ける、ただそれだけのために、この完かん璧ぺきな世界の調和を壊さぬために、己おのれの本能のままにサクラはイハナにそれを命じ──。

（──あ、あ……）

　──限界を超えて息を吹き、笛を虚こ空くうに鳴らしつつ、イハナの意識は闇やみに、落ちた。が、意識の消えた身体からだはなおも、サクラの指の命じるままに、笛の音ねを響ひびかせて──。




　ようやくサクラがそれを許し、

　笛の音が、止まる。




　静せい寂じやくの中。




　高く上がった右手のひらを下にして、




　サクラはそれを、振り下ろした。




　急激な風の吹き降ろしに、どんと花が舞い散った。雨のように降ってくる何千という花びらの中、視覚の隅すみにイハナの異常を察さつ知ちして、しかしジィは動けなかった。狂い舞う桜の花びらに満ちたその空間は、今やサクラの世界であり、ジィはその一部だった。ジィの身体からだはもはやサクラの舞まいの一部であり、不ふ随ずい意い筋きんである心臓でさえ、今やサクラの意いのままに打つ。暴れ打つ。激しく回るサクラの腕の命ずるままに、風が吹き、荒れ狂い、風に流れる花の霞かすみにジィの五感は飲み込まれ、今や舞の一部と化してその腕の命じるままに右に左に押し流される。サクラの腕が起こした風に、ジィは左に打ち倒された。右に振られるその手のままに、木々がさざめき揺れる中、ジィは身体を回転させた。意にならぬ己の身体に翻ほん弄ろうされながら、必死で周囲の様よう子すを確かめる。花霞の中、場にいる者のほとんどが、その口から泡あわを吹き、しかし休息を許されず、サクラの風に舞い踊る──。

　く、と唇を嚙かみ、必死で自分を取り戻そうとするジィ。

（こんな……これがサクラ様の舞──）

（このままでは……）

　必死に、腰の刀を探る。──が、手に取れない。握ることさえ許されない。そんなことをしてしまえば、舞が、この完璧な世界が壊れてしまうから。もはや舞の一部と成ったジィには、とても舞は壊せなかった。ジィはいんを見た。いんもまた、必死で腰の銃じゆう把はを探っている。が、やはり──。

（このままでは……）

　風が、強まる。

　花が、舞い散る。

　サクラの両手が横に伸び、拡ひろがって、再び左右に弧こを描く。その動きのそのままに、もはや舞の一部、世界の一部となった場の全すべての者達が、サクラの生み出す『風』に吹かれて回転を、開始する。

　ゆっくりと、しかし少しずつ、少しずつ確実に加速して──。

　心臓が、限界を超えて脈を打つ。

（……ああ！）

　ジィは嘆たん息そくした。

　いつの間にか、空間に乱れ舞う桜の花びらが、花の霞が、白から紅あかに変わっている。

（……これは、もしや、これは……）

　限界を超えて打つ心臓、送られてくる血流の激しさに、眼球の毛もう細さい血管が破は裂れつしたのだろう、紅く染まった視界に映る紅く染まった空間の中、ジィは血の涙を流した。禍まが禍まがしくも朱しゆに染まった月の下、ほの紅く咲き誇る巨大な桜、八や千ち桜ざくら──。

（これが舞まい原ばる家の秘ひ奥おう──『花はな咲さかの舞』なのか──）

　八や千ち桜ざくら、それは、舞原家の象しよう徴ちよう。

　当とう主しゆは代だい々だい、八千桜の前で舞まいを舞い、その御み霊たまを慰い撫ぶして花を咲かせるという──。

（……ああ）

（……さすが、サクラ、様）

　一瞬の気の緩ゆるみが、ジィの意識を消し飛ばした。が、身体からだの回転は止まらない──。




（サクラ、様……）

　消えようとする意識を必死で繫つなぎ止め、いんは声をしぼり出そうとした。が、出ない。そんなことをすれば舞が壊れてしまうから。この完かん璧ぺきな世界を、完璧な世界の調和を、一体誰だれが破壊できる？　紅あかく染まった視界の中、場の様よう子すも知らぬげに踊り狂うサクラの姿に、いんは絶望の兆きざしを感じた。急激な舞の加速に心臓は限界を超え脈打ち、弾はじけ、全身の毛細血けつ管かんが破裂していく。身体中を朱しゆに染めつつ、いんはそれでも必死に意識を保つ。

（だめだ……諦あきらめるな……）

　サクラに、誰かを傷つけるつもりなどない、はずだ。ただ舞を舞っているだけ、そして舞を壊さないようしているだけなのだ。トランス状態から脱し、場の状況に気がつけば、踊りを止めてくれるはず。

　……だが一体、どうすればいい？

　この完璧な調和の中で──。

　桜の木の下には、死体が眠っているという──いんは口元を歪ゆがめた。『花はな咲さかの舞』、なんて伝でん承しよう、信じてはいない。が、この状況──。

（我々もここに眠るのか？　サクラ様のために──）

　一体、どうすればいい？

　どんな手を打てばいい？

　伝承によれば『花咲の舞』には対ついになる『岩いわ永ながの舞』があり、両りよう舞まいの均きん衡こうが桜から人を守ると言う。が、イハナには舞は舞えない。そもそも『花咲の舞』『岩永の舞』そのものが、失しつ伝でんしているはずなのだ。なのになぜ──今いま更さらながらサクラという存在にぞっとしつつ、いんは紅あかい花霞の中、イハナの姿を探した。

（イハナ様がダメなら、もはや誰にも──）

（……ああだめだ、眼が霞かすむ──）

　紅く、紅くとますます染まるサクラの舞。

　回転が、人じん知ちを超えて加速して、

　心臓が──もう、もたない。

（何という、ことだ……）

（今日、舞まい原ばる家は終わるのか？　こんな、こんな──）







　紅花嵐の吹き荒れる中、

　ひょうと、高い笛の音が聞こえた──。
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　インタフォンが鳴った時、コウはそれを天の助けだと思った。実際は全く正反対のものであり、すぐにそれを悟さとることになるのだが、ともかくその時、コウはそれを天の助けだと思った。なぜなら──つまりその時、コウはその場から逃げ出したかったのである。なぜかと言うと、その時、コウは久しぶりに実家で父と妹と一家団だん欒らんをしていたのだが、父は、

「さぁアトリ、肉を食うんだ」

　と、妹の皿にばかり肉をよそっていた。お陰でコウはほとんど肉──牛ではなく豚すき、しかし豚肉を侮あなどるなかれ、上等な豚は下へ手たな牛よりヨッポド上う手まい──を食えていなかった。いや勿もち論ろん、コウはそんなことで腹を立てたりはしない。例え父が妹にばかり構っていたとしても、そしてその妹が本当の娘でないにも関かかわらず実じつ子しよりもかわいがられていたとしても、そんなことコウには全然気にならない。もう高校生だもん。大だい体たい父は、アトリが本当の娘ではないことを知らないのだ。

　──娘？

　それどころか、アトリは人間でさえない。

　そして父はそれも知らない──その事実こそが、コウをこの場から逃げ出したいと思わせている要因だった。

「さぁ食え」と父が言う。

「この肉の百ｇ当たりの値段を知れば、そんなに箸はしを止めてはいられないはず」

「でもでも」とアトリが言う。

「さっきからお肉ばかりです。たまにはお野菜も食べなければと思うんです。……それに」コウを見て、「コウにーさん、先から全ぜん然ぜん食べられていません」

「いいんだよこいつは」

　父は今いま初めて気づいたかのように（そして明らかに邪じや魔ま者を見るかのように）コウを見て、言った。

「こいつはこの八年の間に、たっぷり肉を食らってたんだ」

「……そんな記き憶おく、どこにもないぞ？」

　もっとも、八年前の妹がさらわれた日以い前ぜんと以い降こう一年間の記き憶おくを持たないコウだから、覚えていないだけかもしれないが。妹すら忘れる男だ、食った肉など鶏にわとりが三歩を数える前に忘れても何ら不思議はない。
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　コウはアトリに微笑ほほえみかけた。

「……ま、俺のことは気にせずに食え。食える時に食っとけ。どうせ今日から二週間は、納なつ豆とうだけになるんだし」

「安心しろ」父は頼もしく微笑んだ。

「お前だけだ、それは」

「……」

　そうですか、では……とはにかんで、アトリは箸はしでぐわわわっと肉をかき集めて一気に口へと運んでいった。そんな娘の健けん啖たんぶりに、父が思わず目め頭がしらを押さえたのは、決して肉が激げき減げんしたのを悲しんだからではないだろう。

　ここ数日、ずっとこんな感じの父。

　そんな父を横よこ目めに眺ながめ、涙もろくなったな、と、思う。無む理りもない、ある日突とつ然ぜん消えてしまいもはや会えないと思っていた娘が、八年という時を経へて無事に帰ってきたのだから。

　泣かない方が噓うそだろう。

　たとえ偽にせ者ものだとしても。

　目頭を拭ぬぐい、父が尋たずねる。

「……ここに来る前は、一体どんな物を食べていたんだ？」

「ここに来る前は」更さらに野菜をほおばって、嚙かみ嚙み、飲み込み、「何も食べていませんでした」

　ごくん、とお米を飲み込み、慌あわてて言葉を付け足すコウ。

「つまり、そういう記き憶おくもないんだな。……やめろよ父とうさん、お医者さんも言ってたろ？　無理に記憶を戻そうとはしない方がいいって」アトリを睨にらみ、「お前は記憶喪そう失しつ、なんだから」

「そうそう、記憶喪失なのでした」アトリも慌あわてて言う。

「だからここに来る前のことは、何も覚えていないのです」

　父はしゅん、とした。

「そう……だな、悪かった。焦あせっても、仕方ないよな。きっと、いつか、自然に……」

「そうそう」それは決して有り得ない。

「無事に帰って来た、今はそれだけで満足しないと」

「そうそう」無事に帰って来ちゃいない。

　コウは天てん井じようを見た。ぐつぐつ言っているフライパンを見た。ぐつぐつ言っている鉄の底から地じ獄ごくの釜かまが開いて閻えん魔まが飛び出しコウの舌を引っこ抜こうとするのを待った。が、どんな兆きざしも見られない。

　──なら幾いくらでも噓は、つける。

　ウーロン茶の入ったコップを掲かかげ、言う。

「とにかく、我らのアトリは戻った、無事に。今はそのことを祝おう」

「おう」と父。

「おー」とアトリ。

　今日何なん度ど目めかの乾かん杯ぱいをして、ウーロン茶を一気に空あける。が、幾いくら飲んでも酔う気がしない。そりゃそうだ、どんなに色が似ていても、ウーロン茶はウィスキーじゃない。どんなに見かけが似ていても、贋にせ物もので酔えるはずがない。楽しそうにおしゃべりしている父とアトリを眺ながめながら、コウは思った。もしも本物の亜あ鳥とりが生きていて、命からがら──いや別に危険な目に遭あっているとは限らないけれど、なぜかそういうイメージがある──ここに、戻り、そしてこの風景を見たら、一いつ体たい何と言うだろう。自分の場所で自分の偽にせ者ものが、幸せそうに自分の父と談だん笑しようしていたら、本物の亜鳥は一体どう思うだろう──。

　口元を歪ゆがめるコウ。

　レディス・アン・ジェントルメン、見ましたか？　ここにいる男、堂どう島じまコウの離れ技わざ。やつは妹を記き憶おくの中から消したばかりか、現実からも消してしまった。もはや『宇宙人にさらわれた堂島亜鳥』は存在しない。なぜなら堂島亜鳥はほら、ここに、ちゃんと戻って来たのだから──。




「コウにーさん」




　コウはアトリを見た。

　アトリはびくっとなった。

「……なに」

「あ、いえ、その、何でもないです──」

　そんなに怖い顔をしていたのだろうか──おとなげない、アトリが悪いわけじゃないのに。でも、自分で強制しておきながら、コウにーさん、そう呼ばれるのが嫌で嫌でたまらない。もし、もしも、有り得ないことに本物の妹が帰ってきて、コウが自分の偽にせ物ものに「お兄ちゃん」とか呼ばせているのを見たら一体どう思うだろう──そんなことを考えると、勿もち論ろんそんなの有り得ないとは思っても、コウはなんか居ても立ってもいられなくなる。だからアトリに「お兄ちゃん」ではなく「コウにーさん」とか呼ばせている。それでもやっぱり「兄さん」が、嫌で嫌でたまらない。

　勿論そんなの、自己満足な勝手な言い草で、アトリには何の罪もない。

　──アトリ。

　コウはふ、と笑った。

　──いっそ、父にもバラしてしまおうか、アこトいリつは亜あ鳥とりじゃないことを。

　ただ亜鳥に似ているだけの、

　──悪あく魔まだと、いうことを。

　コウの望みを叶かなえるために亜鳥の姿をコピーした、正しよう真しん正しよう銘めい本物の、悪魔──。

（そうしてまた、巻き込むわけだ）

（そして父に言うわけだ。それは単なるぬか喜びだと。あんたの娘は戻ってない、そしてもう戻って来ないと）

　再また、今度はアトリの『白しら滝たきの食べっぷり』に涙ぐんでいる父を見る。知らない間に年取った、あの、嬉うれしそうな顔──。

　コウは、笑った。

　そんなこと、言えるはずがない。

　娘を失うなんてこと、一回だって多すぎるのに──。

　──そう、

　コウの妹は、消えた。

　手がかりを一いつ切さい残さずに。

　いや、正確には『一切』ではない。事件の唯ゆい一いつの目もく撃げき者であるコウは妹が『宇宙人にさらわれた』と主張したが、しかし信じる者はいなかった。従ってコウの妹はただ、行方ゆくえ不明。現在に到るまでその消息は杳ようとして知れない。

『宇宙人にさらわれた』

　それが真実か否かは分からない。

　当の本人さえ分からない。

　今では『一いつ切さい』覚えていないから。

　事件から八年──時の流れは、コウから妹の記き憶おくを消し去った。いや、時の流ればかりではない、生きるために現実に適応しようとする幼い精神の恒こう常じよう作用は、子供が抱えるにはあまりに重い『妹が宇宙人にさらわれた』という記憶をコウの頭から消し去った。その記憶とそれが生み出す周囲との軋あつ轢れきを回避するため、コウは事件そのものの記憶は勿もち論ろん、それ以前の記憶さえ捨てた。従って今のコウには、妹がいたという知識はあるが記憶はない。また事件以い降こうの、荒れに荒れていたという一年間の記憶もない。

　だが、想像はつく。

　よっぽどひどかったのだろう。

　親が息子に、娘のことを忘れろと言わねばならなかったのだから。

　あまりにコウが不安定になったため、コウの両親は亜あ鳥とりを思い出させる物を全すべて処分し、コウに「妹のことは忘れろ」と言わなければならなかった。そうした努力の甲か斐いあって、時の流れと精神の作用はコウから妹はおろか当時の記き憶おく全てを消し去ってくれた。だがそれは、同時にコウの両親に妹の消失を悲しむことを禁じることでもあり──。

　思い出す。

　見つかったアトリが記憶喪そう失しつと知った時、父はすぐに一枚の写真を持ってきてアトリに見せた。古ぼけて色いろ褪あせたその写真は、ワンピースの水着に麦むぎ藁わら帽子をかぶった五歳さいの亜鳥を写した物だった。照れたように俯うつむいている亜鳥を写したそれに、「そんな写真があったとは」とコウは仰ぎよう天てんした。

　……いや、

（……全部処しよ分ぶんしたとか言ってても）

（やっぱり、残してあったんだな）

　当然と言えば当然だが。

　写真はお世せ辞じにも、保存がいいとは言えない状態だった。ぼろぼろだった。きっと隠かくしていたそれを、コウが寝た後とか、いない時とか、取り出しては何度も眺ながめていたのだろう。コウはその光景を思い浮かべ、首を振った。いい歳とししたおっさんが真夜中に五歳くらいの女の子の水着写真を食い入るように眺めている図なんて、決して想像したくない。……そう、夜中に一人っきりで、消えた娘の写真を見ている親の気持ち、なんて……。

　父はその写真をアトリに見せ、何か思い出さないか尋たずねた。それを撮った時のことを、微びに入り細さいに入りアトリに話して聞かせた。が、アトリは思い出せなかった。アトリが思い出すはずがない。アトリは亜鳥ではないのだから。当然アトリは思い出さず、そしてコウも思い出さなかった。父の語りを聞くにつれ写真を正せい視しできなくなり、コウは、ついには場を外してしまった。場を外し、自分が両親から奪ったものについて考えた。父は実によく、その写真を撮った時のことを覚えていた。きっと何度もその写真を見てはその時のことを思い出していたのだろう。

　コウが捨てたその記き憶おくを、

　この八年、ずっと、

　コウに見せないようにして。

（そんな父に、言えるのか？）

（あのアトリは、偽にせ者ものだと）

（お前は両親から、娘の失しつ踪そうを悲しむ時間さえ奪った。その上さらに、今やっと手にしたこの時間さえ奪おうと言うのか）

（──奪えるのか──？）

　……まさか。

　奪えるはずがない。

　──そんなわけで、コウは胸の中に渦巻く思いを白はく米まい──肉ではなく、白米──と共に嚙かみ潰つぶして一家団だん欒らんを耐えていたのだった。そしてそんな時だったから、インタフォンが鳴った時、天の助けのような気がして思わずほっとしたのだった。

「誰か来たみたいです」

　立とうとするアトリを制し、

「ああ、いいよ、俺がいく」

　さっさと席を立ち、直に玄げん関かんへと向かう。誰かな──この時間なら、《部長》？　洋よう平へい？　──誰でもいい、とにかく、この父と妹の偽者が仲良く話している場から少しでも離れられるなら。これぞまさしく天の助け──。

　ピンポーン、と再び鳴る呼よび鈴りんの音。

　急いでドアのもとへと走る。

「はいはい、どなた？」

　ドアを開け、

《悪あく魔まです》

「……あくま」

　──ドアの向こうに巨大なハエの姿を確認し、コウは口元を歪ゆがめた。

　……バカだなぁ、

　そうとも天からの助けなど、この俺にあるわけがない。

　なぜならコウは、

　悪魔のミカタ、なのだから。
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「間に合ってます」

《冗じよう句くですね？　はっはっは》

　慌あわてて閉めようとしたドアを剛ごう毛もうに覆おおわれた節あ足しでがっちり押さえ、体長二メートルを優ゆうに越すであろう巨大なハエはずんずんそして堂々と堂どう島じま家に侵入してきた。玄げん関かんに完全に身体からだを収めると、ぶわっ、と双は翅ねを立て、空中に、震わせる。

《初めまして、堂島コウ》

　音──声ではなく音が、四枚の高速に震える羽が生み出す振動の低音が、空中で混じり合い、確かな言葉となってコウの鼓こ膜まくを震わせる。

「……あ、あ……」

《アトリから聞いていませんか？　私の名はベルゼバブ。アトリの創そう造ぞう主しゆにして……上じよう司しです》

　──ベルゼバブ、それはアトリ──堂島亜あ鳥とりのコピーをつくり、コウの元に送り込んできた、悪あく魔ま。《知恵の実》という魔法のアイテムで人の願いを叶かなえ、その代わりに魂たましいを奪う、悪魔を名乗る存在の、言わば元もと締じめ的存在。

「ベルゼバブ様！」

　後ろで上がる甲かん高だかい声。

　コウの横を弾だん丸がんの如ごとくかすめ飛び、アトリは巨大なハエに抱きついた。

《おやおや、──久しぶりですね、アトリ。元気でしたか？》

「はい！」

　元気よく上がる声に隠かくれて聞こえる、

「は、は、は、は……」

　息いき継つぎのような父の声を耳にして、やっと、コウは我に返った。必死に言葉を取り繕つくろう。

「お、おお、驚かさないで下さいよ。……あ、相変わらず、かぶり物が好きなんですね、ハエ田さん」

　後ろの父にも聞こえるよう『ハエ田たさん』を強調しつつ、火花が出るようなウィンクを二度三度とハエの魔ま王おうに向かってかます。

《ハエ田？　ああ、親愛の証あかし──ニックネームというやつですね？　光栄です。……これアトリ、やめなさい》

　ハエ田さんハエ田さんと言いながら背中（お尻？　しっぽ？）に乗っかって毛を毟むしっているアトリを四本の手で抱え下ろして、ハエの魔王はコウの父親に向き直った。

《どうも初めまして、……堂どう島じま翔しようさん、ですね？　ハエ田です。うちのアトリがお世話になって──》

　は、は、は、と未いまだ絶ぜつ句くしているコウの父に、うんうんと頷うなずいてみせる。

《分かります。──動揺しているのですね？　私が裸だということに》

「は、はだ……」

　確かに、ハエの魔ま王おうは服を着ていなかった。

《どうか無礼をお許しください。無ぶ作さ法ほうは重々承しよう知ちですが、この姿で服を着ると、呼吸が阻害されるばかりか》

　ヴゥン、と一ひと際きわ高く羽が震える。

《……会話すらままならなくなるのです》

「……会、話？」

　ヴオン、と高まる羽は音おとが、見事な日本語を紡つむぎ出す。

《ならばハエの形骸マテリアルではなく、ヒト型を使えばいい、という話なのですが、──如何いかんせん私クラスになると、存在にアイドル性、シンボル性、いわゆるキャラクター性というものが求められます。これは如い何かともし難いことで──》

　ヴ、と羽う振しんが止まる。右の羽は翅ねの表には、アルファベットと数字の合いの子のような記号──悪あく魔まの紋もん章しようか。だが裏から見るとそれは、精せい巧こうな髑髏どくろの絵に見える。

《……そういうわけですから、このような見苦しい姿であることをどうか御お許しください》

「……あ、いやいやそんな……」

　コウの父は慌あわてて首を振った。頰ほおを叩たたき、

「こちらこそ、すいません。……その、いきなりでしたから、驚いてしまって。……ああ」思い出したかのように、「どうぞお入りください」

《いえいえここで。長なが居いは致しません》

「そう言わず」

　そうですか、それでは……と羽を震わせ、ハエの魔王は宙ちゆうに──。

「うわぁ！」

「な、何だ？」ギョッとしてコウを見る父。

《どうしました？》

「い、いや、どうですか？　うちの床。立りつ派ぱな床でしょ？」

　どんどん、と床を足で踏み鳴らす。

「床って……おい、別に」

《そうですねぇ、……生憎あいにく私は、床に造ぞう詣けいは深くないのですが……》

「歩いてみれば分かりますって！」

《はぁ》

　ハエの魔王は浮かぼうとするのをやめ、歩き出した。ほっと息を吐き、後につくコウ。嬉うれしげなアトリと、訝いぶかしげな父もその後に続く。

　居間に席を用意しつつ、尋たずねる父。

「それで……今日は」

《大した用ではありません。が、いい機会ですから、アトリの様よう子すを窺うかがおうかと》

　父の目が少しく細まる。

「……失礼ですが、うちのアトリとどういう関係で？」

「あのですね！」アトリは声を張り上げた。

「この御お方かたが、あたしをツクッてくださったのです！」

「……何？」

「そうか！」コウも声を張り上げた。

「この御方が、お前をミツケッてくださったのか！」

「アトリを……見つけ、て？」

《見つけて、とは詩的な表現ですね》

　ハエの魔ま王おうは（多分）はにかんだ。

《そう、私は彼女を見つけたのです。混こん沌とんという世界の、永えい劫ごうという旅たび路じの中で、情報という海を潜り、時間という山を越え、私は彼女に巡り会った》

　父は何か言いたげにハエの魔王を見たが、結局何も尋ねなかった。アトリは公式には、某ぼう国こくで偶ぐう然ぜん発見されて正せい規きの手続きを踏まずに舞まい原ばる家の力で連れ戻された、と言うことになっている。バカげた話だが、コウの父はその話を受け入れた。娘を取り戻す代わりに余よ計けいなことを詮せん索さくしない、というのが、舞原家の出した条件だったから。娘を手にする代わりに、真実を放ほう棄きした──だから彼にアトリの詳しい発はつ見けん状況を知ることは許されていない。だから彼は何も尋たずねようとはせずに、ただ、手を伸ばした。

　握手を求める。

「どうもありがとうございました。……娘を見つけてくださって……」

《いえいえ、貴方あなたの娘は私の娘でもあります》

　ハエの魔王は口こう吻ふんを伸ばしてそれに応こたえた。ネチョッという感かん触しよくに複雑な表情を浮かべ、手に触れたものを見つめるコウの父。

「……しかし、凄すごいカラクリだ。実によく、できている」

　ヴンヴン頷うなずくハエの魔王。

《私も近頃、頓とみにそう感じます。実によくできたカラクリです。我々は、閉じた世界を構成する小さな部品の一つに過ぎないのかもしれない──。……ああ、運命とは、複雑にして精せい巧こうな時計の如ごとく美しい》

「……ですなぁ」

　父はコウを見た。芝しば居いがかった人だなぁ、とその目が言っている。

「……お仕事は、何を？」

《仕事と言えるのかどうか──私の仕事は、人の魂たましいを集めることです》

　コウは、鼻から白はく米まいを撃うち出した。

「……うわ、コウ？」

《おやおや》

　ハエの魔ま王おうが更さらに言葉を紡つむぐ前に、

「魂──なんて詩的な表現なんだ！」

　話に割って入り、感かん極きわまった声を上げる。

「確かにあれは、ある意い味み魂を集めるとも形容できますね！」

　首を傾かしげるアトリ、

「……そのまんまだと思うんですけど」

「いやっほう！」

　アトリの頭をわしゃわしゃ撫なでる。そんなコウを不思議そうに（と言ってもハエの表情など分かるわけないのだが）眺ながめ、ハエの魔王は言葉を継いだ。

《魂で分かり難にくければ、……そうですね、人の可能性を求めている、とでも言いましょうか》

　コウは再び叫んだ。

「──まさに言い得て妙みよう！　二十一世紀のベンチャー企業はすべからくそれを指し標ひように掲げるべきだ！」

　……一いち々いち五う月る蝿さい、とコウを睨にらむ父。視線をハエの魔王に戻し、

「ほほう、ベンチャーですか。……よく分かりませんが、えらくクリエイティブなお仕事のようですな。その格好……本当に、科学の進歩には驚かされます」

《それこそ私の言いたいことです。……今日、この日ひ炉ろ理り坂ざかに伺うかがったのも、実はそこにありまして》

　口こう吻ふんが伸び、──次の瞬間、一冊の本を持っている。

「おお？」驚くコウの父。

「──！」コウも驚いた。

　が、コウの驚きは父のように空中からいきなり本が出てきたからではない。そんなのはもう、アトリがやるので見慣れている。コウが驚いたのは、それがまさしく見慣れている本、アトリが出す《知恵の実》のマニュアルだったからである。

　──なぜ、今舞まい原ばる家にあるはずの本が、ここに？

《困るのです、コウ。科学で《知恵の実》を調べるのは構いません。──しかし、この本を調べるのはダメ、ルール違反です。この本は、今後はアトリにしか触れられないようにします。……勿もち論ろん今まで通りに使えますので、その点はご心配なく》

　本でぽん、と軽く、アトリの頭を叩たたく。次の瞬間には、もう本は消えている。

「──！」再度息いきを吞のむ父。

「！」我に返り、コウは叫んだ。

「──すげぇ！」

《……は？》

「今の、一体どうやったんです？　ああそうか」てへ、と自分の額ひたいを叩たたいて、「いやぁ、手品のタネを尋たずねるなんて、こりゃ無ぶ粋すいってもんスよね！」

　一人、必死にハイになりながら、何やっているんだろう俺は、と心の中で涙する。そんなコウの心中を知ってか知らずか、

《手品……ですか？　……魔ま王おうと呼ばれた私としては、せめて魔ま術じゆつぐらいには評して欲しいものですが》

「……マオウ？」

「かっわいい！　中国語で猫のことですよね！」

　ああ、なんかイヤァな汗が──。

「猫？」

《確かに私は、様々な顔を持っていますが──》

「魔術師の顔もその一つ、なんですね？　いやぁ実に多た彩さいな趣味で！」

　コウの追つい従じゆうに頷うなずく父。

「……確かに今のは見事な……」

《いやぁ、これぐらい朝あさ飯めし前まえですよ。なんならもっと》

「だめ！」

　大声を出し、コウはばん、とアトリの背中を叩いた。話を逸そらそうと、必死で話を考える。

「……とにかく、ハエ田たさんは、そう……頭の中に本を詰め込むぐらいの気持ちで勉強しろって言っているんだよ。アトリも、小学校に通うわけだし、な！」

「チュー学校です！」

「……いいじゃん、小学校で。中学より楽だぞ？」

「チュー学校に行きたいんです！」

　ぷうぅと頰ほおを膨ふくらまし、アトリはそっぽを向いた。そんな光景に眼めを細め（と言っても以下略）、ヴゥゥと羽は音おとを強めるハエの魔王。

《ああ、アトリは愛されているようで、私は嬉うれしい。コウさん、翔しようさん、生まれたばかりで心も持たない哀あわれな自動人形ですが、これからもアトリのことをどうか宜よろしくお願いします》

「……じどうにんぎょう？」と父。

「失礼です！」更さらにぷうぅ、とアトリ。

「心ならちゃんと持ってます！」

「それは一体どういう──」

「つまりそれは、ほらあれ、あれだよ父とうさん」

「どれだ？」

「あれ……お話にもあるだろ？　──そう、ブリキの木こりが人形で──心を欲しがりレンガの道を──ああ、ピノッキオが悪い子で、噓うそついて鼻が伸びて学校に行ってキリギリスと鯨くじらに飲まれて──」

「……コウ？」

「……寿じゆ限げ無む寿じゆ限げ無む、るねざんす」

《……るねざんす？》

「そう、るねざんす。どっとはらい」

　自分でも何言っているのか分からなくなり、コウはテーブルに、伏した。

「……どうしました？　コウにーさん」

「知るか。勝手にしてくれもう」

　沈ちん黙もく。

「それでは」しばらくして、口を開く父。

「取りあえず、食べますか」

《いいのですか？　お呼ばれしても》

「どうぞどうぞ」

　ちょっと待て、

　何が悲しゅうて、ハエと──？

《おやぁこれは、……おいしそうですねぇ》

　ハエが手を擦すり足を擦り──、

　コウにとって、実にスリリングな夕食が始まった。




　　　３




　着信が来た時、コウはまたしても天の助けと思ってしまった。そう、懲こりないのが人間。裏切られると分かっていながら、ついつい期待してしまう。

　飛びつくように携帯に出る。

「もしもし！」

『……、私です』

「──ああ」

『話が、あります』省略された挨あい拶さつに、

「だろうなぁ」

　コウはうんうん頷うなずいた。用事のある時にしか、この声の持ち主は電話なんてしてこない。

「……分かってる。『本』が消えちゃったんだろう？」

　沈ちん黙もく。

「……あれ？　違った？」

『今から、会えますか？』

「……」

　食卓を見る。父と妹（の偽にせ者もの）とハエ（の偽者？）が、楽しげに談だん笑しようしている。

「……行く。今すぐ行く。もうどこにでも行っちゃう！」

『……では、いつものところで』

　通話が切れる。コートを手に取り、コウは食卓に声をかけた。

「じゃ、俺、ちょっと出かけてくるから」

「お前なぁ、妹のパーティーを」

「いいだろ？　もう三日連続やってんだから……すいません、お相手できなくて」

《いいえぇ。お構いなく》

　こういう場合、普通は『お暇ひまする』と言わないか？　用よう済すんだならとっとと帰れ！　なんて心中を微み塵じんも見せず、コウは口調？　の実に爽さわやかなハエの魔王に一礼し、さっさと玄げん関かんに向かった。後あとは野となれ山となれ、どうなったって知るもんか。

　たたたっ、と足音、

「コウにーさん！」

　……コウはアトリを睨にらんだ。

「……じゃなくて、コウ、さん……」

「そう、二人だけの時はそれ。忘れるなよ」

　コウはアトリの頭を撫なで、嬉うれしそうなその表情に、なぜかずきりと胸が痛む。

「……何なら呼び捨てでもいいから、さ、……二人の時は、やめてくれ」

　そうですね二人の時は……と、アトリはぽっと頰ほおを押さえた。

「……おい待て、勘かん違ちがいするなよ」

「分かってます。大丈夫です、気をつけます。……あの、それで、今日は」

「……今日はここに泊めて貰もらえ。明日、学校帰りに迎えに来るから」

　コウは父とは住んでいない。少し離れたところにマンションを借りており、アトリもそこから学校に通う予定になっている。

「……はい」

「……いいか、お前は記憶喪そう失しつ、お前もアレも悪あく魔まじゃない、分かっているな？」

「分かってますよぅ……大丈夫ですってば」

　また、ぷうぅ。

　本当に、分かっているんだろうなぁ？

　もっとも、よほどのことがない限り、ばれることはないだろうけど。なぜならそれは、世間の常識から余りにもかけ離れていることだから。それでもコウはもう一度、念を押した。

「いいか？　間ま違ちがっても羽根を出したり、アレに魔法を使わせたりするなよ？」

「ハイ」

「……あと、帰る時は窓からじゃなく、玄げん関かんから帰って貰もらえ」

「ハイ」

「……じゃ、な」

「いってらっしゃい、です。気をつけて、くださいね！」

　いってらっしゃい、か……。

　初夏にしては肌はだ寒さむい、夜の道を、コウは歩き出した。なぜだろう、多少、多少だけれども、後ろ髪を引かれながら。

　未み練れんを振り切り、舞まい原ばる邸へと向かう。

　いつもの場所──それは舞原家の敷地内──正確には地下にある。ぱっと見には分からない場所から降くだるその秘密の部屋の存在は、コウと舞原妹いもうとしか知らない。

　狭い通路を抜け、カードキーでドアを開ける。底そこ冷びえのする部屋だった。肌寒い部屋の空気に、持参したコートを羽は織おりつつ、コウは部屋を見渡した。

　一目瞭りよう然ぜん、

　イハナはまだ、来ていない。

　殺さつ風ぷう景けいのその部屋は、右の隅すみにデスクトップコンピュータ、向かって左右の壁には縦たてに三段横に五段、左右併せて三十個の引き出しが埋め込まれている。その中に入っている物こそが、この部屋の寒さの秘密。正面には陳ちん列れつケース、とは言ってもスプレー缶が一個、ぽつんと置かれているだけだが。もう一台あった『魔法カメラピンホールシヨツト』は、現在イギリスの研究所で調査中だとか。

　床に敷かれた敷しき布ふに靴を脱いで乗り、コウはその上に横たわった。

　眼めを瞑つぶる。

　静けさの中で意識する、

　心臓の、どくんという音。

　無意識に、左手が右腕を押さえる。前回の事件で負傷したそこは、全治したにも関かかわらず、疼うずく。時々、疼きが消えない。

　奇妙に疼きとシンクロしている、

　どくん、という心臓の音──。

（……本当に、心臓の音なのだろうか）

　──ドアの開く音が聞こえた。

　入ってくる、少女の影。

「……寝ているのですか」

「うん」

「……風か邪ぜ、引きますよ」

　コウ以外にこの部屋の鍵かぎを持つ唯ゆい一いつの少女、舞まい原ばるイハナは壁に寄せてあった屛びよう風ぶを展開、ドアの前に立てかけた。屛風に月の描かれた掛かけ軸じくを掛けると、手に下げていたポットを置き、コウの傍かたわらに座る。

　ちゃきちゃきと、器の当たる音。

　ポットからお湯の出る音に、コウは身体からだを起こした。和服を着た少女の、実に絵になる動作を眺ながめる。まず湯飲みにお湯を入れ、それを茶ちや釜がまに移し、急きゆう須すに茶ちや葉を入れた後──今日は抹まつ茶ちやじゃないらしい──茶釜から茶ちや杓しやくでお湯を汲くむ。急須に入れて、湯飲みに注ぎ──。

　普通にお茶を飲むのと、ほとんど変わりはない。

　一度、こんな風ふうにして、コーヒーを淹いれて貰もらったこともある。イハナのこういう部分を、コウは決して嫌いではない。

　差し出されてきたお茶を、一口、二口、三口飲んで、コウは、

「ケッコーなオテマエで！」

　頭のてっぺんから声を出した。が、

「どうも」全く無む表情の、イハナ。

「……お茶うけは？」

「夕食以い降こうは食べません」

「……そ」

　肩を落とし、

　コウは、再びお茶を口に含んだ。

　冷えた身体からだにお茶が、染しみ込む。

　鼻をくすぐる芳かんばしい香こう気き。熱いと言うほど熱くもなく、その分ぶん味の際立った、苦にがさの中にほのかに甘いお茶湯は舌に滑なめらかで──。
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「コウ」

「……え？」

　ぼぉっとしていた意識を、慌あわててイハナに向ける。イハナは袂たもとから一通の封ふう筒とうを取り出し、渡し、コウに背を向けた。

「ん？　……何、これ」

「アトリの編へん入にゆう用書類です」

「ああ、どうも。いつも済まないね……って、俺は確か小学校のを頼んだはずだけど」

「アトリは戸こ籍せき的には十三歳、中学生です。それに何より小学校は坂さか之の下した、中学校は坂さか之の段だん──高校の隣となりです。いざという時を考えれば、中学校は当然の選択でしょう」

「でも」

「自分を兄と呼ぶ者を近くに置いておきたくない、なんて下らない感傷は捨ててください」

「……感傷っスか」

「さもなければ自己陶とう酔すい」

　あいたたた、とコウは胸を押さえた。背を向けているイハナには見えてはいないだろうけど。

「いいですね？」

「……へーへー。仰せの通りに。お嬢じよう様には逆さからいません」

　コウの皮ひ肉にくがかった物言いに、

「……そうです」

　背を向けて表情を見せないイハナの、感情を含まない声が閉じられた部屋に、響ひびく。

「……あなたには、目的がある。死んだ恋人、冬ふゆ月つき日ひ奈なを悪あく魔まの力で生き返らせる、という目的が」

「……何だよ急に、あらたまって。赤せき面めんするではないですか」

「──そのためには、舞まい原ばる家の──私の力が必要です。あなたには私が必要──私に借りがあり、だから私には逆らえない。そのことを、常に意識していてください」

「勿もち論ろんですとも、お嬢様。──何？　急に。なんかきついよ？」

「……そのことを、確認しておきたかっただけです」

　イハナは振り返った。

　無む表情。

　左手を床につき、正座を崩す。コウの前に僅わずかに姿勢を倒して、顔を上げ、──目を、瞑つぶる。

「……いきなり、ですか？」

　沈ちん黙もく。

　コウは耳たぶを搔かいた。

（……しまったなぁ、挑発してしまったか？）

　聞こえぬよう息を吐き、吸い、

（潜水と同じ要よう領りよう──）

　そっと、イハナの肩に手を置く。以前、肩を抱くのが恥ずかしくて、唇だけを近づけたことがあったのだが、その時は体勢を崩してしまい大変なことになってしまった。歯を思い切りぶつけ、唇を切ってしまったあの時の無ぶ様ざまな醜しゆう態たいを、コウは決して忘れていない。

　──そう、

　こういうことをするのは、決して今日が初めてではない。

　そっと、少女に口づける。

　ただ唇を合わせるだけの、およそ子供のようなキス。

　決して恋人同どう士しではない、

　それが二人の関係。

　口中に広がる血の味──本物ではない、かつて味わった強烈なキスの感覚が脳内に再現されているだけ──を味わいながら、コウは心しん中ちゆう笑った。俺の周りはこんなんばっかだ。偽にせの妹いもうと、偽のハエ、偽の恋人？　偽のキス──奇妙な世界みすてりいサークルの真ん中で、コウのキスは続いた。……いや勿もち論ろん、正直言えば、この柔らかな感触はいい。なかなかいい。

　……この血の味さえなければね。
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　いつもより長いような気がした。が、自分からやめることはできない。始めるのはコウ、終わらせるのはイハナ──それが暗あん黙もくの了りよう解かい。

　血の味のキスを続ける。

（今日は……長いな）

　するのは慣れた。が、その長さには慣れない。イハナはいつまでこんな子供のようなキスで満足していてくれるだろうと考える時コウはいつもおよそ男とは思えぬような恐怖に駆られる。一体いつまで、こんなことを続けるのだろう。一体どこまで、こんな──。

　……ようやく、キスが終わった。

　唇が離れると、イハナは何事もなかったかのように顔を離し──でも距離間かんはそのままに、コウを見た。無む表情、でもどこか、緊きん張ちようしたような顔。イハナには、常に張り詰めたような雰ふん囲い気きがある。そしてイハナの瞳には、いつも何かを諦あきらめたような色がある。やもすれば人形のような冷たい瞳にまともに射られ、コウは思わず視線を逸そらした。ごくん、と唾つばを飲み込んだのは、気が付いたから。そう言えば──キスをするのはいつものことだが、いつもは別れ際にする。いきなり、のっけからというのは今日が初めて──だけどなぜ？　心臓が大きく早はや鐘がねを打ち出し、コウは焦あせった。イハナに聞かれているような、そして聞かれるのはまずいような気がして。

　ごほん、と咳せきを鳴らして、

「んじゃ、俺はそろそろ」

　立ち上がる。

「……まだ、用は終わっていませんが」

「いやぁ、お嬢じようとキスできたんだ、他には何もいらないっスよ」

「……あなたはそれで良くても、私の用は済んでいません」

「わーショック」

　コウは両りよう拳こぶしを口元に当てかわいくポーズを作った。うるうるとイハナを見、

「僕のキスより大事なものがこの世にあると言うとですか？」

「……何をそんなに、緊張しているんです？」

　……緊張？

　……コウは頭を搔かき、改めて座り直してイハナを見た。真ま面じ目めに。ちょっと考え、笑って、

「……あのさ、ハナちゃん、その、特に意味がないのなら、キスするのは──その、最後、つまり、……別れ際にしてくんない？」

「……は？」

「……いや俺も、こう見えて男だし、ハナちゃんかわいいし、キスした後も一緒にいると、何か意識しちゃってさ、……正直、気まずくなります」

「……なぜです？」

　コウは咳せき払ばらいをして、言った。

「……正直、おそわれちゃうんじゃないだろうかと思ってしまうのです」

「……」

「勿もち論ろん、ハナちゃんがそれを望むなら僕に否いなやはありません。今後も僕にはお金と権力──あなたの協力が必要ですし、正直興きよう味みもありますし。噂うわさによるとアレは、かなり気持ちのいいモノだとか。……でもね、それは確実に、僕らの関係を壊すでしょう。四月からこの一カ月、折せつ角かく築いてきたいい関係を、それは確実に破壊します」

「……それに何か、不ふ都つ合ごうが？」

　──コウはため息をついた。

「……不ふ都つ合ごうは、ありません。元もと々もと僕らはそういう関係なのですから。ただ考えてみてください。先さき程ほど僕に、アトリには小学校よりも中学校が妥当と言った、それと同じ論理で考えてみてください。一時の情じよう欲よくに押し流されたその行動に、今後どれほどの益えきがあるのか……あ」

　……あ、と驚く、コウ。

　あのイハナが、なんと、微笑ほほえんでいる。かすかに、だけど。

「……堂どう島じまコウ、あなたが女性にモテるのは、多分そういう部分なのでしょうね」

「へ？」何言い出すんだこの人は？「……いや、俺は主に顔だと思うけど」

「……あなたには、女性への邪じや気きが少ない。……全くないとは言いませんが、少ない。それは確かに美び点てんですが、欠点でもあります」

「何のこっちゃ」

「冬ふゆ月つきが言っていました──結局今のあなたにとって、女性はみんな『妹』なのです。あなたは女性に、無む意識に『妹』を見る──あの時守り切れなかった、『妹』を。アトリが来る前から、ずっとあなたは偽にせの──」

「黙れ」

　──イハナは口を閉ざした。

　コウは立ち上がった。

「お前のユーモアのセンスは認める。でも、やっぱり俺は帰るよ。……覚えてない妹の話なんか、俺は聞きたくない」

「……忘れていました。冬月から聞いていたのに──鬼き門もんでしたね、この話は。すいません、コウ、……どうか座ってください」

「……」

「私も先の話に、傷つきました」

　……頭を搔かき、座る。傷つけた？　どの部分で、だろう、なんて考えながら、尋たずねる。

「いきなり……一いつ体たい何を言いたいんだ？」

「……コウ、あなたが覚えていない事件は、確実にあなたの糧かてになっています。誰にも信じて貰もらえなかったという体験は、逆にあなたに教えている──真実が最良の武器であることを。それは、得がたい財産です」

「……」

「……コウ、観念的な話になりますが、私はそれこそが、悪あく魔まに対するもっとも有効な武器になると思います。だからこそ、あなたは……いえ」

　……ああ、

　気が付くと、イハナはいつもの鉄てつ仮か面めんに戻っていた。無む表情にコウを見、

「居い心地ごこちが悪い様ようですから、用件を早く済ませましょう。今日、あなたをここに呼んだ、用件は四つあります。まずは、先さき程ほど渡したアトリの中学編へん入にゆう用書類。次に、これ」

　先程編入書しよ類るいを取り出した袂たもとから、更さらに封ふう筒とうを一通取とり出し、コウに渡す。

「これは」

「先日の入院の際に行った、人間ドックの結果です。必ず目を通してください」

「……何か異常が？」

「……私としては、これ以上怪け我がをするなとしか言えません」

「……うわ、胃に穴が空あく台詞せりふ」

「そして」

　更さらに出てくる封筒。一体あそこにはどれだけの封筒が入っているのだろう。

「これは？」

「前二件の事件と手に入った《知恵の実》の分ぶん析せきから、私の対たい策さく班が立てた仮か説せつの一部をまとめてあります。仮説名は『キングダム』」

「……王国キングダム？　何それ」

「簡単に言えば結論はこうです。──倒せない《知恵の実》はない──否いな、《知恵の実》は、打ち負かされることを前提に創つくられている」

「……？　それはそうだろ、だって《知恵の実》は悪あく魔まが魂たましいを集めるためのアイテムで──」

「……悪魔から見て、ではありません。まだはっきりとは言えませんが、恐らく、《知恵の実》は……」

「……何？　何なの？」

「……とにかく」イハナは言葉を濁にごした。

「勿もち論ろん、推すい論ろんの域いきは出ません。まだわずか二例、更さらなる事例の検証は当とう然ぜん必要です。しかし、この事実はあなたの武器となり得ます。このことを意識しておくだけで、あなたはかなり戦い易やすくなるでしょう。覚えていて下さい。どんな能力を持つ《知恵の実》も、必ず打ち倒せるのです」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、まず」

「そして最後の用件──これが今日の肝かん要ようなのですが」

　コウの言葉に聞く耳持たず、袂に腕を差し込むイハナ。うわ、まだ出てくるのかと半なかば呆あきれて見ていたコウは、出てきた物に啞あ然ぜん、となった。

「……それは」

「コウ、先程のあなたの意見、異いはありますが同意できる部分もあります。確かにこの一ヵ月、私達はいい関係を築いてきました。……そろそろ、次の段階に進んでもいい頃ころ合あいでしょう」

「……な、に？」

　何ど処こかの入場券らしきものを二枚、コウに手渡し、無む表情に言う。

「今度の日曜、デート、してください」

　……はぁ？

　真っ白になったコウの頭の中に、更さらなる衝しよう撃げきが飛び込んでくる。

「私とではありません。サクラとです」

　……デート？

「……デートって、……あの、……え？」

　……サクラ？

　思い浮かぶ顔はイハナと同じ、ただ髪かみ型がたが違うだけ。舞まい原ばるサクラ──イハナが溺でき愛あいする双ふた子ごの姉にして、日ひ炉ろ理り坂ざか一の天てん然ねんの姫……。

「サクラ、って、あの、サクラ？」

　そうです、と無む表情に頷うなずくイハナ。

「サクラには話していません。まず、誘うところから始めてください。そしてデート中、必ずキスをすること。初めてのデートで初めてのキス……それがサクラの理ゆ想めだそうです」

「ちょ」

　ちょっと待て、

　──デート？

　……サクラ？

　──キ、ス？

　コウは口をパクパクさせた。

　……何だって？

　──サクラ？　何も知らない、あの、サクラ？

　混乱が頭の中でダンスを踊る。

「……もう一度、繰り返しますか？」

「……い、いや、……それより、ちょっと、ここに寝てもいいかな。……何か……倒れそう」

「どうぞ。……お茶、飲みますか？」

「うん、お願い。……うんと濃いの」

　コウは寝ね転ころがった。たちまち力が抜けていく中、混乱した頭を、必死で整理する。

「……要するに、俺は今度の日曜日、サクラ──ハナちゃんとではなく、サクラとデート、するんだね？」

「はい」無表情なイハナの答え。

「そして、キスしろと。……サクラに」

「そうです。……そして、分かっているとは思いますが、断ったり、あるいは失敗した時点で、私はあなたへの──悪あく魔まのミカタへの援助を打ち切ります。以降、あなたは今後の事件処しよ理りと、この『冬ふゆ月つきを思い出させる部屋』の維い持じそして冬月を生き返らせた後の処理を全すべて自分一人でやらなければなりません」

「……」

「──まぁ、あなたならそれも可能かも知れませんが」

　いやそれは無理だろう。

「……言っておきますが、私は本気ですよ？」

　……うわぁ、なんてあからさまな脅きよう迫はくだ、お前は悪あく魔まか、とコウは思った。だから言った。

「お前は悪魔か」

「……少なくとも、自分の本ほん性しようを隠かくしたりはしていません」

「そういうところは好き♪」

「……」

「でも意地悪なところは嫌い」

「あなたに嫌われるのは辛つらいです、堂どう島じまコウ」イハナは真ま面じ目めな顔して言った。「だから頑がん張ばって、私にそんな選せん択たく肢しを選ばさせないでください。コウ、冬ふゆ月つきを、私を、真ま嶋じまや更さらにはジィ・ニーまでたらしこんだその腕で、私の姉もたらしてください。コウ、この稀き代だいの女ったらし、あなたならきっとできます」

「明らかに誉ほめてはいないな」

「……真面目な話、──コウ、あなたはもう少し女性に対して見み境さかいと、……免めん疫えきをつけた方がいいです。いつまでも子供なのは、逆に引きます」

「……このプレイボーイをつかまえて、それは一体どういう意味だ？」

「誰もがあなたの妹であることを望んでいるわけではないのです」

「……またそっちに話を戻すか」

「……いいえ」

　イハナはまたも袂たもとに手を入れ、今度は分ぶ厚あつい封ふう筒とうを取り出した。

「十万、用意しました。デートの経費と、──残りは報ほう酬しゆうです」

「そんなん、受け取ると思っているわけ？」

「受け取りませんか？」

　コウはちょっと考え、言った。

「……いらない」

　イハナは特に何も言わず、封筒を戻した。ちょっとだけ、惜しい気がした。が、ペットになるつもりはない。

　……言いなりには、なるけれど……。




　　　５




　帰り際、ふと思い出したように、イハナは言った。

「そうだ……コウ、さっきの書類を返してください」

「へ？　書類って」

「アトリの編へん入にゆう書類です」

　あっけにとられる。

「……？　何で？」

「考えが変わりました」全く無む表情に、「あなたの意思を尊そん重ちようし、やはりアトリは小学校に行かせましょう」

「いや」慌あわてて答えるコウ。

「アトリは中学校でいい。……俺が間ま違ちがっていたよ。感かん傷しようや自己陶とう酔すいに浸ひたってはいけない。一時の感情に押し流されることなく、物事は合理的にいかなければ」

「しかし」

「それに、アトリ自身が望んでいるんだ、チュー学校に行きたいって。アトリがチュー学校に行きたいと言うのなら、それはチュー学校に行かせてチュー学生にしなければ」

「いいのですか？」

「……うん」

「では、仕方ありませんね。……残念です」

　勿もち論ろん、残念とか言いつつもイハナの顔は無表情。

「……何が残念なのか分からんが、とにかくそういうことでよろしく」

「ではまた明日、学校で。……明日あした必ず、サクラを誘ってください。いいですね？」

「……あい」

　二人は別れ、

　コウはとぼとぼ、帰宅路を歩いた。時とき折おり先の会話を思い出し、吹き出したりしたが、大おお方かたは明日のことで一いつ杯ぱいだった。




　ああ、とため息をつく。




　……ああ、どうして俺の不幸は、こんな、

　ひねくれた形でやってくるのだろう……。







クラス・オブ・六六六
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　昼休みを告げる時じ鈴れいに箕みの利り慧けいは席を立ち、舞まい原ばるサクラの席に向かった。

「サクラちゃん、あの……」

　サクラは突つっ伏ぷしていた顔を上げ、眠たげな目をこすりこすり、慧を見た。

「ふうう……何？」

「お昼の時間、だけど……お弁当？」

「うん」

「じゃ、じゃあさ、今日はお天気もいいし、その……屋上に」

　……サクラはゆっくりと身体からだを起こし、机の横に掛けてあるセカンドバッグからおもむろに何かを取り出した。

（ああ……）

　猫ねこ耳みみ。

　頭にそれをつけ、じっ、と慧を睨にらんでくる。
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（……やっぱり、怒ってる……）

　慌あわてて言い訳を探す。

「いや、あのね、ほら……」

「ちょっと、慧」

　後ろからクラス委員の山やま本もとさんに手を摑つかまれる。

「ダメよ、猫耳の時のサクラを刺激しちゃ。知らないの？　あれはサクラが、『自分は今、自分を制御できないよぅ』っていうのを知らせるためのアレなんだから」

「……それは、分かってるけど……」

　そう、分かっている。箕利慧はサクラの単なるクラスメイトではない。彼女は実は舞原家に仕える『黒くろ服ふく』の執しつ務む部隊『ライン』、その中でも学校においての護衛・諜ちよう報ほうを行う『制服組』の一人なのだから。（ちなみに『制服組』は各クラスに一人ずつ、三学年合わせて十五人潜せん入にゆうしているが、サクラはそのことを知らない。）だから当然、サクラのことはよく知っている。猫耳サクラの怖さも、でも──。

「サクラちゃん、あの……」

　かぁぁ、とサクラは口を開けた。

　うわ、

　何かやけに迫力が。

「ほらほら、怒らない怒らない、ね？」

　ハンカチでよだれの跡をぬぐってやりながら、サクラをなだめる山やま本もとさん。サクラは幸せそうに自分の顔を山本さんのお腹に押しつけて、ぐりぐりよだれをふいた。

「ああ、こら、──ね、一いつ体たい何を怒っているの？」

「だってねーだってねー」慧けいを睨にらむ。「朝礼の前にまずフウスイがいいからって屋上に行って一時間目の休み時間はホウガクがいいからって屋上に行って二時間目の休み時間はフェンスウィがいいからって屋上に行って三時間目の休み時間はリュウミャクがいいからって屋上に行ったんだよ？　でもいいことなんて何もなかった！」

　山本さんは慧を見た。

　慧は目を逸そらした。

　さらに続けるサクラ。

「それに、フウスイもホウガクもフェンスウィもリュウミャクも全部同じことなんだって！　慧ちゃんあたしを騙だましたんだから！」

　おののく慧、

「な……なぜそれを！」

「鴨かも音ね木ぎさんが教えてくれたの」

　鴨音木ィ、と慧けいは後ろの席で本を読んでいる少女を睨にらんだが、鴨音木はふん、と鼻を鳴らしただけだった。代わりにその後ろから「……全部同じことなら、騙だましたことにはならないと思う……」と小さな声が聞こえたが、それは余りに小さな声だったので鴨音木にしか聞こえなかった。

　拗すねたように、サクラ、山やま本もとさんに抱きついて言う。

「だからもうイヤ」

「……よしよし」

　……四回も付き合ったなら後一回くらい、と思いつつもサクラを撫なで撫であやしつつ、小声で慧に尋たずねる山本さん。

「……何でそんなに、サクラを屋上に連れて行きたがるのよ」

「……だって」

　ああイハナ様ごめんなさい、また悪あく役やくやらせてしまいます、と心の中で謝って、

「イハナさんが、そうしろって……」

「……ああ」

　山本さんは頷うなずいた。舞まい原ばるイハナの権力者ぶりと姉への溺でき愛あいぶりを知らない者はない。

「……そういうこと。……全くあの人も、いくら何でも休み時間毎ごとに会いに来させなくてもねぇ。……いや、サクラじゃ心配なのは分かるけど」

「……はは」

「でも、とにかく、今はダメよ。こうなったサクラはもう、人の言うこと聞かないんだから。……ね？　……後であたしが一緒に、イハナさんに謝ってあげるから」

　うう、と慧はサクラを見た。ふぅー、とサクラが息を吐く。ああ、本気で怒らせてしまった、と落ち込む慧に更さらなる追い撃うちが届く。

「慧なんか、大キライ！」

　がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　と音が聞こえるくらいの勢いで慧は仰のけ反ぞった。舞原姉し妹まいに仕える者、特に幼い頃から姉妹と寝しん食しよくを共にしている『ライン』にとって、姉妹に嫌われることほど辛つらいことはない。もっとも当のサクラは竹を割っても覚えていないような性格で、一日も置けばからっと許して（忘れて）くれるのだが、それでもサクラに「キライ！」と言われるのは何より辛い。慧はよろよろと、机にもたれて座り込んだ。ああ、イハナ様の命令を遂すい行こうできずに失望させたばかりか、サクラ様にまで嫌われてしまった。

　これというのも、

　これというのも──！

「おぅわ？」

　──今まさに焼きそばパンを食らわんと口を開いていた葉は切ぎり洋よう平へいは、いきなり横よこっ面つらを張られてあっけに取られた。張られて向いた方角──窓の向こうに、手から離れた焼きそばパンがひゅるると綺き麗れいな弧こを描いて消えていく様さまを、呆ぼう然ぜんとして見送る。

「……な、な」

　何をするんだ？　と顔を戻した洋平は、クラスメイトの女子の一人が涙ぐんでいる様にさらに愕がく然ぜんとした。……こいつ、誰？　……何で人を殴なぐって泣いてんの？　女子──箕みの利り慧けいは涙ぐんで、痛かったのだろう右手をぶらぶら振りつつ洋平を睨にらみつけて言う。

「あんたが、あんたがね──！」

　アンタの兄あに貴き分ぶんがね、ちゃんとサクラ様を誘っていればこんなことにはならなかったのよ！　四回もチャンスを作ってやったのにどうして誘わないのよ！　バカ！　なんて洋平には関係ない（でも慧にとってはそうでもない）理り不ふ尽じんな叫びを心しん中ちゆう上げつつ、さらに第二撃げきを繰り出そうと手を振り上げるが、みークル兼けんボクシング部、来年にはプロデビューも控えている葉切洋平、虚きよを突いた先せんはともかく今さら女子のパンチなど食らうわけもない。す、と綺き麗れいなスウェーでかわされて体勢を崩しその場に倒れ、箕利慧は怒りと恥ずかしさのあまりついに大声上げて泣き出した。

　ギョッとする洋平、

「……おい」

　な、な、なんなんだ？　ちょっと待て、これじゃ俺がなんかしたみたいじゃねぇか、ちょっと待てよ──そう思った洋平の、口から出た言葉は、

「……泣くな」

　その騒ぎを聞きつけて、

「あ─────！」

「ちょっとあんた！　何してんのよ！」

　たちまち女子ズが群がってくる。

「慧けい、大丈夫？」「あんたね、なに女の子泣かしてんのよ！」「最低！」「殴られたの？」「手を上げたわけ？」「うわ、ボクシング部のくせに？」「最低！」「野や蛮ばん人じん！」

　ちょっと待て[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]！

　悪いのは俺か？　俺なのか？

　きーきーぎゃーぎゃー『猿さる山やまの決けつ起き集会』のような騒そう音おんの中で、洋平は必死に釈しやく明めいを試みた。取りあえず聞いてくれ、俺に説明させてくれ──そう思った洋平の、だがまわらない口から出たのは、

「──うるさい」

「うわ、何こいつ！」「ムカツク！」「最低！」「あんた、箕みの利りに謝りな！」「そうよ！　謝れ！」「慧に謝れ！」「謝れ！」「謝れ！」「謝れ！」「謝れ！」──期せずして始まった「謝れ！」コールの大だい合唱に、洋よう平へいは目の前が真っ暗になった。幼い頃から堂どう島じまコウの後ろにくっついていた洋平は、コウをかわいいとちやほやする女の子達の姿をようく見ている。その笑顔に隠かくされた、コウの前ではイイコぶりしかし洋平の前ではあわわわわ～な恐おつそろしい二面性をしっかりと目に焼き付けている。だから女性の恐ろしさを、そしてこの手の症状をよく知っている。こうなってしまっては、もはや誰が正しいかなんて関係ない。既すでに問題は、『悪い／正しい』ではなく『謝る／謝らない』に移行しているのだ。コウは洋平のことを「女おんな心ごころを理解していない」なんて言うが（そしてそれは否定しないが）洋平に言わせればコウこそ女性を分かっていない。アレは見かけほどいいモノではない。アレこそ悪あく魔ま、アレこそ怪かい物ぶつ──。

　だからと言って、

（俺は悪くない！）

　負ける気には、ならないが。

　この辺が、「女心を理解してない」ところなのかも知れないけれど。

　ふぅ、と息を吐き、洋平は褌ふんどしを締め直した。（勿もち論ろん本当につけているわけではない。精神的に、ということである。いや勿論分わかっているとは思うが彼には褌が似に合あうので、念のため。）きっ、と女子ズを睨にらみ、俺は悪くないんだ、こいつが勝手に殴なぐりかかって勝手に泣き出したんだぁむしろ俺は被害者なんだ！　焼きそばパン！　という思いを込めて、でも口くち下べ手たなので一言で、

「……謝らない！」

「────────────────────────────────────────！」

　たちまち満ちる、『ジャングルの動物達の反はん政治集会』にも決して負けない大だい喧けん噪そう。「謝れ！」「最低！」「野や蛮ばん人じん！」すかさず俠おとこ気ぎのある（祭り好き、とも言う）男子達が洋平の加か勢せい（火に油を注ぐとも言う）に乗り出し、後に第二次『ぼくらの七十分』大戦と呼ばれることになる凄せい惨さんな事件の幕は上がった。とにかく凄すさまじい騒ぎで、しかもクラス委員の山やま本もとさんが「みんな、まずは黒板に大だい注ちゆう目もく！」なんて大だい音おん声じようで叫んだもんだから、「……慧けいちゃん、サクラちゃん行っちゃうよ……」というか細い声は誰にも聞こえなかった。──いや、どんな状況であろうとも彼女の声を聞き漏らしたことのない鴨かも音ね木ぎだけは聞き取っていて、その声に答える。

「放っとき。それより、お弁当──」

　──そういうわけで、サクラはお弁当を持って一人、廊下に出た。彼女はそれを、下げ駄た箱ばこで食べようと思っていた。と言うのは、サクラは『屋上』の反対は『地下』だろうと思ったのだが、でも日ひ炉ろ理り坂ざか高校には地下はない（本当はあるのだがサクラは知らない。一般生徒は誰も知らない）ので、『下駄箱』が一番『屋上』の反対に近いかな、と思ったのである。臭い下駄箱でお弁当を食べることも辞じさないぐらい、サクラは慧と屋上に対してむくれていた。が、三歩歩あるいた頃にはもうすっかり忘れている。

　窓から外を、空を見上げる。

　わぁ……、

　本当にいい天気だなぁ。

　こんな天気のいい日に、屋上で食べるお弁当は、きっと美お味いしいに違いない、うん！

　何かもう想像だけで幸せな気分になったサクラは、最近のお気に入り、虎とら柄がらの猫ねこ耳みみを頭上に揺らし、ふんふんと鼻はな歌うたを鳴らしつつもうさっきまでの激げき情じようはすっかり忘れて屋上に向かったのだった。




　　　２




「あなたという人は」

　舞まい原ばるイハナは今日でもう三度目になる台詞せりふを繰り返した。

「──あなたという人は、どうしてそうヒネクレているのです。──いつもの堂どう島じまコウは、一体どこに消えたのですか？」

「良かった」ほっとため息をつくコウ。

「怒っているかと思ったけれど、怒っていないみたいで」

　ポーカーフェイスを信条とする少女は一瞬黙だまり、しかしやはり変わらず怒っているようには聞こえない無む感情な声で続けた。

「いつも要いらない女性に不必要な言葉をかけてはばからないあなたが、なぜ今日に限って、しかもサクラに対して同じことができないのですか？」

「……今け朝さは調子が悪かったんだよ。アトリがいなくて、ギリギリに目が覚めたから。俺は低血圧なんだ」

　無む表情な、しかしだからこそ怖いイハナの視線と無表情な声。

「……だから一回目は、サクラに挨あい拶さつしかできなかったと？」

「うん」

「では二度目の機会、サクラを前に黙だまり込んだのは」

「朝、時間がなくて歯は磨みがきをしてなかったから、口こう臭しゆうが気になって」

「……では三度目、サクラを見るなり逃げ出したのは」

「朝、トイレに行けなかったから、もよおして」

「……では先さき程ほど、もう最初から隠かくれていたのは」

「朝慌あわただしくて、顔を洗うの忘れていたのを思い出したんだ。そんな顔を他人に見せられる？」

「……」

「だ、大丈夫」ふざけ過ぎるのはヤバイなと、慌てて、「今度こそ、ちゃんと誘ってみせるから。サクちゃんが来たらすぐ……う」

　冷たい視線がコウを射る。

　携帯を示し、

「……サクラはもう、ここには来ません。すっかりヒネクレ猫モードに入ったと、部下から連絡がありました」

「……そうスか」

　コウは屋上を見渡した。昼休み、いつもは生徒が数人たむろしているのだが、今日は誰もいなかった。現在屋おく上じようは、イハナの部下によって封ふう鎖さされている。コウがサクラを誘い易やすいように。無む駄だになったけど。

　いい天気、

　──涼しげな風が気持ちいい。

「コウ」

　我に返ってイハナを見る。

「……あ、何？」

「……冬ふゆ月つきと、デートしたことはありますよね」

「うん」

「その時は、どういう風ふうに誘って」

「……いつも、向こうからだったから」

「……そうですか」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、イハナが言う。

「……相手にデートを申し込む時は、誰しも恐怖心に囚とらわれます」

「え？」

「まず、誘いを受けてくれるのか、そして、自分が相手を満足させられるかどうか」

「……」

「ですがあなたとサクラの場合、何の問題もありません。サクラは絶対、あなたの誘いを断ったりはしません。そして、あなたと一日を過ごせれば、ただそれだけで満足するでしょう。……なぜなら、サクラはあなたを好きだから」

「……」

「さらに言えば、用意したテーマパークはサクラの趣味に合わせた物です。あなたにプランは必要ありません。ただサクラをそこに連れて行き、後はサクラに任せればいい。そして、もし失敗があったとしても、あなたがサクラにキスさえすれば、どんな失敗も帳ちよう消けしにできます。サクラは幸せな気持ちで帰宅できるでしょう。……キスも、──いつも私にするようなもので構いません。あなたは何も、構える必要はない──ただ私が頼んだように、サクラを誘い、キスすればいい──これだけ聞いても、まだ怖いですか？」

　コウはぶすっと下した唇くちびるを尖とがらせた。

「怖くなんかねぇよ、最初から」

「……なら、誘ってあげてください。早く」

「いいじゃん、いつでも。日曜までまだ二日ある」

「早く誘えばそれだけ──待つだけでも楽しいものです。……一般論ろんですが」

　コウは、空を見上げた。

　見渡す限り青い空。いい天気。気持ちいい風、何気ない音、美お味いしい空気はよくぞ田舎いなかに生まれけり──周囲を見渡し、屋上に二人きりなのを再度確かく認にんする。視線を空の向こうに戻し、──言う。

「ちょっと、恥ずかしいこと言ってもいい？」

「どうぞ」

「俺は、日ひ奈なを、……好きだ。たとえ死んでいても好きだ。……我ながら危ない台詞せりふだな、とにかく好きだ」

「……だから、サクラとデートはできないと？」

「まさか」冷笑。「お前と何回キスをした？」

「……」

「今さら、……俺は、日奈を生き返らせるためなら何だってする。そのためなら、日奈に嫌われても構わない。……デートだってできるさ、勿もち論ろん」

「なら」

「でも、お前は……サクラはそれでいいのか？

　お前はともかく、サクラを騙だますことになる。サクラは思い込む、俺がサクラを好きだと。それが噓うそだと知らないまま……本当に、それでいいのか？」

「構いません」即そく答とう。

「でも」

「前にも言ったはずです。例えそれが噓だとしても、サクラにとって恒こう久きゆう的なら構わない、と」

「そんな……そんな噓をつかれて、お前の大好きなサクラは本当に幸せになれると思うのかよ」

「なれます」これも即答。

「そんな」

「現に、コウ、あなたの父親は今、幸せではないのですか？」

「……」

　押し黙るコウに、たたみ掛けられるイハナの言葉。

「娘が戻らないまま死んでいくのと、娘が戻ったと信じ、その噓に気づかないまま死んでいく──一体どちらが幸せでしょう」

　コウは、……答えられなかった。

　イハナの言葉が、続く。

「……世界には、『裏うら方かた』が存在します。誰かが幸せな時、その人は必ず誰かを踏みつけている。あなたが幸せを信じられるのは、『裏方』がその噓をあなたに噓うそと気づかせないようがんばっているからです。『裏方』で喘あえぐ誰かの存在こそが、この世界を美しく成り立たせている──噓？　見かけだけ？　例えそうだとしても、誰かが永遠に騙だまし続けてくれるなら、それはもはや真実と何ら違いはありません。

　コウ、あなたが『裏方』で噓を支え続けている限り、あなたの父にとって娘の帰き還かんは真実でしょう。それともあなたは、自分の父に告げる気ですか？　ただ、それが噓だと言うだけで、父の幸せを壊すつもりなのですか？　そしてあなたは本当に、今の父は幸せではないと、間違っていると言えるのですか？」

　──いや、言えない。

　言えるはずがない。

　それでも、──コウは声を絞しぼり出す。

「でも……まだ、あるんだ、もしかしたら、亜あ鳥とりだって……。……だから、やっぱり、間違って……」

「……そうですね。確かに可能性はあります」

　コウの言葉に頷うなずくイハナ。無む表情に、言葉を紡つむぐ。

「そして、可能性がある限り、私は──間違っています。でも」

　コウを見る。無表情は変わらない──でも、

「──本当に、いつか亜鳥が帰ってくるとあなたは信じているのですか？　本当にそんなこと、信じられるというのですか？」

「……」

「私には、信じることができません。あなたがいつか本当に、サクラを愛するようになる、なんて。そして」

　その顔に悲しい笑えみが見えるのは、果たしてコウの気のせいか──。

「私には、そんな小さな可能性、信じることができません。いつかあなたが本当に、私を愛してくれる、なんて。だから私はそんな小さな可能性より、見かけの噓を選びます」

　柔らかな風に髪を揺らして、

「……私は今、幸せです」

　舞まい原ばる依い花はなは微笑ほほえんだ。

「……少なくとも、あなたがキスしてくれますから……」




　　　３




　ひゅうう、と初夏の、日ひ炉ろ理り坂ざか特有の強く冷たい突とつ風ぷうは、しかし重なった二つの影を引き離すには至らなかった。一つになったその影は、時を刻むのを忘れたように微び動どうだにせずそこに在ある。まるで千年の昔からそこにそうして在るかの如ごとく、かくあるべしとの定めのままに本来二つのその影は一つのオブジェクトとなって淡あわやかな光の下にその瞬間を映し出す。北風と太陽の例ためしのように冷たい風は二つの影をさらに固く結び付け、もはや二人を引き離せるのは遠くから次第に聞こえてくる「さ～はサ～クラ～の～サ～♪」なんていう歌だけだった。最初、二つの影はそれに気がつかなかった。しばらくして「く～はサクラのク～♪」にはっとなり、二つの影は凍りついた。動いている物は動き続けようとし、止まっている物は止まり続けようとする──『慣かん性せいの法則』は、あらゆる物に適用される。何者も、いきなりＭＡＸで動き出すことはできない。二人は凍りついたまま、ドアのすぐ向こうから聞こえてくる「ら～は」という声を聞いていた。

　が。

「ら～は」で、歌が止まる。

　沈ちん黙もく。

　……しばらくして、

「ら～はラドンのラ～♪」

　屋上へのドアを開け、サクラは目を瞬しばたたいた。

「……あれ？　……コウにハナちゃん、……何してるの？」

「……何をしているように見えますか」

「……ハナちゃんがコウに、舞まい原ばる岩イハ流『姑う獲ぶ鳥め』を掛けているように見える」

「……ならきっと、そうなのでしょう」

　地面に倒れたコウの臍へその辺りに座って携帯のディスプレイを確かめながら、

（何をしているのよ、箕利慧Ｍ１４２は……）

　イハナは神しん妙みように頷うなずいた。

「……そう見えるのなら、それはきっとそうなのでしょうね」

「いいから降りてくれ」うめくコウ。「重い……いや、ちょっと待て、冗じよう談だんじゃなくて重いぞおい！」

[image: ]

　どんどん重くなっていくイハナの身体からだ。

　なぜか自慢げなサクラの声、

「それは重いんじゃなくてね、力をかけているんだよ？」

「そんな言い訳してるから、いつまでたっても瘦やせられないんだ！　……う、うわ？　ちょっとちょっと！」

　ますます重くなるイハナの身体からだ。

「……これが『姑う獲ぶ鳥め』、古こ流りゆうに伝わる体重移い動どうの技です。……驚きましたか」

「うんうん、凄すごい凄い、だからお願い、許して……身が出ちゃう」

「すごくないよ！」怒ったように、サクラ。

「ハナちゃんはもうずーっと、ず───っと舞まいの稽けい古こさぼっているんだから！　あたしの方がすごいもん！　……あのね、コウ」声を潜ひそめて、「お尻しりの穴に指を入れれば、タンデンのテコがハズれて抜け出せるよ」

「マジスか！」

「……サクラ、はしたない物言いは……」

　諫いさめかけた、イハナの言葉が止まる。

　コウもぎょっとした。

　──サクラの顔から、感情が消えている。

　全くの無む表情、どんな感情も湛たたえぬ目はやっぱり双ふた子ご、イハナを髣ほう髴ふつとさせる──いや、普ふ段だん笑わぬイハナがたまに笑うとえらい迫力があるように、普段感かん情じよう豊かなサクラの無感情な顔にはイハナ以上の迫力がある。頭につけた猫ねこ耳みみも何の慰なぐさめにもならない、人形以上に無む機き質しつな表情を浮かべ、サクラは言った。




「……コウ、イハナをいじめたの？」




「……いじめられてはいません」

　コウを解放し、イハナは立ち上がった。

「『姑う獲ぶ鳥め』を掛けていたのは、いじめられていたからではありません。……姉さん」

「でもイハナの胸、どきどき言ってる」

「……それは」

「俺が抱きしめていたからだよ」

　イハナの言葉を継いで、コウ、

「女の子ってのは、抱きしめられるとどきどきする、らしい」

　鈍い目で、サクラはコウを見た。

「抱きしめた？」

「そう。いきなり抱きしめたら投げ飛ばされて、うずめ？　で取り押さえられた。一体どうなっているんだこの国の婦ふ女じよ子しは……」

　いきなり抱きしめ、そして投げ飛ばされた、それは噓うそではない。そしてコウは、次に来るであろう質問『でもどうしてそんなことを？』に対する答えを考えた。なるべく自然で、しかも『噓じゃない』答えはなんだ？　もっとも、コウ自身、なぜいきなりイハナを抱きしめたりしてしまったのかは分からない。強しいて言えば、雰ふん囲い気きに吞のまれた、としか言い様ようがない。とにかく突然抱だきしめたくてたまらなくなって、気づいたら行動に移していたのだ。でも勿もち論ろん、そんなことサクラに言うわけにはいかない。コウを好きだと言うこの子には。

　……でも、一体なんて言う？

　だが、予想に反してサクラは、

「ああ、そうなんだ」

　それで納得し、それ以上聞いてはこなかった。その表情に感情──笑顔が戻る。頭につけた猫ねこ耳みみをピンピン弾はじき、微笑ほほえんで、

「勘かん違ちがいしちゃった。だってハナちゃん、あたしがいじめるといつも心臓がどきどき言うんだもん」

「……いじめないでください」

　無む表情に答えるイハナを見ながら、ふと、コウは思った。一体どうして、サクラにはそれが分かったのだろう。見た目では、少なくともコウには全然分わからないのに。それにさっきのあの表情、鳥とり肌はだが立つほど迫力があった。あんなサクラを見たのは初めてだ。──大体『うずめ』って何？　なんでそんなことができるんだ？　取りあえず順番に聞いていこうとしたコウは、サクラを見て再度ぎょっとした。

　両手のひらを前に差し出して、コウを見上げている。

　そして言う。

「ん」

「ん、……て、……何？」

「あたしも」

　当然、と言った感じのサクラの顔。

「……それはつまり、俺を投げ飛ばしてうずめ？　を決めたいってこと？」

「違うよぉ。ただ、抱っこ」

　んー、と促してくる、サクラ。

　コウはなぜかサクラの背後、イハナの顔を窺うかがった。頷うなずくイハナ。コウはサクラを見た。コウのことを好きらしい、見上げてくる無む邪じや気きな目。コウの気持ちも、──悪あく魔まのミカタも知らない瞳。

「……んでは、失礼して」

　頭を搔かき、

　芝しば居いがかって両りよう脇わきから大きく両手を振りかぶり、ゆっくりとサクラを抱きしめる。

　同い年の平均的な高校生に比べても、コウには異性に触れることに対する抵抗がない。平気で触れたり髪をいじったり、そして抱きしめたりできる。だからいつも小鳥遊たかなしに「お前、いつかセクハラで訴えられるぞ、と言うか、られろ」と言われ「お前にだけは言われたくない、てーか、わせろ」と答えているぐらいなのだが、なぜか、サクラを抱きしめるのには少しの抵抗があった。

　でもぎゅっと、力強く、抱きしめる。

　立ち昇のぼる、妹イハナと同じシャンプーの香りと、妹イハナより少し強い汗の匂におい。

　サクラの、

「……本当だ、どきどきする」

　そんな声を聞きながら、コウはイハナを見ていた。イハナが目で、促している。今こそサクラを誘え、と。コウは細めた目でイハナを見返した。イハナが何を考えているのかは分からない。でも、自分の気持ちは分かる。今はダメだ、絶対誘さそえない。好きな人に抱きしめられてどきどきしている女の子にデートしてくれなんて──世間はどうだか知らないが──コウにはとても言えない。

　……イハナの前では、誘えない……。

　二人の（正確にはコウの）抱ほう擁ようは四十秒弱、箕みの利り慧けいが屋上のドアを開けるまで続いた（ちなみに彼女のクラスは未いまだ騒そう動どうの最中だったりする）。箕利慧はまずコウを見て冷たい視線を送り、サクラの姿を認め安あん堵どし、その後ろ、イハナの姿に気づいてたちまち蒼あお褪ざめた。その後ご四人は昼食を開始したが、その間ずっと、箕利慧は自分がどれほど舞まい原ばる姉し妹まいを愛しているかを、特にイハナに力説していた。お陰でコウは特に喋しやべることもなく、

　思考に没頭できたのだった。
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　どくん、という心臓の音。

（本当に、心臓の音なのだろうか──）

　雨の中、相あい合あい傘がさの下もと、コウと日ひ奈なは歩いていた。それは学校の帰り道。中学校から坂を下り、小学校を過ぎて商店街に出る。強い雨、傘を忘れてきたコウは、日奈の傘に入れて貰もらっていた。

　──勿もち論ろん、傘はコウが持っている。

　ぼぼぼぼという凄すさまじい雨の音。雨あま粒つぶなんて生ぬるい、棒のような雨の弾たまは傘に当たっても跳ね返らずに、滝のようにざぁざぁ流れて落ちていく。傘は小さく、二人が肩を寄せ合っても入りきれるものではない。お陰でコウの左ひだり肩は、いや左半身はもうびしょびしょだった。

（……畜ちく生しよう）

　だが、今のコウの苛いら立だちはそれのせいではなかった。畜生、というコウの焦しよう燥そう感かんの正体は、コウと日奈、二人の並び方にあった。畜生、とコウは自分の迂う闊かつさを呪のろう。なぜ、日奈に車道の方を歩かせてしまったのだろう。これでは車が通ったら、日奈はびしょ濡ぬれになってしまう。日ひ炉ろ理り坂ざかの雨は強い。四し方ほうを山で囲まれしかも川のない日炉理坂にとって、雨はまさに『天の恵み』だった。昔は。だが今のコウにとって、こんな雨など災さい害がい以外の何ものでもない。特にこんな、大事な人との帰り道では。コウは市の行政を呪った。なんでこの歩道はこんなに狭いんだ？　何とか基準法に違反しているんじゃないか？　日奈のすぐ向こうの車道では、水はけの悪いアスファルトが大きな水みず溜たまりを作り、車が通るのを今か今かと待っている。今のところ車が通る気配はないが、もし通ればそれは巨大な水みず飛沫しぶきを上げて日奈に襲おそいかかるだろう。コウはポジショニングを呪った。できれば今すぐ日奈と場所を入れ替わりたい。

　ていうか、替わりたいなら替わればいい。

　……だが、

　コウにはそれが、その簡単なことができない。

　濡れるのがイヤなわけではない。大だい体たいコウの半身は、既すでにびしょ濡れなのだから。半身がそうなのだから全身がそうなっても今いま更さら変わりはない。なのになぜ日奈と場所を入れ替わるのを躊ちゆう躇ちよしているかと言うと、日奈にばれるのが嫌だから、だった。

　……ばれるって、何が？

　それは、例えば日奈の方に傘を差していたために自分の半身がびしょ濡れなっていることだった。日奈が水飛沫を浴びないよう場所を替わりたがっていることだった。日奈の身体からだを心配していることだった。自分よりも日奈が濡ぬれることを心配していることだった。

　そして。

　……こんなにも、日ひ奈なを好きだということ。

　この気持ちを、日奈にだけは知られたくない。好きだということを知られること、それが怖い。それを知られることで、変わってしまう何かが怖い。終わってしまう何かが怖くて──。




　ずっと、このままでいたいから。




　商店街の角かどに来て、コウは決心した。ここから先は繁はん華か街がい、車が通らないはずがない。日奈を水みず飛沫しぶきなんかに濡れさせるわけにはいかない。忘れ物があった、ということにして、傘かさから出よう。ここで別れよう。そうすれば傘は日奈一人ひとりで使える。

　よし、と決め、動こうとした瞬間、

「堂島君」と日奈の声。

「……え？」

「……ちょっと本屋行きたいんだけれど、いいかな？」

　車道の向こうを指差す。

「……ああ」

　頷うなずきつつ、コウは素早く道順を考えた。ここの横おう断だん歩道を渡れば、ああなって、こうなるから、……よし！　と思わず拳こぶしを作る。ここを渡れば、以降はずっとコウが車道側がわになる。位置を替わることなく、自然に。

　よし！

　……なんでもっと早く考えつかなかったのだろう。

「……構わない？」

「え？」ぼおっと日奈を見、慌あわてて頷うなずく。

「ああ、うん。俺はいいよ」

「そう」

　日奈は大きな眉まゆの下、大きな瞳で、コウを見、言った。

「……ごめんね」

　困っているような笑っているような、思わずどきっとする表情。

　心臓が、どくっと、うなる。

「べ、つに、いいってば」

　コウは心しん拍ぱく数すう増加を押し隠かくして頷いた。

「本屋に寄るぐらい、なんてこともないって」

　日奈は微笑ほほえみ、二人は二人で横断歩道を渡り、コウは傘から出ないで済んだ。まず日奈を家に送り、傘かさを借りて自分の家に帰り、それから寝るまで、いや寝ね床どこでも寝付かれず、コウはずっとあの時の日ひ奈なの表情について考えていた。あの時の日奈の「ごめんね」について考えていた。その意味するものを、あの時の表情の裏、見えなかった気持ちを……。

　そしてコウは決心し、

　それから一カ月後の、中学校の卒業式──




「──告こく白はくしたんだ」

「わっ、びっくりした！」

「……わっ？」




（──日奈？）




「……器き用ような起き方するなぁ。なんて言ったの？」

「……先せん輩ぱい」

　驚きよう愕がくに脈打つ胸を押さえつつ、コウは身体からだを起こして周囲を窺うかがった。……ああそうだ、眠っていたのだ。ここは部室の仮か眠みん室。コウの所属する同好会『みすてりぃサークル』──通称みークルの前身は『ミステリーサークル』という日ひ炉ろ理り坂ざか高校でも屈くつ指しの部ぶ活かつで、その部室には図書室と学習室、さらには仮眠室まである。正確にはもうみークルの部室ではなく、生徒会とミステリー同好会から再三返へん還かん要求が出されているのだが、無視し続けてもう二年……。

　真ま嶋じまを、じとっと睨にらむ。

「……寝ね顔がお見てたんですか？　趣しゆ味み悪いなぁ」

「具合でも悪いのかって、心配したのよ」

　そっぽをむく先輩──真嶋綾あや、最近みークルの一員となった三年生。コウはそっと、真嶋の顔から視線を逸そらした。日奈によく似た面おも影かげは、彼女の髪が伸びるにつれて薄れていった。それでも時とき折おり不ふ意いをつかれると、その表情に日奈を見る。失礼なのは分かっていても……。

　頭を振る。

「……何なん時じスか？」

「もう五時」

「……部室は？　誰がいます？」

「《部長》と、小鳥遊たかなし、葉は切ぎり君」

「……舞まい原ばるは？」

「……来てない」

「……そうですか」

　コウは、真嶋と一緒に仮眠室を出た。

　広い部屋は、閑かん散さんとしていた。三年の大量引いん退たいにともない、みークルの部員も激げき減げんした。それでも部員数は校内で最も多い。ただしそのほとんどは掛け持ち部員で、生きつ粋すいのみークル部員はコウも含めて七人だけ。

「おお、起きたか堂どう島じまコウ」

「……いぇい」

《部長》の声に意味なくＶサインして、コウは寝ね癖ぐせを搔かきつつそちらに向かった。ホワイトボードを前に腕を組んでいるのが《部長》こと三み束つか元もと生なり、机を挟んで《部長》の前に座っている、顔に包ほう帯たい──怪け我がでもしたのか？　──を巻いているのがボクシング部兼けんだが最近やけにみークルに顔を出すようになった葉は切ぎり洋よう平へい、その隣となりには小鳥遊たかなし恕じよ宇うが、机の前に壜びんやらチューブやら化粧品の類たぐいを載せて何やら睨にらみを利きかせている。

　コウは、うんうんうなっている眼鏡めがねをかけた長身の少女に声をかけた。

「何やってんだ？　小鳥遊。ついに女じよ装そうに目覚めたか？」

「お前、よもや」コウを睨む小鳥遊。「私の性別を忘れてはいまいな」

「見かけは女、心は男、何とかの騎き士し」

「失礼な、私は女、全すべて女だ。……何なら証しよう拠こを見せてやろうか？」

「……何であたしに言うのよ」真嶋は顔を赤らめた。

　しれっと、コウ、

「じゃ、ついに正常に戻ったのか」

「人を病気のように言うな。私は自分を男だと思って女が好きなわけではない。女として、女が好きなのだ。分かるか？」

「……だからあたしに言わないで」

「でもお前、たまに男だん装そうしてるじゃん。学校でも、わざわざ男子の制服買かって」

「あれは、……日ひ奈なが異い性せい愛あい者だったからそうしていたまでだ。……今は、もう必要ないから……まぁ」声を潜ひそめて、「男装なら化粧の必要もない、というのもあったのだが……」

　コウは机の上の化粧品を眺ながめた。尋たずねる。

「何か、心しん境きようの変化でも？」

「……実はこの前、恋人全員で親しん睦ぼく会合を開いたのだが」

　口を挟む真ま嶋じま、

「……恋人全員？」

「知らないんスか？」

　コウは口元を斜めに真嶋を見た。

「こいつ、恋人が六人もいるんです。それも全員、女性」

「……」絶ぜつ句く。

「でも、その全員で集まったのか？　すごいことになったんじゃないか？」

「スゴいことになったぞ」

　小鳥遊たかなしはにやりと笑った。

　コウは痛つう恨こんのダメージを食らった。

「ふっ、しかも……あ、あいた？　先せん輩ぱい、痛いぞ？　あたたたた……とにかく、その会合でな、……私に男だん装そう禁止令が、出た」

「……なぜに？」

「……これ以上の犠ぎ牲せい者を増やさぬため、だとか」

　コウは深く頷うなずいた。

　真ま嶋じまも深く頷いた。

　洋よう平へいも急いで頷いた。

《部長》はのんびり欠伸あくびした。

「成なる程ほど。それで女じよ装そう──もとい化粧を」

「うむ。……だが、何しろ私には母親がいない。化粧などついぞしたこともない。そこで、先輩に教えて貰もらおうと思ったのだが……」

　机の上の製品群に、小鳥遊にしては珍しい泣きそうな表情を作る。コウを見、

「……挫くじけそうだ」

　真嶋が小鳥遊の背中を叩たたく。

「大丈夫、慣れだって」

《部長》も手を伸ばし、小鳥遊の肩を叩たたいた。

「そうだとも、小鳥遊恕じよ宇う。大体、どうして僕に頼らない？」

「……何？」

「僕は化粧も得意なのだ。小学生の頃から、劇の度たびに女装していたからな」

　笑う真嶋、

「……女の子、そういうの好きだもんねぇ」

「うむ。とにかくそういうわけで、化粧は得意だぞ。僕の女装はちょっとしたものなのだ」

「おっとその言葉、聞き捨てできねぇな」

　ちっちっち、と指を振り、コウはニヒルな笑えみを浮かべた。

「はばかりながら堂どう島じまコウ、女装じゃ誰にも引けはとらねぇ。去年の『日ひ炉ろ理り坂ざか高女装オブザ女装』は伊だ達てじゃねぇ！」

「……大した自信だな、堂島コウ。ならば」

「久しぶりに、いきますか？　三番勝負──」

　たまらず声を上げる洋平、

「コウさん！　……張り切るところが間違ってます！　絶対に！」

　コウの昔を知っている洋平は、こういう──具体的に言えば昔のイメージを崩した──コウを見るのがたまらなく辛つらい。

　小鳥遊たかなしもため息をつき、

「……バカなやつらだと心しん底そこ思うが、……今日は、お前らが羨うらやましい。……ああ、なんで男のお前らに化粧ができて、女の私ができないのだろう……」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、

　コウは口くち紅べにを取り、言った。

「……ま、あまり無理することはないんじゃないか？　自分を偽いつわるんなら、みークルにいる甲か斐いないし」

「……そうもいかん。かわいい恋人達の頼みだ、できる限りの努力はしなければ。何しろ」

「六人」と真ま嶋じま。

「……そう、六人分の望み。……コウ、この道の先せん輩ぱいとして忠ちゆう告こくしておくが」

「……どの道だ？」

　小鳥遊はコウを見、真ま面じ目めな顔をして、言った。

「複数の相手を愛するのは、大変だぞ」

　すかさず、

「大変だって」とコウを見、真嶋。

「大変だって」とコウを見、《部長》。

「大変だって」と洋よう平へいを見、コウ。

「お、俺は一人でいいっスよ！」

　慌あわてて手を振る洋平。一いつ瞬しゆん真嶋を見て目を逸そらしたのが、コウにはおかしかった。
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　その声が聞こえたのは、コウが《部長》に金ゴールドをお金マネーに換える正せい規きでないルートを知っている人間に心当たりがないか尋たずねていた時だった。《部長》は答えた。

「……ないことはない」

　コウは手の甲こうで《部長》を叩たたいた。

「聞いといてなんだが、あるのかよ！」

「直ちよくではないが、知っていそうなやつなら心当たりはあるぞ。……だが、そういうことは舞まい原ばる家に頼んだ方が早いのではないか？」

「できれば、イハナには知られたくないんだ。この話も内ない密みつで頼む」

《部長》は腕を組んだ。ううむ、とうなり、

「そういうのは苦にが手てなのだが……まぁいい、声をかけて──」

　その時、外から声が聞こえたのである。

「んー、じゃあね！　ボクはチョッと用事があるから──」

　あの声は──。

「あっ」

　聞き慣れたよく通る声に、洋よう平へいは血けつ相そうを変えて立ち上がった。

「な、なんだ？　どうした洋平」

「すいません、コウさん、俺はこれで──」

　荷物を抱え、仮か眠みん室の方に走っていく。洋平が仮眠室に消えた瞬しゆん間かん部室のドアが開き、

「皆さんコンニチワ！」
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　今年入った三人の新入部員の一人、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なが入ってきた。きちんと頭を下げ、でもすぐに上げ、イタリア人の母から貰もらった真っ赤な赤あか毛げをぶわぶわ振って部室内をぎゅんぎゅん見渡し、きっ、とコウを睨にらむ。

「ハギリは？」

「へ？」

「いるんでしょ？　一体ドコ？」

　全員が一いつ斉せいに仮眠室を指す。

　同時に、仮眠室から聞こえる窓の開く音。

「アリガト！」

　次の瞬間には朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは赤を戴いただく弾だん丸がんとなって仮か眠みん室へと突っ込んでいった。がしゃんがしゃんと何かを蹴け倒たおす凄すさまじい音がして、窓ががーっと開き、びしゃっとしまる音。

　一いつ拍ぱく後、静せい寂じやくが戻る。

　はぁ、と《部長》は嘆たん息そくした。

「……凄すごい娘だ」

　コウもうなった。

「……洋よう平へいも、凄いやつに目をつけられたなぁ。なんで追いかけられているんだ？」

「葉は切ぎり君がね」おかしそうに、真ま嶋じま、「ナナちゃんの髪の毛をバカにしたのよ」

「……『赤あか毛げの美しい女』の髪を？」

　コウは絶ぜつ句くした。洋平を見直した。命いのち知らずもそこまでいけば匠たくみの技わざだと思った。

　肩を竦すくめて真嶋、

「バカにしたって言っても、葉切君の場合は言葉足たらずなだけなんだろうけど」

「……へー。洋平のこと、よく分かっているじゃありませんか」

「誰かさんが、彼にあたしのボディガードなんかさせてくれたお陰でね」

「いやいやいや。礼には及びません」コウは謙けん遜そんした。

「……最近は、どうです」

「……別に」

　去年の暮れ、コウと真ま嶋じまはある事件に関かかわって重大なダメージを受けた。それが学校生活に影えい響きようを及ぼさぬよう（そんなのどだい無理な話だが）、コウは洋平に真嶋の警けい護ごを任せていた。さらに言えば目立つ洋平以外にもう一人、目立たない部員にも頼んでいたのだが真嶋はそのことは知らない。さらに言えば、これは決して真嶋のためだけではない。みークルには、仲間の危機には全員で立ち向かう、という鉄の不ふ文ぶん律りつがある。みークルに敵する者には、徹底的に教え込む。それが何に比べても釣つり合わない行為である、ということを。逆ぎやく説せつ的だが、それを守らなければ奇き人じん変へん人じんアウトロー集団としての『みすてりぃサークル』は成り立たない。それを律りち儀ぎに守ってきたからこその《部長》の人望であり、そして暴力を厭きらう《部長》ののほほんとした性格のお陰で、どちらかと言えばマフィア的な性質を持つみークルが『珍ちん妙みようで愉ゆ快かいな集団』として校内外に認知されているのである。もっとも、その《部長》のお気楽な性格のお陰で何やらコウの方が黒くろ幕まくのようなことをやらされているのが気に食わないが。……いや、慣れてはいるんだけれどね、昔むかし取った杵きね柄づかで。

　コウは真嶋を見た。最近では、いわれのない（不ふ良りよう女子による）いじめも、いらんことしいの（不良男子による）ちょっかいもなくなったようだ。元々、学校全体が真嶋に対して同情的だった。多少ごたごたがあったバレー部も円満に退部し、徐じよ々じよにではあるがバレー部員とも話ができているらしい。徐々に、でいい。急ぐ必要はない。何しろ最初の内は、バレー部ではずっと無視されていたのだから。三年最後の試合にも結局出られなかった、と洋平がいきり立ってコウのところに来た時にはさすがのコウも辛つらかった。

「このままでいいんですか？　コウさん！」と洋よう平へいは叫んだ。次いで、「よくありませんよ！　畜ちく生しようあの女ドモ！」

　同い年タメなのにコウに対して敬けい語ごを使う少年に、コウは頭を振ってみせた。

「よくはないけど……仕方ない、どうしようもないな。……誰かが組織して先せん輩ぱいを無視させているっていうならともかく、な。バレー部の皆さんは、とにかく割り切れていないんだ。それをどうこうするのは無理だよ」

「割り切れてないって」信じられない、といった感じの洋平。「簡単なことじゃないですか！　山やま崎ざきは先輩を脅きよう迫はくしていた！　だから悪わる者ものは山崎！　先輩は何も悪くない！　なのになんで……」

　そうだな、とコウも思う。それが真実。それでも山崎を慕したっていた部員や憧れていた生徒は脅迫なんて信じず、逆に真ま嶋じまが誘ゆう惑わくしたのだと思うのだろう。いや、真実を知ってすら、山崎をかばう人間はいるだろう。どうもあいつはバレー部顧こ問もんとしてはいいやつだったらしいから。さらに言えば、山崎が悪いと分かっていても真嶋と普通に接せられない者がいる。何しろ知らなかったとはいえ自分の部内で進行していたことなのだから。そして、できれば知りたくなかったことだろうから。単純にどう接すればいいか分からず、場の雰ふん囲い気きに吞のまれて真嶋を無視している部員も少なくないだろう。真嶋は悪くないと分かっていても、真嶋の転校を望んだ部員は多かったはず。そういうのが複雑に絡からみ合って、今の状況ができあがっているのだ。

「……とにかく、世界は複雑なんだ」

　コウは洋平にはっきり言った。

「バレー部のことは放っとけ」

「そんな」

「……そこのところは、結局先せん輩ぱいがどうにかするしかない。……後は、時間」

「でも」

「大体お前、先輩になんていう気だ？　『バレー部員は全員殴なぐっておきましたから、もう大丈夫ですよ？』ってか？　それで喜ぶ真嶋先輩か？」

　洋平は押し黙った。

　しばらくして、言った。

「……山崎を殺してぇ」

「もう死んでるし」

　そうは言っても、コウにもその気持ちは分かる。だから、しばらく考え、言った。

「……そうだな、先輩のことは抜きにして、やっぱり無ハ視ブは腹が立つなぁ、個人的に。先輩のこととは別にして、なんかやってみようか、俺とお前で」

「コウさん！」

　そこで真ま嶋じまにバレー部に未み練れんがあるか聞いたところ、真嶋はない、とはっきり答えた。……が、ただ、と続けた。

「山やま崎ざきの事件のせいで……スポーツ特とく待たいとか、推すい薦せん入学とかの話が消えそうなのが、……あたしのせいみたいでちょっと、辛つらいかな」

　先せん輩ぱいのせいじゃありませんよ、と言いながらも成なる程ほど、とコウは手を叩たたき、それを餌えさにバレー部に勝負を申し込んだ。勿もち論ろん、バレー部はそれを受けて立った。話し合いの結果、真嶋はみークルに加か勢せいすることになり、こうしてみークル（＋真嶋）ＶＳバレー部の練習試合が行われた。コウは真嶋、洋よう平へい、それに《部長》の人じん脈みやくを使って集めたバレーの精せい鋭えい四人合わせて七人で臨み、ストレートで二セット奪って勝った。バレー部にバレーの試合でみークルが勝ったのだ。悔しがるバレー部員の姿を見て、コウと洋平はザマァ見ろ！　と溜りゆう飲いんを下げた。しかしここで、調子に乗ったコウが思わず、

「お前ら本当にバレー部？　情なさけないなぁ。何なら全員と相手してやろうか？」

　なんて言ったのがいけなかった。バレー部はそれを本気にし、コウらみークル七人はバレー部全員合わせて三十八人と勝負することになったのである。一試合三セットを続けて六試合、これは、はっきり言って死ぬる分量である。さすがに体力が続かずみークルは惨ざん敗ぱいし、コウは、またもイハナに借りを作って推すい薦せん入学をどうにかしなければならなくなった。（……まぁ、その辺は教頭がちゃんと考えていてくれたみたいだったけど。）

　そして。

　バレー部全員とのその試合を最後に、真嶋は正式にバレー部を退部した。

　退部届は、ちゃんと部に持っていったとか。

　そこでどんな修しゆ羅ら場ばが繰り広げられたかコウは知らない。ただ、帰ってきた時、真嶋はすっきりした顔をしていた。まぁ最後にあれだけバレーをしたのだから、もう未練などないだろうけれど。コウなんか、多分洋よう平へいも、もう一生分のバレー筋肉を使い切った。もうバレーなんて見たくもない。

　とにかく真嶋はバレー部を辞め、そして徐じよ々じよに元の状態を取り戻しつつある。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　コウは真嶋を見た。真嶋は視線を逸そらし、言った。

「とにかく、気持ちは嬉うれしいけれどあたしはもう大丈夫だから、葉は切ぎり君にもそう言っておいて」

「……まだあいつ、先輩を付け回してますか？」

「ううん。……ただ、やっぱり何か心配そうな目で見てくるのよね。たまに腹が立つ。子供じゃないんだから」

「あいつは情じようが深くて」

「……そうなんだろうけれど。……とにかく、あたしはもう大丈夫だから」

　ああそうだ、とコウに視線を戻して、

「そう言えば、新しく来たカウンセラーに、会った？」

「いえ？」

「……あたし、会ったよ。良さそうな人だった」

　小鳥遊たかなしが口を挟む。

「ああ、話してはいないが私も見たぞ。中なか々なか感じのいい青年だった」

「あたしが会っているのは、女の人の方だけどね」

「……会っている？」

「うん。ちゃんと、カウンセリング受けているんだから。……カウンセリングって言っても、ちょこちょこ、話を聞いて貰もらっているだけだけど」

「……本当ですか？」

　去年の暮れに起きた事件の生徒への影えい響きようを重く見た学校は、わざわざ二人、それも専せん属ぞくでカウンセラーを雇った。事件の関係者──具体的に言えば恋人を間ま近ぢかで失い、しかも犯人ではないかと思われている──コウも、蛇へびのような教頭にカウンセリングを受けろと散さん々ざんしつこく言われている。ちなみに日ひ炉ろ理り坂ざか高校の教頭、桐きり子こ武たけ光みつは瘦やせぎす、吊つり目、こけた頰ほおの、蛇を思わせる男だった。しかも眉まゆが無い。アトリが悪あく魔まを名乗っても信じる者はいないだろうが、この教頭が悪魔を名乗れば子供は信じて泣き出すだろう。そういう顔をした教頭はコウに会う度たびに、「私は日炉理坂高校を、愛しているのだよ」と言う。最近も──実は昨日も、コウは教頭に呼び出されてこの言葉を聞かされていた。

「堂どう島じま君、……私は日炉理坂高校を、実に愛しているのだよ」

　……知ってます、とコウが答えると、すかさず唸うなる。そして言う。

「いいや知らない、君には分かっていない、私がこの学校の評価を上げるために日夜どれほど奮ふん闘とうしているか。もし知っていたら、分かっていたら、君はこんな不ふ義ぎ理りなことはできない筈はずだ」

「……不義理？」

「せっかく雇ったカウンセラーに、なぜ会いに行かない？」

「……俺はもう、大丈夫ですから」

「誰が君などの心配をするか」

　教頭はふん、と鼻を鳴らして吐き捨てた。

「私が心配するのは、『私の』学校に不利益を与えるかもしれない生徒だけだ。君のようにどんな目に遭あおうと一人で立ち直れる生徒の心配をするほど私は暇ひまではないのだよ」

「……明らかに誉ほめてはいないなあ」

「誰が誉めたと言った。とにかく、私が心配しているのは将来的に問題を犯しかねない生徒のことだ。いいか？　そういう生徒が出る度に『私の』学校の評価がどれほど下がると思う？　先の事件がどれほどの打撃を『私の』学校に与えたと思う？　そういう事態を起こさぬため、そういう生徒の出現を未然に防ぐために、新たに予算を組んで二人もカウンセラーを雇ったのだ。それも専属で。……いや勿もち論ろん、父母にも寄付を募つのったわけだが」

「……はぁ」コウは頷うなずいた。

「……でも、それと俺と、一いつ体たい何の関係が？」

「残念ながらな、堂どう島じま君、日本ではセラピストという者はあまり認にん知ちを得ていない。一般的ではないのだ。カウンセリングに通うという行為に、何かしらマイナスイメージがあるのだな。あるいは民族性という──」

「民族性は関係あるかもしれないですが、俺は関係ないっスよ」

　コウはため息をついた。

「……そんなことまで俺のせいにされてもなあ」

　……もっとも、もう教頭の話の先は見えているのだが。

「要するに」

「いいですよもう分かりました。要するに、率そつ先せんして行けって言うんでしょ？　有名人、この日ひ炉ろ理り坂ざか高校のアイドルである俺が率先して行けば、本当に悩みのある生徒も行きやすくなる、と。そういうことっスね？」

　教頭は鼻を鳴らした。

「……よくも自分のことを、そうまであからさまに誉ほめられるな」

「違うんですか？」

「……いや、善よくも悪あしくも、君達みークルの人間は目立つ。そして目立つ人間は、少なからず影えい響きよう力を持っている。君、《部長》、そして小鳥遊たかなし恕じよ宇う……小鳥遊恕宇が『私の』学校に与えた衝しよう撃げきを、影響を見ろ。今や『私の』学校は……いや、よそう」

　桐きり子こ教頭は大おお袈げ裟さに頭を振った。あまりに大きく振ったのでその反動でかつらがずれ、床に落ちた。コウは目を見はった。といっても教頭がハゲなのに驚いたのではない。それは日ひ炉ろ理り坂ざか高校の公然の秘密──というよりネタなのだから。日炉理坂高校の新入生は入学式の時、教頭の不自然なかつらに気づいてくすくす笑う。新二年生はそれを見て笑う。……ああ一年が騙だまされてるよ教頭に、去年は俺達も騙されたよなぁ。新三年生は少し違う。彼らはその時改あらためて気づく。自分らが今や三年生であり、来年は卒業するのだということを。──閑かん話わ休きゆう題だい、とにかく、コウが驚いたのは教頭のハゲ頭ではなかった。なんと教頭は、かつらの下をマジックで黒く塗っていたのだ。一瞬髪かみがあるように見え、コウは息を吞のみ、しまった！　と慌あわてて平静を装ったが遅かった。コウの反応を見ていたのだろう、やつはにやりと笑った。──畜ちく生しよう！　これで二勝二敗──悔しさに歯は嚙がみしつつ、コウは改めて誓った。俺も将来ハゲたら、絶対にかつらを買うぞ、と。

「……とにかくそういう訳だ。君らみークルの人間が率先してカウンセリングに訪れれば、自分も試しに行ってみようか、と思う生徒も出てくる。そういう生徒が増えればカウンセリングもそれなりに一般的になり、問題が起こる確率も減る。問題が起こらなくなれば『私の』学校の評価も上がり私も嬉うれしい。みんなが幸せになれるのだ」

「……俺はあんまり幸せではないですが」

「そんなの私の知ったことか。……だが君は、私に借りがある、だろう？」

「……へいへい」

　そう、コウはこの教頭に借りがある。

　去年の冬休み明け、コウらみークルはとある事情から全校集会ジャックを敢かん行こうしたが、それが成功したのは前もって教頭に協力を取り付けてあったからだった。また、事件の際に真ま嶋じまが意に反して無理やり転校させられそうになった時も、コウはこの教頭に頼んで真嶋の両親を説得して貰もらった。その前にも葉は切ぎりのことで借りを作っていたし……ああ、イハナのことといい、借りなんて作るものじゃないなぁ。

　閑かん話わ休きゆう題だい、

　とにかくそういうわけで、コウはそろそろカウンセリングに行く必要性を感じていたのだが……。

　まさか真嶋が受けていたとは。

（……教師にあれだけ裏切られて、ねぇ……）

　コウは口元を斜めに《部長》を見た。

「聞きましたか《部長》、……《部長》？」

《部長》はよし、と頷うなずいた。立ち上がり、ペンを取ってホワイトボードに大きく文字を書く。

　朝あさ比ひ奈な菜な々な那な、と。

　尋たずねるコウ、

「何だよいきなり、朝比奈菜々那って」

「うむ、ずっと迷っていたのだが」

《部長》は辺りを見渡し、厳おごそかに告げた。

「……僕と真ま嶋じまアヤは、今年で卒業だ」

「嬉うれし……いや、ああ、残念だなぁ」

「……だが、僕が卒業してしまえば、このみークルは……日ひ炉ろ理り坂ざか高校は一体どうなる？」

「どうなる？」興味津しん々しんと、小鳥遊たかなし。

「分からん。想像したくもない。だが僕は、最悪に備えて最善を尽くさなければならない」

「ふむ、……言っていることは正しいのだが」

「だから僕は、ずっと考えていたのだ。僕の……この《部長》を、一いつ体たい誰に継がせるか」

　コウと小鳥遊は顔を見合わせ、指差し、同時に言った。

『こいつ』

『いやお前が』

『いやいや』

『いやいやいやいや』

　譲ゆずり合う二人にうんうん頷うなずき、

「そう、僕も、堂どう島じまコウ、小鳥遊たかなし恕じよ宇う、二人のどちらかを考えていた。……だが、二人は甲こう乙おつつけ難い。……はっきり言えば決め手がない」

　真ま嶋じまが口を挟む。

「イハナは？　あの人、そういうの得意そうだけれど」

「舞まい原ばるイハナは恐らく、今期の生徒会長を務めることになる。会長と《部長》の兼けん任にんは無理だろう」

「……そうか」

　舞原家の子し女じよが在学している場合、彼女は生徒会長を務めることになる。それが日ひ炉ろ理り坂ざか高校の慣かん例れい。民主主義万ばん歳ざい。

「それじゃ、無理ね」

「……そうか？　そんなに大した仕事か？　私には充じゆう分ぶん可能な気がするが」

「とにかく、だから堂島コウと小鳥遊ジョウ、どちらにするか、僕はずっと迷っていた。しかし今、僕は決めた」

『ひょっとして』コウと小鳥遊。

「そうだ」厳おごそかに宣言する《部長》。

「次の《部長》は、朝あさ比ひ奈なナナナにやって貰もらう」

　即そく座ざに答えるコウと小鳥遊、

『異い議ぎなし！』

　満まん面めんの笑えみを浮かべる三人に何か言いかけ、真嶋は口を閉ざした。本当は一年間は部長にはなれないのだが、まぁみークルは同どう好こう会かいだし、それに、どうせ卒業するまで《部長》は部長を続けるんだろうし。

　だったら次の部長は朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの方がいいだろう。

　こうして、朝比奈菜々那は本人の知らぬ間にみークルの次の《部長》に決定した。
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　イハナが姿を現したのは、小鳥遊の化粧──コウの手による──がいよいよ佳か境きように入った時だった。ドアを開け入ってきたイハナは、小鳥遊の顔を見ても表情一つ変えなかった。ただ、ファンデーションが濃すぎるようですね、と言っただけだった。コウに向き直り、無む表情に言う。

「ここにいたのですか。午後の授業に出ていないから、どうしたのかと思いましたが」

　ちなみにコウとイハナは同じクラスである。

「いやぁ、眠たくなって、ここで寝てました。……ねぇ」

「……そうだけど、何であたしに振るのよ」

　イハナは真ま嶋じまを一いち瞥べつし、すぐにコウに視線を戻し、

「……それで、サクラには」

「……まだです」

「……期待はしていませんでしたが」

　ちょっとふてくされて、コウ、

「サクちゃんが来たらちゃんと言うって。まだ来ないの？」

「サクラは園芸部です。……六時に迎えの車を寄越すように、とのことです。……参考までに」

　六時、か。時計を見る。まだ三十分近くある。

「一いつ体たい何の話だ？」

　顔を拭ふきながら、小鳥遊たかなし。タオルについた汚れを見て顔をしかめている。ごまかそうとしたコウの機き先せんを制し、イハナは言った。

「コウに、サクラをデートに誘うよう頼んだのです」

　──沈ちん黙もく。

「ほう」と小鳥遊。「サクラとデート、か」

「……え、え？」と真嶋。「コウ君と、……サクラちゃんが……？」

「……えーと」

　何でばらすんだよ、とイハナを見る。勿もち論ろんイハナの鉄てつ仮か面めんからはどんな思おも惑わくも読み取れない。

　真嶋がコウを見、尋たずねる。

「じゃ、その、コウ君、サクラさんをデートに誘おうと思って……」

「……うん」

「しかし、誘えないでいるのです。……ですが、昼休みで分かりました。……コウ、あなたは雰ふん囲い気きに流されやすい。ならば私が、誘わざるを得ない雰囲気を演出しましょう」

　コウは煙たげに首を振った。

「……いいよ。ちゃんと自分でできる」

「今までを見た限りでは、とてもそうは思えません」

　沈黙。

　コウはそっと、真嶋の様よう子すを窺うかがった。

　ショックだったろうか──コウは勿論、真嶋が自分に好意を抱いていることに気づいている。もっとも、それは恋とは別物だとも思っている。何しろあんな事件の後だ、多た分ぶん今の真嶋は、すがれる誰かが欲しいだけだろう、と。もっとも、それが正しいか間違いかは関係ない。どちらにせよ、真ま嶋じまがコウに自分の気持ちを伝えてくることはまず有り得ない。なぜなら真嶋は、コウの日ひ奈なへの気持ちを知っているから。だから真嶋がコウに告白してくることはなく、だからコウは安心して真嶋といられる。卑ひ怯きようかな、甘えてるよなぁ、とも思うけど……。

　確かにイハナの言う通り、

　楽らくの影には『裏うら方かた』がいる。

　コウの視線に気づき、真嶋は笑顔を作った。

「……まぁ、その、……がんばってね」

「……ども」

「でも、……あたし、てっきり、コウのこと好きなのはサクラちゃんじゃなくて、イハナだって思ってた……」

「そうでないと言いましたか」

「……え？」

「とにかく、コウ。明日は私が自らセッティングします」

「いらないって」

「あなたの意志は関係ありません。……もっとも」壁にかけてある時計を見、「六時までサクラは学校にいるわけですから、……今日中に誘えるなら話は別ですが」

　えーと。

「それでは私は帰宅しますが、……《部長》と真嶋はどうします？」

「車か？　……そうだな、乗せて貰もらおう」

《部長》が立ち上がった。《部長》は実家から勘かん当どうされており、今は舞まい原ばる家の裏庭に住み着いている。

「……あたしも」

「あれ？　先せん輩ぱいはなんで？　帰る方向、逆でしょ？」

「……聞いていないのですか？」とイハナ。

　真嶋はコウの顔を見、言った。

「あたし、もうずっと放課後は、イハナの家に行ってるの」

「へぇ」

「……銃を撃うたせて貰ってる」

「……へぇ？」

　あまりに淡たん々たんと言うものだから、コウは最初、真嶋がなんと言ったのか分からなかった。

「……銃？　銃って？」

「……射しや撃げき練習。もう大分上う手まくなったよ。コツはね」

　透明の銃じゆう把はを握り、コウに向けて狙いを定める。

「的に写真を使うこと。『引き金は引くんじゃない、絞るんだ』、バン！」

　撃うたれてよろける余裕（？）はなかった。

「……本物の、あの、日本じゃ禁止されている、あの銃スか？」

「その銃スよ」

　コウはイハナを睨にらんだ。

「……どういうつもりだよ」

「……何がです？」

「何で先せん輩ぱいに銃なんか持たせてんだよ。ふざけるなよ、お前、ふざけるな、一体」

　真ま嶋じまの声がコウを遮さえぎる。

「勘かん違ちがいしないで」

「……勘違い？」

「あたしが自分から、イハナに頼んだの、銃を撃たせてって。だからイハナが責められる筋すじ合あいはないわ」

「だからって、頼まれたからって何でもしていいってことには」

「どの口で、そんなこと言うわけ？」

　嘲あざけるような真嶋の口調。

「自分は、悪あく魔まのミカタ、なんてことやっといて、あたしが銃を撃つのはダメなの？」

「それは……」

　コウは口を閉じた。銃を持つべきではない、という理由は多数思おもいついたが、悪魔のミカタ、という前ぜん提ていでも説得力がある物は一つもない。

　さらに真嶋が言う。

「……君には関係ないでしょう？」

　かっとなるコウ。

「先輩、それを言ったらおしまいっスよ。……そうですね、俺に先輩を止める権利はないし、そもそも関係ない。それでも言います。銃を撃つなんて、やめろ。……イハナもそんな場提てい供きようするな」

「コウ、私は」

「何なに様さまよ、あんた」




「──やめないか！」




　珍しい《部長》の大声に、場がしんと静まり返った。静せい寂じやくの中、自分で叫んで驚いたのか真っ青な顔をして、《部長》は真嶋に言った。

「真嶋アヤ、何をいらいらしているのか分からんが、お前の説明ははしょり過ぎだ。もっとちゃんと説明しなければ、堂どう島じまコウが心配するのも無理はない」

「……説明って、あれをあれ以上どう説明すればいいのよ」

　真ま嶋じまの言葉に耳を貸さず、今度はコウを見る《部長》。

「堂どう島じまコウ、お前も自分の目で見もしないで判断を下すな。……僕も銃は嫌いだが、見れば分かる。……真嶋アヤのあれは、大丈夫だ」

「……大丈夫って、何がどう大丈夫なんだよ？」

「あれは……よく分からんが、儀ぎ式しきのようなものだ。必要なんだろう。……とにかく、大丈夫だ。僕が保証する。信用しろ」

「……保証って、関かかわっているだけで危ないのが銃ってもんでしょうが……」

　そう言いながらも、段々と声が小さくなっていく。コウは、小鳥遊たかなしがふっふと笑うのを憮ぶ然ぜんとして聞いた。この《部長》という男は、根こん拠きよもろくにないくせに信用しろとか保証するとか責任持つとか平気で言う。なのになぜか、説得力を持っているのだから怖い。

　しばらくして、真嶋が口を開く。

「……あのね、コウ君、あたし、その……」

「……」

「頭あたま悪いから、上う手まく説明できないんだけれど、……あたし、自分でやらなきゃ分からないのよ。頭悪いから、その分身体からだ動かして、疲れて動けなくなるまで身体を動かして……そうしなければ納得できないの。分からないのよ。とにかく身体を動かす、あたしは……それでしか、答えを見つけられない」

「……答えって、何の……？」

「分からない。だから今は、とにかく、納得いくまで銃を撃うつ。撃ちまくる。……それしかない。だから、……とめないで、撃たせて」

　おののく《部長》。

「そんな物ぶつ騒そうな台詞せりふ、聞いたことがない」

　イハナも言う。

「……弾たまは、ただではないのですが」

　ギャグかどうかはともかくのイハナの言葉に吹き出して、コウはそっぽを向いた。

「……俺には分かりませんよ。銃をぶっ放しまくって、一いつ体たい何が分かるんです？」

「……」

「……分かりましたよ。勝手にしてください。……でも、事件で使うのはなしですよ？」

　曖あい昧まいに微笑ほほえむ真嶋を見つつ、思う。──答え？　前回の事件から、たまに真嶋はおかしくなる。一体何があったのだろう。コウの知らないところで……。

　イハナが口を開いた。

「話が終わったなら、これで失礼します。明日は忙しいですからね。また明日……いいですかコウ、明日ですよ？」

　さっさと外に歩いていくイハナ。うむ、と《部長》も後に続く。真ま嶋じまも。

　小鳥遊たかなしが声をかける。

「それでは先せん輩ぱい、土曜はよろしく」

「……ああ、お化粧ね、うん、空あけとく」

　しばらく逡しゆん巡じゆんして、続ける真嶋、

「……そう言えば、コウ君」

「……はい」

「カウンセラーの先生、美人だったよ」

　……コウは、微笑ほほえんだ。

　じゃ、と手を振り、

　バタン、と音がして、

　コウと小鳥遊、二人きりになる。

　──六時まで三十分弱、

　コウも立ち上がった。

「……それじゃ、俺も行くとするか」

「……サクラのところへか？」

「……その前に、何か先輩を心配させてるみたいだし、教頭もうるさいし……」

　小鳥遊の言葉が繰り返される。

「サクラと、デートするのか？」

「まぁ、な」

　天てん井じようを見上げる。

「日ひ奈な、怒るかな」

「……死人は、怒ったりはしない」

　コウは小鳥遊を見、笑った。吹き出した。そして言う。

「そうだな。……それでも、俺は……」

「……なぁコウ、これは皮ひ肉にくでなく言うのだが」

「ん？」

「もてる男は大変だな」

「……」

「やはり、皮肉か」

　小鳥遊は微笑んだ。

　コウも笑った。

　そして部室を後にした。
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『学校生活相そう談だん室』と書かれたその部屋は、校舎の四階、奥まったところに設置されていた。その教室は元は音おん楽がく準備室だったが、ドラムだのなんだの大きな器材の購こう入にゆうを機に別館に音楽堂が建てられて以降は使われていなかった。いくつかの文科系部ぶ活かつが部室の申し込みをしていたのだが、結局こうなったわけだ。

　ドアの横の出席札を見、がっかりする。どうやら今日は、女性ではなく男性セラピストの日らしい。出席札ふだの下には裏に『相談中』表に『応おう相談』と書かれた札が──応相談って、何？

　ノックしてみる。

「どうぞ」がっかりするような男の声。

　コウは札を『相談中』に換え、部屋の中へと入った。

　男性セラピスト、安あ県がた正まさ人ひとは狐きつねを思わせる細い吊つり目を持つ、しかし確かに感じのいい男だった。年は二十代後半？　まだ若い──いや、そう見えるだけで実際はもっと上かも。コウを見、立ち上がったその自信溢あふれる動作は、若さゆえ、というよりそれまで積み重ねてきたものを感じさせる。窓まど際ぎわの机から離れ、彼はすっと近寄り、コウを抱きしめた。

「ああ、待ってたよ堂どう島じまコウ。僕はずっと、ずっと君を待っていた。……本当に長い間ね」

　これは患かん者じやとの信頼性を高めるためのゼスチュアだろうかとコウは思った。だとしたら失敗している。ぎゅうっ、とさらに抱きしめてくる安県に、どうしようか考える。標準的な男なら、コウがぎゅっと抱きしめ返せば驚いて身体からだを離す。が、こいつは逆に喜びそうだ。仕方ない、普通に反応するか。

　コウは叫んだ。

「きゃあ！　痴ち漢かん！」

　慌あわてた様よう子すもなく、ゆっくりと身体を離す安県、

「ああ、これはすまない」

「今度やったらセクハラで訴えますよ。そういうのは趣味のあう人と、どうぞ」

「いやいやすまない、本当に他た意いはないんだ。……それぐらい、堂島コウ、君のことを待っていたんだよ。教頭から話は聞いていたのだけれど、なかなか来てくれないから」

「……すいませんね、忙しくて」

「いいんだよ、こうして来てくれたんだから。どうぞ」

　安県は右手に持った拳けん銃じゆうで、コウにソファを示した。

（……拳銃？）

　コウの視線に、ああ、と恥ずかしげに笑う。

「これかい？　僕の手作りなんだ。モデルはコルト・シングル・アクション・アーミー・45、西部劇の代表的な回リ転ボ式ル拳バ銃ーだよ。通つう称しようピースメーカー、……聞いたことないかい？」

「ああ、心臓が悪い人の」

「そう、こいつの刺激で心しん筋きんの拍はく出しゆつ量を保って──ってそれはペースメーカー」

　乗りツッコミをも平然とこなし、安あ県がたは拳けん銃じゆうの銃口をコウへと向けた。平然とした態度こそ崩さなかったが、直径11・43mmの銃口は確かにコウの心臓の脈動を速めた。こんなにリアルな銃口を向けられるのは、おもちゃと分かっていても決して気持ちのいいものではない──そんなことも分からないなんて、こいつ本当にカウンセラーか？　なんてコウの気持ちも知らぬげに、銃口を向けたまま拳銃の撃げき鉄てつを起こす安県。かちりという音に続けて言う。

「引き金トリガーを引くだけでいいセミオートと違って、シングルアクションの銃はいちいち撃鉄ハンマーを起こさなければ撃うてない。弾たまは弾だん倉そう部ぶに六発──シリンダーにいちいち一発ずつ弾を込め、薬やつ莢きようの排出も当然手しゆ動どう──なんとも面めん倒どうな銃だよ」

「……はぁ」

「だがまぁその分、見せ場がある、まさに西部劇の英雄。45口径、それは必殺の象しよう徴ちよう──開かい拓たく者達はこいつと覚悟と野望を吊つるし、西部を開拓していった。ＳＡＡ──ピースメーカー、……多分こいつこそ、世界で一番ファンの多い拳銃なんじゃないかな」

「……」

「僕もこいつが大好きでね、たまにこいつを腰に吊るして、ファストドロウとかファニングの真ま似ね事ごとしては一人で悦えつに入っているんだが、……まぁ、ここだけの話にしておいてくれ。仕事場に持ってくるのは……やっぱり、やばいよなぁ」

　銃口を口元に持っていき、ふっ、と煙を吹く真似をして、くるくると見事に回転させて腰に落とす。次の瞬間には、まるで煙のように消えているＳＡＡ45。

「……あれ？」

「どう？　なかなか堂に入っているだろ？　……さぁ、どうぞ、座って気分を楽にして」

「……」

　コウはソファに座り（うわ、すげぇ柔らか！）、うっ、と眩まぶしさに目をすがめた。この部屋は西向きらしい、ソファに座ったコウの目に、まともに夕日が飛び込んでくる。

　コウの様よう子すに気づき、「失礼」と窓の前に立ち、安県は窓を開いた。

　夕方の、冷たい空気が流れ込む。

「堂どう島じま君、君は夕日は嫌いか？」

「……キライではないですけど」

　そうか、と頷うなずく安県。

「僕はね、夕日が大好きだ。夕日は、……何か壮大なものを予感させる。そう思わないか？　遥かな西の──夕日の沈むあの先には、一いつ体たい何があるのだろう──子供の頃は、ずっとそんなことばかり考えていた」

「……」

「愛読書は、『西さい遊ゆう記き』。言わずと知れた、西を目指した冒険譚たん。──そう、東洋人の我われ等らにとって、楽園は西にある。楽園を目指す者は、必然的に西を目指す。あの夕日の向かう先──若者はみな、西部を開拓しなければならない。ああ、イカロスの話を知っているかい？　僕はあれを聴きくだけで、こう、胸にこう、ふつふつと──」

「……あの、何の話です？」

　いやぁ、と安あ県がたは咳せき払ばらいした。口元を斜めにし、

「この部屋──西日の差す部屋を選んだ理由だよ」

　窓を開けたまま、じゃっ、とブラインドを下ろす。紅あかいブラインドが日光を瀘こし、部屋中が夕日の赤に満たされた。
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「どんな感じだい？」

　奇き妙みような質問だな、と思いながらも、コウは素直に答えた。

「……よく分かりませんが……なんか、気分がいいですね」

　うんうん、と頷うなずく安県。

「そうだろうとも。……何、身体からだに害はないから安心したまえ。《Ⅴフアイブウエスト》第一の弾だん丸がんは、君をリラックスさせある種の催さい眠みん状態にするだけだから。……この音」

　ぱん、と手を叩たたく。

「再びこの音を聞くと、君の催さい眠みん状態は解ける。そしてこの間のことを、君は何も覚えていない」

「……何も覚えていない」

　安あ県がたは椅い子すに腰をかけ、メモ帳を開いた。

「……しかし、君は異い様ように効きが早いなぁ。……ひょっとして、前にも？」

「え？」

「……昔、誰かに催眠術をかけられたことは？　それもかなり、繰り返して」

「ざぼでぃ」

　コウはそう言い、びっくりして安県を見た。

「……ざぼでぃ？　自分で言っててなんですが、ざぼでぃ、ってなんスか？」

「……いや、いいんだ。深く考えるな」

　少し考え、安県はメモに『当時のセラピスト』と書いた。コウに向き直り、

「それじゃあ、話をしようか」

「どうぞ」

「何を話したい？」

「……そちらで聞いてください」

「そうか、それじゃ……最近の悩みは？」

　……コウは訝いぶかしげに安県を見た。

「……去年の事件のことを、話すんじゃないんですか？」

「勿もち論ろん、過去について考えるのは大事なことだよ。でもね、まず、土台にすべきは現在、今の、君だ。僕がするべきことは、過去の君を納得させることではない。勿論それも必要だけれど、僕は未来の君の力になりたい。未来の君の『王国』のため、まずは今の君を知りたい」

　……王国？

「今の俺の、悩み……？」

　気がつくと、正直に口に出している。

「もてすぎて困っているんです」

「……ほう」

「……今度の日曜、俺はデートしなければならない」

　安県も知る遊園地の名を口にし、コウは心配げに安県の様よう子すをうかがった。コウの言葉をどう捉とらえたにせよ、安県の態度に変化はない。さすがプロ。安心を感じ、ますます気分が良くなっていく。

　もう一度、繰り返す。

「……とにかく、もてすぎて困っているんです」

　促うながす安あ県がた、

「いいねぇ。もっと続きを」

「……え？」

「もてる、というだけなら悩みにはならない。それが何か問題を引き起こして初めてそれは悩みとなる。一体どんな問題が起きたんだい？」

　コウはちょっと考え、言った。

「今、俺のことを好きな女性が二人います。でも、俺が好きなのはそのどちらでもない」

「うん」

「でも俺はその二人と付き合わなければならない。一人は……俺の気持ちを知っていて、それでいいと言っている。でももう一人は何も知らなくて……それを俺は騙だまして、さも好きな振りして付き合わなければならない。そうしなければ……」

　話しあぐねるコウに、後を引き取る安県。

「今後、助けて貰もらえない。冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせるための助けが得られなくなる、というわけだ」

「そうです」

　何の疑問も持たず、コウは頷うなずいた。

「でも、俺は……」

「良心が、痛む？」

「いいえ」嘲あざ笑わらう。「……いや、確かに罪悪感はあります。隠かくしてもしょうがない──でも、日奈を生き返らせるためなら何でもすると俺は誓った。決めたんだ。だから躊ちゆう躇ちよなんてしない。今さら……」

「自分を偽いつわり、女の子を騙すぐらい」

「……やれます。必要なら、それ以上だって」

　挑ちよう戦せん的なコウの視線をそのまま受け止め、安県は真ま面じ目めな表情を崩すことなく尋たずねた。

「それじゃあ……そう決めていて、それができると言うのなら、一いつ体たい何が問題なんだ？」

「それは……」口ごもるコウ。

　促すでもなくただ待つ安県。

　しばらくして、コウは口を開いた。

「……他に、道があるんじゃないかって……」

「ほう？」

「確かに、イハナの助けは必要です。でもそれは結局は金の問題で、別にイハナの金じゃなくてもいいんだ。自分で稼かせげさえすれば」

「……しかし現実問題、それは無理だろう」

「無理じゃない、かもしれない」消えるように、呟つぶやく。「……《ゴールデンライトアーム》を上う手まく使えば、もしかして……」

「ゴールデ……君は、持っているのか？　触れた物を黄おう金ごんに変えるあの《知恵の実》を」

「……はい」

「……そうか、今回は、あれを廃ロ棄ス品トに……」

　──コウは初めて、何かの違和感を覚えた。しかし、それが何かは分からなかった。

「ああ、すまない、話の腰を折ってしまったね。……さぁ、続けて」

　安あ県がたの低い声に、違和感はすぐに安心感に覆おおわれ消えた。

　続ける。

「使用回数は……あるけど、あれを上手く使えれば、もうイハナの言うなりになっている必要もなくなる。……それに、サクラを騙だますことも……」

「……」

　再び顔を上げ、安県を睨にらむ。

「俺は、日ひ奈なを生き返らせるために必要なら、どんなことだってするつもりです」

「……」

「でも、本当にそれが必要なのか……、サクラを騙す前に、俺にはするべきことが、できることがあるんじゃないかって思うんです。なのに俺は、よく考えもせず、自分を騙して楽な道を選んでいるんじゃ……」




「……それが君の、『核かく』か」




「……え？」

　安県は驚いているような、楽しそうな表情でコウを見た。にやりと笑った口元が開く。

「《Ⅴフアイブウエスト》第一の弾だん丸がんを打ち込まれた者は、噓うそをつけない。それが君の正直な気持ち──悪あく魔まのミカタ、に対するアンチテーゼなんだな？」

「……え？」

「君は悪魔のミカタを選んだ。しかしその一方で、君は本当は医者に、あるいは科学者になるべきではなかったろうかと思っている」

「……」

「君に、冬ふゆ月つき日奈を生き返らせることを諦あきらめる気持ちはない。だが君は心の奥おく底そこで、例えどんなに大変だとしても人の力でそれを為なすべきではないかと思っている。そして、それができるんじゃないかとも思っている。それも本気で──子供のように。……がんばれば、人間の──科学の力で冬月日奈を生き返らせられるんじゃないかと、そのちっぽけな可能性を、君は心のどこかで本気で信じているんだな？　そしてその道を選ぶべきではないかと、君は本気で──」

　安県は大きくため息をついた。

「……それが君の可能性、か。……成なる程ほど悪あく魔まが欲しがるわけだ」

「……何、を……」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、安あ県がたが言った。

「堂どう島じま君、……君のその考えを、迷いを、子供だと笑う資格は僕にはない。……ただね、……君は忘れているんじゃないか？　そう、人ひ間とではなく悪魔の力を選んだ理由を……」

「……何？」




「君は妹のことを、何か覚えているのかな？」




　どくん、と心臓が鳴った。

（……なん、だと？）

　どくん、どくんと高たか鳴なり始める。

「……それは、どういう……」

「妹を宇宙人にさらわれ、しかも誰にも信じて貰もらえなかった、あの時の激げき情じようは今、どこにある？　思い出せるのか？　それを」

「お前……は」

「堂島コウ、君は知っているはずだ、時の流れの優しさ……残ざん酷こくさを。どんな傷も、苦しみも、時はいつか、癒いやしてくれる。それとも君は覚えているのか？　妹を失った、その時のことを。その悲しみを、怒りを──妹のことを」

「だ、ま……れ」

「《ゴールデンライトアーム》を使う？　確かにそれで、君は舞まい原ばる家並みの金と力と権力を手に入れられるかもしれない。だがそれには、どれぐらいの時間がかかる？　あるいは君は悪魔の力を借りなくても、人間自身の力で、科学の力で、冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせられるかもしれない。だがそれには、どれぐらいの時間がかかる？」

　コウは胸を押さえた。胸が、

（心臓が……心臓なのか？）

　どうしようもなく苦しくて。

　安県の声が胸を貫つらぬく。

「君はそれまで、冬月日奈への気持ちを、悲しみを──激情を、覚えていられるというのかな？」

（君は妹のことを、何か覚えているのかな？）

「……いいや、忘れるさ」安県の声が赤い空気に満ちていく。「その頃には、君の日奈への思いは消えている。例え夢が叶かなわなくても、ああ残念、それでおしまい──君はそれで済ませてしまう。……妹を忘れた君は、そのことを、知っている。理解している。誰よりも、自分の経験で。だから君は、悪あく魔まの力を選んだ。……もっとも、それでも時は確実に」

　安あ県がたの右手が、透明の何かを握った。

「君の傷を癒いやしていく。それは誰にも止められない。君はゆっくり、ゆっくりと、冬月日奈を忘れていく。優しい時の流れの中で──」

　それでも。

　半はん透明の拳けん銃じゆうを握って、コウに囁ささやく安県。

「……それでも、それでも君が望むなら、僕は君に、西への資格を与えよう。西を目指す資格を。僕の《Ⅴフアイブウエスト》──第二の弾だん丸がんは」

　再び実体化したＳＡＡ──ピースメーカー──の銃口をコウに向け、安県は優しく微笑ほほえみ告げた。

「君の心に、時では癒せぬ風かざ穴あなを空あける。その傷がある限り、君はもはや、自らの夢を忘れなくなる。忘れられなくなる。その夢を叶かなえる日まで──」

　どくん、と何かが脈打った。
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　さぁ、と安県は優しく言った。謳うたうように、

「さぁ、その胸をはだけるんだ。自らの手で、意志で、……受け入れろ、我が《Ⅴフアイブウエスト》を……」

　ああ、ああ、その言葉がもつ、

　恐ろしいほどの安心感──。

　安県の言葉のまま、コウはシャツのボタンを外した。

　現れる黒いＴシャツには、『Ｔｈｅ　Ｓｔａｎｄ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｄａｒｋ』のロゴ。

（……『闇やみのための燈台スタンド？』）

　はだける、という行為を起点に、そのシャツの上に浮き上がるコウの心──『ターゲット』。ハートの形をしたそれ──表面に冬ふゆ月つき日ひ奈なとの思い出を映し出している──に、安県は慎しん重ちように狙いを定めた。この距離ならまず外さないだろうが、第一の弾丸が赤い光の中でしか効果を発揮しないように、《Ⅴフアイブウエスト》第二の弾丸には狙いを外すと使用者に返る、という制約がある。用心するに越したことはない。

　安心させるように、囁ささやく。

「怖がるな、堂どう島じまコウ。これで君の迷いはなくなる。君はもはや夢を叶かなえるためだけの存在になる。──そうとも、君は冬ふゆ月つき日ひ奈なを、彼女への気持ちを忘れなくなる──それこそが君の望みだろう？」




（──どくん）




「怖れるな、安心しろ。リラックスして受け入れるんだ、新たな西への資格を──」




（──どくん）




「さぁ、今こそ貫つらぬけ、我が《Ⅴフアイブウエスト》第二の──弾だん丸がん！」




（───────────────どくん！）




「……！」

　今まさに撃うたんとした瞬間、コウの『心ターゲツト』が消えた。……いや、消えてはいない。が、揺らめいている。

　半はん透明に、今にも消えそうに薄く揺らめくコウの『心』の表面で、きっ、と安あ県がたを睨にらむ少女の目。

（……何？）

「……コウ？」

　短い答え。

「……イ、ト」

「……何？」

「イ、ト、……イ、ト……イイィト」

「……何だと？」

「イイイイイット、イイイイ、イ、Ｉｔイツト！」

　叫びと共に、コウの右手に現れ瞬しゆん時じに実じつ体たい化かする、脈打つリンゴ、《そＩれｔ》。──それは未いまだ名付けられざるシリアルナンバ・六六六、いずれコウの願いを叶える《知恵の実》──。

　驚く安県、

「……バカな？」

　コウが叫ぶ。

「Ｉｔイイイト！」

　コウの右手の中で、もはや見み間ま違ちがえようもなく拍はく動どうを開始する《そＩれｔ》。そＩれｔを食ｅらａうｔと発音し、コウは安県を睨にらみ叫んだ。

「……はだけろ、だと？」

「……堂どう島じま、コウ、お前……？」

（バカな？　第一の弾だん丸がんはまだ──）

「貫つらぬけ、だと？　おお、畜ちく生しようぉぉぉ、Ｉｔ！」

　ぐっと、《そＩれｔ》を握り締める。どくん、と《そＩれｔ》の脈打った瞬間、コウの全身に血管が走るのが見えた。《そＩれｔ》に溜ためてあった『魂たましい』エネルギーが解放され、コウの身体からだに満ちていくのが目に見える。どくん、どくんと脈打つ度たびにエネルギーが血管内を駆け巡り、さっき抱きついた時、コウに気づかれないよう首くび筋すじに打ち込んだ《Ⅴフアイブウエスト》第一の弾丸の効果を全身から追い出し始める。首筋から体外に押し戻され始めた第一の弾丸が透けて見え、安県は驚きよう愕がくした。

（そんなバカな……催さい眠みん状態で、第一の弾丸を押し戻すだと？　──まさか）

「おおおおおおっ！」

　コウの叫びとともに、

　どんどん押し出されていく弾丸。

（《そＩれｔ》が、自らコウを守っているとでも言うのか？　前回事件の分だけで、もうそれほどのエネルギーが？）

「……なぜだ？　なぜ受け入れない？」

　安県は叫んだ。

「冬ふゆ月つき日ひ奈なを、自分の夢を、忘れなくなれるんだぞ？　それはお前の望みじゃないのか？　落ち着け、堂島コウ──」

「──黙れ！」

　コウはソファから立ち上がり、安県を睨にらんだ。満身の力を込めて《そＩれｔ》を握り締めつつ、叫ぶ。

「俺を信じてないやつが、訳わけ知り顔で近寄るな！　あああ、──亜あ鳥とりは本当に、宇宙人にさらわれたんだ！」

「……何だと？　コウ……」

「……夢、だと？　勘かん違ちがい、だと？　……ち、畜生、わ、忘れろ、だと！　だ、誰が忘れるもんか！　誰も信じてくれないのなら、いい、俺は一人でやる！　一人で──一人で、いつか亜鳥を助けてみせる！　お前ら、その時になって……」

（……これは、子供の頃のコウ？）

　──いや、コウの目に、鈍い光が灯ともりつつある。鈍くはあるが、少しずつ、理性の光が戻りつつある。《そＩれｔ》の力によって第一の弾丸が押し出され、催眠状態が解け始めているのだ。実体化させた『心ターゲツト』がもはや完全に消えたのを確認し、安県はため息をついた。

「……どうやら、失敗か」

「はだ、けろ？　つらぬ、く……？　し、失敗？　ち、ちくしょお、おおお、お前、お前……お前だな！」

　必死の形ぎよう相そうで、一歩、安あ県がたに近づくコウ。そんなコウを見、笑う安県。

「……残念だが、ま、期待に違たがわぬ、と言ったところか……」

「……畜ちく生しよう、そうだ、お前だ、……樋ひ口ぐちに夢を植え付け、《知恵の実》を与え、俺と戦わせ──殺させた……！

　お前だな！　この赤い──」




「──『夕日を連れた男』は！」




「その通りだよ、堂どう島じまコウ」




　ぱん、と安県が手を叩たたいた。

　はっ、となるコウ。

　自分の状態に、気づく。

　いつの間にかソファから立ち上がり、しかも血が止まり白くなるほど強く右手を握り締めている。

「……？」

　しかし、なぜそんなことになっているのかが分からない。俺は、……一いつ体たい何していたんだ？　しかも、この胸の中の、強く激しい感情は──？

　戸と惑まどうコウの耳に届く、困ったような安県の声。

「悪かった、そんなに怒るとは思わなくて」

「……？」

「僕はただ、こう言いたかっただけなんだ。死んだ恋人のことを忘れて新たな恋に生きるのは、決して悪いことじゃない、と」

　胸の中に渦うず巻いていたドス黒い感情が明確な答えを見つけ、それに飛びつく。コウは怒りに身を震わせた。……そうだ、確か……はっきりとは覚えていないがとにかく、デートの話になって、そしてこいつがこんなことを抜かしやがったんだ、それで俺は怒って──。

　何が新しい恋だ。

　何も知らない、くせに──。

　手に入った納得できる解答のままに、コウは怒りと興こう奮ふんに満ち溢あふれて安県を睨にらんだ。

　そして言う。

「……もう、いいですか？」

「え？　あ、あの……」

「じゃあ、用事もありますし、俺はもう失礼します。……教頭によろしく報告してください」

「……じゃあ、あの、また今度」

「……失礼します」

　振り返らずに、外に出る。

　バタン、とドアを叩たたき付け、コウは自分に向かって言った。落ち着け、冷静になれ、無む駄だなエネルギーを使うんじゃない……そう言い聞かせてみるが、胸の怒りは収まらない。心臓が激しく打ち、それに合わせて右腕の傷がずきずき痛む。

　──畜ちく生しよう、何が新しい恋だ、

　これは、そんなんじゃない。そう、デートなんかじゃない。コウは笑った。そうとも、これはデートじゃない。これはいつもと同じ、『戦い』だ。ただ、敵とその倒し方が違うだけ。

　標ひよう的てき名──舞まい原ばるサクラ。

　倒し方──デートし、キスする──それだけのこと。

　これは、──そう、戦いだ。

　今までと同じ、

　冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせるために経へなければならない戦いの、ほんの、一つ。

　ただそれだけのこと──。

（……思い出した、このテンション──）

　コウは笑った。あのカウンセラーは失礼なことを抜かしたが、しかしまぁ、感謝してもいいかもしれない。コウは凄せい惨さんな笑えみを浮かべ、口元をぬぐった。興こう奮ふんのあまり嚙かんだのだろう、口こう内ないに傷ができている──血の味がする。

　そう、それは、

　あの時──日奈と交わしたキスの味。

　あの時コウを助けるために、日奈は自分の命を捨てた。その身体からだを朱あけに染め、コウと日奈はキスを交わした。覚えている、血の香りのするキスの味。温かい身体、柔らかい身体、冷えていく身体、この手の中から逃げていく、体温の消えるあの感かん触しよく──。

　この手の中で大事な人の死を見み届とどけた、

　あの時の、テンション──。

（……思い出した）

　そうとも、俺はあの時誓ちかった。日奈のためなら、その身体に体温を戻すためなら何だってすると。血の味のキスはその証明──それを忘れてない証しよう拠こ。だからコウは、イハナといくらでもキスできる。

　血の味が、思い出させてくれるから。

　……サクラとデート？

　いいだろう。

　コウはさらに凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべた。

　──日曜日？　いいだろう。──デート？　してやるよ。そう、楽しませてやる。きっと、忘れられないデートにしてやる。ああ、そうとも、楽しみに待っているがいい。今からとても楽しみだ──。

　……誘え？　いいとも、誘ってやる。誘えるさ、今なら──。

　敵は、倒す。何をしてでも。

　コウは『学校生活相そう談だん室』を出たその足で、すぐに園芸部に向かった。が、すでに六時は過ぎており、

（……そんなに長く、あそこにいたっけか？）

　サクラの姿はなかった。

　それを心しん底てい残念に思いつつ、コウは帰宅した。
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　コウが憤ふん然ぜんと出て行くのを見み届とどけて、安あ県がたはぷっと吹き出した。

「中々の見み世せ物ものだったろ？」

　机の側そばの扉とびらが開き、女性が入ってくる。おとなしめの格好をした楚そ々そとしたお嬢じよう様風ふうの、日ひ炉ろ理り坂ざか高校に雇われたもう一人のカウンセラーは冷たい目で安県を見た。

「……相変わらず、嫌な《知恵の実》ね、あなたの《Ⅴフアイブウエスト》は」

「光栄だね」肩を竦すくめる安県。「究極の《知恵の実》──《ボックスＰ》を持つ君に、そう言って貰もらえるとは」

　女性──来くる栖す美み楚そ乃のはソファに座り、安県をねめつけた。

「何？　『夕日を連れた男』って」

「《インヴィジブルエア》をくれてやった男が、つけてくれたあだ名だよ。合っていると思わない？」

　ふん、と口元を歪ゆがめる来栖。

「……そうね。お似に合あい」

「それより、聞いたか？　……悪あく魔まども、堂どう島じまコウのために《ゴールデンライトアーム》を廃ロ棄ス品トにしたらしい」

　はっとした顔で、安県を見る来栖。

「……《ゴールデンライトアーム》って、確か、シリアルナンバ・〇〇八……」

「そう。コウの名付けられざる六六六──《そＩれｔ》が名付けられた暁あかつきには、晴れて〇〇八ナンバーを引き継ぐことになる」

「……一ひと桁けたナンバー」

　頷うなずく安県、

「悪あく魔まども、期待しているようだな」

「……どうかしら」

　気だるげにソファにもたれ、来くる栖すはため息をついた。
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「……あたしには、そんな大したやつだとは思えない。下へ手たすれば、樋ひ口ぐちに殺されていたかもしれないのよ？　あんな程度のやつが、新しい『獣の数字the number of the beast』だなんて」

「だが、生きている」

「仲間に助けられただけ。……もし殺されていたら、どうするつもりだったの？」

「そこまでさ。……それに、仲間も運も実力のうち。特にああいう男はな」

「……」

　ふん、という鼻はな息いきの音。

　安あ県がたは来栖に尋たずねた。

「……面白いとは思わなかったか？」

「何を、よ」

「《Ⅴフアイブウエスト》第一の弾だん丸がんの中では噓うそはつけない。……堂どう島じまコウは、本気で考えているんだぞ？　悪魔に頼らずに死人を生き返らせられるんじゃないか、とか」

「……」

「そんなバカな──小さな可能性を信じられるなんて、凄すごいとは思わないか？」

　来栖はため息をついた。

「……正まさ人ひと、あなたはやっぱり分かっていない」

「何が」

「あれは、……意い地じよ」

「……意地？」

「そう、意地。……誰にも信じて貰もらえなかった子供の、それでも自分だけは、自分を信じていようという……子供の、意地」

　面白いと思わなかったか、ですって？　と来くる栖すは安あ県がたを睨にらんだ。

「……あたしにはただ、悲しいだけ。面白くもなんともない」

　立ち上がり、ドアに向かう。

　後ろ姿に声をかける。

「随ずい分ぶんと、同情的なんだな。堂どう島じまコウに」

「……それが何？」

「いや別に。いいことだよ、我われ等らの新たな希望……ところで」思い出したように、「……真ま嶋じま綾あやはどうだった？」

　……歩みを止め、振り返り、来栖は安県を睨みつけた。いつの間にか、その右手は小さな匣はこを持っている。

　匣を安あ県がたに示しつつ、言う。

「……真嶋綾は、私を頼って来たのよ。……もし、彼女に手を出したら、……彼女の胸をはだけさせ、そのくそ汚けがらわしい弾だん丸がんを打ち込もうと言うのなら……。

　……《ボックスＰ》があなたを殺す」

　安県は両手を上げ、降こう参さんのポーズを取った。それに冷たい一いち瞥べつをくれると、来栖は外へと出て行った。それを見み届とどけ、首を振り、

（……やれやれ）

　それにしても、と口元を歪ゆがめる。

　……デート、だって？

　今度の日曜、あそこで……？

　まぁどこに行くとしても、堂どう島じまコウと一緒なら、楽しいデートになるだろうけど……笑いながら、安県は携帯を取り出した。
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『もしもし』

「俺だ！」コウは簡かん潔けつに言った。「サクラを出してくれ！」

『ダメです』

「……なんで」

『デートの誘いは、電話ではなく本人に直接伝えてください。一回目のデートでは、それが常識です』

「……常識なんだ」

『常識です』

　沈ちん黙もく。

『……やけにテンションが高いですね』

「ああ。もう吹っ切れたよ、心配ない。明日は必ずサクラをデートに誘う。もう心配ない。俺は見事にサクラを誘い、デートして、すんごいキスをしてみせる！」

『……そうですか』

「それだけじゃない！」

『……』

「よし、次はハナちゃんとデートする。そして先せん輩ぱい、ジィ・ニーも、何なら小鳥遊たかなしだって、俺は俺の周囲に現れる全すべての女性とデートしてやる。見事にたらし、利用して、俺は──そう、俺の『王国』を作ってやる！　全ては日ひ奈なの、日奈のために！」

『……堂どう島じま、コウ』

「ん？」

『このウスバカゲロウ』

「……はい？」

『狂気の沙さ汰たにもほどがあります』

　いきなり切られた電話を、あっけに取られてコウは眺ながめた。ウスバカゲロウ？　何なんだ？　人がせっかくその気になったって言うのに……。

「電話はすみましたか？」

　……アトリの声。

「ん？　……ああ」

《それではごはんに致しましょうか》

　ハエ田たさんの声。

「……そうスね」

　こうして夜は更ふけていき──。







　電話が切れたのを確認し、少女は受話器──正確には盗とう聴ちよう器き──をそっと戻した。たった今いま聞いたばかりの主人と堂島コウの会話を反はん芻すうし、誰に言うでもなく呟つぶやく。

「……これは、困りましたわね……」

　あらあらあらと首を振りつつ、メイド姿の少女は仕事へと戻っていった。







ふぇいく／オフ
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「……よし！」

　朝の洗面所、

　鏡に映る自分の姿に満足気に頷うなずいて、コウは横に控ひかえるアトリに手を伸ばした。

「……アトリ、タイを」

「……それが、あの」

　両手に二本のタイを持ち、首を傾かしげているアトリ。

「……どうした？」

「……その、いつものとどう違うのか見比べているうちに、……どちらが『勝負タイ！』なのか分からなくなってしまったんですけど……」

　ふっ、とコウはニヒルに笑えんだ。

「……ま、素人しろうと目めには分からなくても仕方ないな。だが俺ぐらいにもなるとどっちがどっちか一目瞭りよう然ぜん。……いいか、俺の『勝負タイ！』は」

　全く変わらぬ二本のタイを見比べて、コウはおもむろに片方を手に取った。

「こっちだ！」

　おお、と手を叩たたくアトリ。

「すごいです！　……でも、どちらも同じにしか見えないのに、なぜそちらだと分かるんです？」

　ノットの位置を決めながら、鏡に映るアトリを見る。

「……自信だよ。……いいか、タイを選ぶんじゃない。タイを決めるんだ」

「決める？」

「そう、決める。いいかアトリ、お前も堂どう島じま家の一員になりすまそうと思っているなら覚えておけ。堂島家美び学がくその一、『選択とは選ぶことではない、選択とは、決めること』！」

「決めること！」

　素直な態度が嬉うれしくて、アトリの頭をくしゃくしゃ撫なでる。しっかりとタイを締めながら、

「そして、美学その二は『ナルシストたれ！』」

「なるしすと、ですか？」

「そうだ。いいか、俺の妹たる者、一日三度は鏡を見ろ。そして自分に酔よえ、好きになれ。自己陶とう酔すい結けつ構こう上等、自分を好きになれないやつに自信なんざぁ身につかねえ。いいか？　姿の美び醜しゆうなんて同じ人類、それほどの違いはないんだ」

「あたしは悪あく魔まですけれど」

「それだって人間の親しん戚せきみたいなものだろが。話の腰を折るんじゃない。……いいか？　美醜なんて存在しない。大事なのはそれを欠点と思うか個性とするか──鏡に映った自分を認め、その姿でどれだけ自信有ありげに振ふる舞まえるかだ。こっちが自信有りげなら、向こうの方が勘かん違ちがいする。かっこいいと錯さつ覚かくする。デザインなんてな、最初にげげぇと思わせて、あとはそれをどれだけ自信を持って継けい続ぞくできるかで決まるんだ」

「……ははぁ」

「例えばお前の赤い目も」

「……こ、この目は欠点ですか？」

「だから言っているだろう？　欠点ではなく個性だと。お前のその目も、今いま時どきの中学生とは思えない発育状態も頭の中も服のセンスも話し方も、全すべては個性、欠点じゃない！　もっと自信を持てってば！」

「……さっきまでは、自信を持っていたつもりなんですが……」

　がっくりとうなだれるアトリの肩を抱き、鏡に向かわせ、力強く声をかける。

「大丈夫。……さぁ、俺に続け！　俺は凄すごい！」

「俺は凄い！」

「俺は最高！」

「俺は最高！」

「かっこいい！」

「かっこいい！」

　びしっ、と鏡にポーズを決めるコウ。そしてびしっ、とコウの真ま似ねをするアトリ。コウが笑うとアトリも笑う。首を振ると首を振り、髪をかきあげるとその仕し草ぐさも綺き麗れいに対たい称しように真似をする。それが何か面白く、コウはボックスを踏んでみた。そっくり真似をするアトリにこれならどうだと腰を振り、回転し、激しく踊り始める。だがアトリは、それを完かん璧ぺきに模も倣ほうしてくる。いよいよ興きようが乗り負けず嫌いも手伝って、狭い洗面所でブレイクダンスを始めるコウとアトリを見て、ハエ田た──まだいた──さんはヴンヴンと翅はねを唸うならせた。

《……実に、曰いわく言い難がたい風景です。……女性をデートに誘うというのは、それほど発はつ奮ぷんしなければならないものなのですか？》

　額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐい、えっへんと胸を張るアトリ。

「そうですよ？　それは、とても気合いのいることなのです！」

「そうとも」ぜえぜえと息を吐き、頷うなずくコウ。

「これは、言わば戦いなんだ。失敗は……許されない……畜ちく生しよう、汗かいた、着替えなきゃ」

　着替え直し、鏡で自分の姿をチェックして、コウは最後にもう一度、タイを締め直した。普段はうっとうしい代しろ物ものだが、気を引き締める、という意味では確かにいい。

　鏡の中の自分に、言う。

「よし、お前はかっこいい！」

「かっこいいです！」とアトリ。

「これならサクラをデートに誘える！」

「誘えます！　絶ぜつ対たい大丈夫です！」

──そう、お前なら大丈夫、必ずやり通せる、やり通してみせる。どんなにアレでも、端はたからはどう見えようとも、これは紛まぎれもなく戦い──日ひ奈なへの道のその一歩。

　俺は必ずやり通す。

　やり通してみせる──。

[image: ]

　テンションアップに成功し、意気揚よう揚ようと、コウは洗面所を出た。カバン、ハンカチ、ティッシュに財さい布ふにペットボトル、携帯そして悪あく魔まのミカタの七つ道具も必ひつ需じゆ品。玄げん関かんで靴を履はき、イハナに作って貰もらった『Ｔｈｅ　Ｓｔａｎｄ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｄａｒｋ』のバンダナを鉢はち巻まき代わりに頭に巻く。

　そして、最後に、

　遊園地の入場券──パスポートというらしい──をそっと、内ポケットにしまう。

（──よし！）

「……じゃあ、アトリ、俺は行く！」

「はい！　がんばってくださいね！」

　よし、とドアを開けようとした瞬間、

（──ピンポーン）

　とベルの音。

　いきなり鳴ったベルの音に何か嫌な予感がし、またも悪あく魔まの類たぐいじゃなかろうな、と覗のぞき窓から覗いた瞬間、がちゃがちゃっと音がして、

「どうも──堂どう島じまコウ様」

　自ら外から鍵かぎを開け、チェーンを一瞬で焼き切って、少女は自分でドアを開き、侵入してきた。あっけに取られるコウにかわいく会え釈しやくして、メイド姿の少女は言う。

「お久しぶりです。……前にお会いしているのですけれど、覚えていませんか？　私の名前はみん、舞まい原ばる家のメイドです。……この子は聆れい、聆という字は、耳へんに命令の令れい、と書きますの」

　みんの後ろで、きのこのような帽子で頭から右耳を隠かくしたメイド姿の少女がそっと、会釈する。慌あわててお辞じ儀ぎを返し、コウは正直悪あく魔ま以上に別世界を感じさせる二人のお客に尋たずねた。
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「……それで、あの、みんさん、こんな朝から……何用で？」

　いやですわぁみんと呼び捨ててくださいな、と口元に手を当て笑うみん。

「イハナ様の命めいにより、あなたがサクラ様をデートに誘える雰ふん囲い気きを作りに参りました」

　コウは目の前が暗くなるのを感じた。

　と思った瞬間、

　本当に暗くなり、コウは一瞬で気き絶ぜつした。
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　どくん、という心臓の音──。

（……！）

　口こう内ないに広がる血の味に、コウは自分がキスしている──されていることに気がついた。ぼんやりした頭は、最初それをイハナだと思った。が、すぐに気がつく。違う、これはイハナじゃない！　イハナはこんな攻撃的なキスはしない！　慌あわてて抵抗しようとするが、遅く、次の瞬間には口こう腔こう内に生なま柔やわらかい物の侵入を許してしまっている。その生なま暖あたたかい物体のまさに貪むさぼってくるような感かん触しよくに怖気おぞけが立って、コウは必死に頭を振った。が、しっかりと固定されていて満足に動かすことさえできない。ならばいっそ口を閉じてしまえばいいのだが、そうするとその柔らかい物を傷つけてしまいそうで、蹂じゆう躙りんされている身であるにも関かかわらず傷つけるのが怖くてそれさえできず、コウはもはや無抵抗に蹂躙されまくった。

　しばらくして、

「……はぁ」

　という吐息と共に、ようやく口が解放される。新鮮な空気に久しぶりに出会え、コウは大きく息を吸い、けほけほと、むせた。そのまま、ほとんど涙なみだ目めになって、きっと目の前の少女──メイドの姿をしている──を睨にらみつける。

　コウの視線に気づいて、メイド姿の少女はぽっ、と赤く、頰ほおを染めた。

「そんなに……見つめないでくださいな」

「お、お前……確か、みん、とか言ったな」

「はい」

「一体、何の真ま似ねだ？　どういうつもりだよ！　……ていうか、ここは一体どこなんだ？」

　周囲を見渡す。薄うす暗ぐらい、倉庫？　コンテナの中のような感じ……。耳を澄ませると、外からごうごうと風を切る音が聞こえる。

　……ひょっとして、トラックの中？

　俺はどこかに運ばれているのか？

「おい！」

　声を荒げるコウに、困りましたわねぇ、とみんは首を傾かしげた。

「何が？」

「どの質問から答えれば、宜よろしいのでしょうか」

　かっ、とくってかかりそうになるのを必死でこらえ、考える。自分の姿を見、言う。

「……じゃあ、まずは俺の拘こう束そくを解いてくれ」

「あらあらあら、拘束なんてしていませんのに」

「……じゃあこの縄なわは一体なんだ？」

　あごで、身体からだを縛しばっている縄を指す。ちなみにコウは、朝あれだけ気合いを入れて締めていた『勝負タイ！』をつけていなかった。というか、まず服そのものを着ていなかった。着ているのは見覚えのない海パン一枚、あとは縄だけが、まぁ着ているといえなくもないぐらいに身体中に巻きついて、コウを拘束している。

「拘束していないっつうのなら、この縄を解け！」

「まぁ」ため息をつくみん。

「さすがイハナ様の想おもい人びと、勇気がありますのね」

「何？」

「これだけの高度を命いのち綱づななし、なんて、みんにはとても真ま似ねできません」

　いいいん、と不ふ吉きつな音がして、コウの足元がパカッと開く。

「おわ！」

　たちまち満ちる凄すさまじい音。吐く息がたちまち白くなる中、コウはようやく自分が吊つり下げられていることに気がついた。身体に巻きついた縄は、コウの身体に負ふ担たんをかけないよう綺き麗れいに釣つり合ってコウをコンテナ内に吊っている。いまや抜けたコンテナの底から下は、一面の雲、雲、雲、雲……。

　空の上、？

『どうです？　これで、ほとんどの質問の答えになったと思うのですけれど』

　凄すさまじい風の音を無視して、耳元から声が聞こえる。どうやら首くび筋すじにマイクがあるらしい。

「……お前」

　コウは正面にいるメイドの少女を睨にらんだ。よく見ると、みんとコウの間にはガラスの隔へだてがある。

（……向こうは安全、というわけだ）

「俺の声は聞こえているのか？」

　こくん、と仕切りの向こうで頷うなずくみん。

「……お前、俺の名前を聞いたよな」

『ええ』

「……キスしてたよな、……横よこ恋れん慕ぼ？」

「いいえぇ」

　自分の両りよう肩かたを抱き、目をつぶり、ぷるぷると震えるみん。

「拘こう束そくされ動けないあなたの、しかもイハナ様と何度も触れ合っているその唇を見ているうちに……ああ、何か我慢できなくなりましてつい」

「……じゃあ、俺がお前の主人にとってどういう存在なのかは知っているわけだ。それを知っていて、今日、俺には大事な役目があると知っていて、こんな真ま似ねをしているわけか？」

　ガラスの向こうでしゅんとする、みん。

『そのことで、実はあなたに謝らなければなりません』

「……何？」

『実は私、イハナ様に命じられてこのようなことをしているわけではないのです。実は』

「……実は？」

『私が勝手にしているのです。独断と偏へん見けんで』

　びゅごう、と吹き荒すさぶ風の中、コウは真ま下したに広がる雲うん海かいを眺ながめた。

（落ち着け、冷静になれ……）

　視線を戻し、尋たずねる。

「……へぇ。……偏見というのが気になるけど……。それで、その目的は？」

『みんの目的はいつだって一つ、ですわ？　お嬢じよう様のお役に立つこと、それだけです』

「……分からないな」

　頭を振るコウ。もっとも、実質的に頭しか動かせないのだが。

「その目的と、……俺を高度ン千メートルで吊つり下げることに、一体どういう関係が？」

『実は昨日、偶然にも』

　きゃ、と頰ほおに手を当てるみん。

『コウ様とイハナ様の電話を、立ち聞きしてしまったのです』

　……立ち聞き？

　確かに昨日は、あのカウンセラーのせいで妙に興こう奮ふんしてしまっていたが……。

「……あ」

　自分の言った内容を思い出し、青ざめる──とは言ってもかなり寒いところを海パン一枚のために、とっくに蒼そう白はくになっているのだが──コウ。そうだ、確か昨日きのう電話で、イハナにハーレムを作る！　みたいなことを言ってしまったのだった。舞まい原ばる家の使用人は皆、異い様ように主人への忠ちゆう誠せい心しんが高い。もしあの会話を聞いていたのなら──。

　いやあれは、とコウは猫なで声を出した。

「あれは……その、何と言うか、一時の気の迷い、で……」

『あらあらあら』嬉うれしそうなみんの声。

『謙けん遜そんなさることはありません。私、好きですわ♪　気き宇うの大きな方は』

「……は？」

『舞まい原ばる家の姉妹をものにし、使用人をものにし、友人を、いやさ出会う女性全すべてをものにしようというあなたのその心こころ意気、実に天晴あつぱれ、見事です。あなたのその気き概がいは、まさに舞原家の殿との方がたとしてふさわしい──堂どう島じまコウ様、あなたにはぜひその本ほん懐かいを遂げて貰もらいたいものです』

「……ど、どうも」

　みんの本心がいまいちつかめず、恐きよう縮しゆくしてコウは頭を下げた。

「……だったら一体、なんでこんな……」

『……コウ様、あなたの志こころざしは、実に素敵です。……ですが一点、どうしても、気になる部分がありまして……』

「……なんスか？」

『……ああ、コウ様、コウ様、イハナ様の唇を奪い、さらにはサクラ様の唇まで奪おうとしているあなたの想いは、──本当の想いは、一体誰だれにあるのです？』

「……あ、う」う、と言葉に詰まるコウ。

　この場合、イハナとサクラ、どちらの名を言うのが正解なのだろうか。……いや、さっきのみんの台詞せりふから考えるに、いっそ両方！　と答えるのが正解なのかも知れないぞ？

　だが答えを口にする前に、みんの方から答えが出る。

『答えられませんか？　では私が当てて、差し上げましょう。あなたの心はただお一人──』

　言葉を切り、ためを作って、

『冬ふゆ月つき日ひ奈な様のもとにある──そうでしょう？』

　風がただ音だけで、コンテナの中を吹き巡る。凄すさまじい爆音の中、コウはガラスの仕切りの向こう、みんを見た。

　微笑ほほえんでいる、その顔を見た。

　びゅうびゅうと風の音の中、

　……ふ、ふ、と、笑いがこぼれるのを必死で抑え、みんを眺ながめる。そしてゆっくり、言葉を紡つむぐ。

「……なるほど、さすがは舞原家一ひと筋すじのメイドさん。よく知っているじゃないか」

『勿もち論ろんです。舞原家のことで、このみんが把握していないことなどありません』

「それじゃあ当然知っているわけだ。《知恵の実》のこと、悪あく魔まのミカタのことは勿論、──俺の目的まで。……ああ、そうさ」

　今や明確に敵を認識し、コウは口元を斜めに、はっきりと、みんに向かって言った。

「そうだよ、俺はイハナを利用してるのさ。そして今度はサクラを利用しようとしている。……日奈を生き返らせるためにな」
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『勘かん違ちがいしないでくださいな』

　朗ほがらかに響ひびくみんの声。

『私は別に、コウ様のやり方を非難しているわけではありません。それどころか、ああ、あなたの目的のためにただ弄もてあそばれるサクラ様のことを思うと──』

　両りよう肩かたを抱き、プルプルプルと震え出す。

『──そう、なかなかいけない快感です。できれば見てみたい、ですが……。ただ、……それはどうしても舞まい原ばる家の不利益となる、それは困るのです』

「なるほど」

　冷静に話をしながら、コウは現在の状況について考えた。向こうはコウの手の届かない安全圏けんにいて、しかもコウは拘こう束そくされている。何とか拘束を解けば、──後はただ落ちていくだけ。これは確かにやばい状況──だが、何よりもやばいのは、みんが普通（？）の人間だということだろう。彼女は、特に何かの《知恵の実》を使っているわけではないのだ。もしもみんが《知恵の実》を使っていれば、《知恵比べ》にさえ勝てばこの状況を逆転できる。どうとでもできる。何となれば堂どう島じまコウは悪あく魔まのミカタ、《知恵比べ》にさえ勝てれば相手の可能性はそのままコウのものになるのだから。

　だがみんは、《知恵の実》を使っているわけではない。

　みん自身が望まぬ限り、この状況はどうにもできない──。

　まるでコウの思し考こうを読んだかのように、みんはにこやかに微笑ほほえみ、言った。

『そうですわね、堂島コウ様。例えこの瞬しゆん間かん私が心臓発ほつ作さを起こして倒れたとしても、私の優ゆう位いは変わらないでしょう。そしてこれが、悪魔なんて《強き者》には真ま似ねできない、人間の戦い方です。勝てない時には逃げ回り、這はい回り、裏切り、ゴマすり、必死で生きる算さん段だんをして、……勝てる時には徹底的に、勝つ。完かん璧ぺきに、完全に、圧倒的に相手を上回り、徹底的に相手を倒す、殲せん滅めつする。……そうでなければ弱者は決して生き残れない。勝てる時に徹底的に勝ち、相手を殲滅し尽くさねば、次に負けるのは必ずこちらの側なのだから。……これが悲しくも弱い、人間の戦い方の基本、ですわ』

「……」

『まぁこんなこと、言わずもがな、ですわね。コウ様、あなたには……。あなたの過去は調べましたわ。実に見事な戦せん歴れきをお持ちです。……そして、それだからこそ、──みんがどれほどの覚悟でこれに臨んでいるか、分かっていただけるでしょう』

　コウは頷うなずいた。

「……なかなかの脅おどし文もん句くだな。……それとも、死刑宣せん告こく？」

『それは、……分かっているでしょう？　コウ様、あなたが敵か味方か、全すべてはそれで決まります』

「ふむ」

『あなたが敵なら、私は全力であなたを倒します。……ですがあなたが味方なら、どうして戦う必要がありますか？』

　すかさず叫ぶコウ、

「俺はミカタだ！」

『まぁ、判断の早い方。ですが……それを判断するのは、私と、今の状況です。そして今の状況は、明らかにあなたを敵と判断しています』

「なぜ？」

『なぜならあなたが冬ふゆ月つき日ひ奈な様を生き返らせようとしているのは』くすり、と笑って、『言わば愛から、であり、従って冬月日奈様が生き返ったあかつきには、間違いなく舞まい原ばる家──イハナ様方はお二人の障害となりますから。でしょう？』

「そう決め付けるもんでもないよ。イハナに言わせれば、俺と日奈はもう決して上う手まくはいかないみたいだし」

『……まぁそれは差し置いても、もう一つ、大きな問題があります。無視できない問題──それは』

「それは？」

『あなたがお嬢じよう様方を好きなのではなく、イハナ様とサクラ様があなたを好きなのだ、ということ』

　……押し黙るコウ。

　みんの言葉が続く。

『これは──決して見過ごせません。逆ならば、構いません。あなたが舞原家に依い存ぞんしているのであれば、それには何の問題もありません。しかし今の状況はまさにその逆、お嬢様方こそあなたに依存してしまっている。これは由ゆ々ゆしき問題です。依存してくる者を守り、依存しない者を敵と見なして切り捨ててきたからこそ、今の日ひ炉ろ理り坂ざか──舞原家の支配は成り立っているのですから』

「……」

『コウ様、お嬢様方のあなたへの依存を断ち切らない限り、それはいずれ、舞原家を滅ぼすものとなるでしょう。しかし、あなたの心は日奈様にあり、そしてあなたの心が日奈様にある限り、あなたがお嬢様方に依存することはない。……状況は、明らかに──コウ様、あなたを敵と見なしています』

　コウはきゅうう、と情なさけない声を上げた。

「そんなことないよ、俺は思いっきり、イハナに依存してるって。現に、ほら、日奈が好きなのにも関かかわらず、俺はサクラにデートを申し込もうとしている。イハナに捨てられたくないばっかりに」

　コウの言葉に、はぁ、とため息をつくみん。

『それは、……お嬢じよう様のプライドが高いために、表面的にそう見えているだけですわ？　実際の図式は全く逆です。……あなたと繫つながっていたいばっかりに、イハナ様は舞まい原ばる家全ぜん体たいであなたをバックアップしている』

「……確かにそういうミカタもあるが……当人としては、フェアなミカタだとは思えないなぁ。俺の苦労が報われないじゃん」

『……全く、あなたが手に入ってから、イハナ様は実にかわいくなりましたわ』

　両りよう肩かたに手を当て、またもぷるぷる身み悶もだえる。

『……ああ、それはそれで──お嬢様の一いちファンとして、あなたには感謝していますが、……舞原家のメイドとしては』

　さらににこやかに、コウを見、

『これ以上、舞原家当とう主しゆとなる方の弱体化を見てはいられません』

「……状況はどうしても、俺を敵と見なすわけだ」

「……それも強大な、危険な敵です、悪あく魔まのミカタ。今を逃せば、もうあなたを倒すチャンスは巡ってこない。……他ならぬイハナ様──あなたに依存してしまったイハナ様が、あなたを守ろうとするでしょうから。イハナ様だけではありません、サクラ様も、そして舞原家の実じつ動どう部隊『スタッフ』までが、あなたを支持するでしょう。……すいませんが悪魔のミカタ、いえ堂どう島じまコウ様、私はあなたという強大な敵を見過ごすわけには参りません」

　コウは力なく、微笑ほほえんだ。気がつけばコウもみんも、ずっと笑ってばかりいる、なんて考え、さらに、笑う。

　尋たずねるみん。

『……コウ様？　一いつ体たい何がおかしいのです？』

「……いやね、気がついているかい？　みん様。あんた、ずっと、普通の調子で話しているぜい？　さっきまでのぶっ飛んだマイペースぶりは、実は演技っつーわけだ」

　……顔色を変えず微笑むみん。

『……いやですわもう、コウ様ったら』

「いいなぁ、あんた。……みんちゃんって呼んでいい？　みんちゃん、あんたは確かに、俺とおンなじ臭いがするよ。だから俺は状況じゃなく、みんちゃん、あんたと話がしたいな」

『まぁ』

「さっき言ったな、みんちゃんと状況が、俺を敵か味方か判断すると。状況の意見は分かった。それで、みんちゃんの意見は？」

　みんは笑顔を絶やさぬまま、コウを見ていた。しばらくごうごうという風の音に耳を傾け、やがて、おもむろに、口を開く。

『……コウさ……堂どう島じまコウ、あなたは強大な敵です。……ですが、イハナ様に依存していない、という点、この一点において、私はあなたを、──味方にできる、と考えているのです』

「いいねぇ、前向きじゃん？」

　コウの軽かる口くちに軽く会え釈しやくし、続けるみん。

『堂島コウ、あなたは日ひ奈な様を生き返らせたい、そのために悪あく魔まのミカタとなった。しかしそれにはお金が要いる。そのためにイハナ様に協力させ、イハナ様の願いを聞いている──そうですね？』

「……フェアじゃないけど……大おお筋すじでは、間違いないな」

『それでは、こうなったらどうでしょう』

　みんはとろけるような、とびっきりの笑顔を浮かべて、言った。

『イハナ様ではなく、舞まい原ばる家──この私が、悪魔のミカタの援助を申し出たとしたら？』
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「……なんだと？」

　思わず聞き返したコウに、人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべるみん。

『イハナ様ではなく、この私の権けん限げんで、悪魔のミカタの援助をしよう──そう申し出ているのです』

「……な、そんな……」

『権限のことなら心配はありません。舞原家の財産を管理しているのは私ですし、私自身の財力だって相当なものですわ？　それに、権力を用いる、という能力においてはイハナ様でも私には及びませんもの、今まで通りのバックアップをお約束いたします』

「それは……」

『その代わり、こちらが申し出る条件は二つ』

　ばっ、と指を二本、Ｖサインで突き出してくる。

『まず一つは、当然ですが、はっきり、完全に、イハナ様との付き合いを絶たっていただきます。イハナ様とサクラ様に、きっぱりとあなたのことをあきらめさせること。お二人があなたに依い存ぞんしなくなれば、あなたは敵ではなくなりますもの』

「……もう一つは？」

『もう一つは、純粋に利益の話です。……手に入れた《知恵の実》を、舞原家に譲じよう渡とすること』

「……」

『悩むほどの条件ではないはずです。……もしかしたら、あなたにもお嬢じよう様方への情があるかも知れません。だとしたら、付き合いを絶たつのは辛つらいでしょう。……しかし少なくともあなたは、冬ふゆ月つき日ひ奈な様へのモラル的な裏切りをしなくて済むようになります。お嬢じよう様の要求を、無理して叶かなえる必要だってなくなりますよ？　……それとも』

　くすくすと、自分の唇を人差し指でなぞって見せる。

『お嬢様の唇に、未み練れんでもありますか？』

　コウは真ま顔がおでみんを見た。

「……だが、そんなことをしたら、俺はイハナを敵に……」

『その心配はありません。私が何とか言いくるめます。サクラ様は──あの方は理り屈くつの分かる方ではありませんけれど、幸いまだ深みにはまっていませんし、……イハナ様なら大丈夫です。あの方は感情を制御でき、しかも利益に聡さといお方ですから』

　コウはうつむいた。

　しばらく考えて、尋たずねる。

「……でも。どうしてあんたを信用できる？　イハナと切れて、しかもあんたの協力を得られなくなったら俺は……」

『その点も大丈夫です』

　天使のような笑顔を浮かべ、答えるみん。

『今、私たちが話している、この会話は録音してあります。堂どう島じまコウ、あなたが私の申し出を受けてくれるなら、あなたをそこから助け、録音テープを渡しましょう。もしも私が裏切ったら、そのテープをお嬢様に渡せばいい。……それで私は終わりですから』

「……」

『それに私はあなたを信じて、恐らく今しかないであろう唯ゆい一いつあなたを倒せる機会を見逃そうと言うのですよ？　そんな私が、あなたを裏切ると思いますか？』

「それは……」

『それにあなたが舞まい原ばる家にあだなす者でなくなれば、逆にあなたは舞原家にとって富をもたらす者になります。それを、どうして私が裏切ったりするんです？　このみんが、そんな機会をみすみす見逃すと思いますか？』

「……」

『逆に私にとっては、あなたの方が心配です。ここで申し出を受けておきながら、助かった途と端たん「やっぱりやめた！」なんて言われては、たまったものじゃありません。みすみすあなたを倒す機会を失ってしまうわけですから』

「……」

『でも……そこは、信用するしかありませんし、ね』

　コウは、……考え込んだ。正確には、考え込む振りをした。もともとコウには──この状態のコウには、選せん択たく肢しなどないのだから。

　あるように見えるとしたら、

　それはみんが、そう見せかけているだけで──。

　ふと思いつき、顔を上げる。みんに、尋たずねる。

「……一つ、聞いてもいいか？」

『どうぞ？』

「《知恵の実》で、それほどの利益を生み出せるのか？　確かに《知恵の実》はこの世の常識を超ちよう越えつしたアイテムだ。だが一いつ品ぴん物もの、その用途はかなり限られる。研究し、リサーチし、俺のバックアップをする──投とう資しに見合うほどの利益が出るとは思えないんだが」

　みんの顔から微笑が消えた。しばらくそのままコウの顔を凝ぎよう視しして、やがて笑顔が戻り、答える。

『……そうですね、それでは信頼ということで、イハナ様もよくは知らない舞まい原ばる家の秘密の一いつ端たんを話しましょう』

「……へぇ？」

『不思議に思ったことは、ありませんか？　なぜ日ひ炉ろ理り坂ざかにおいて、舞原家がこれほど絶対的な力を持っているのか』

「……！」

『これはまだ、伝説の域いきから出ない、話なのですが』

　微笑ほほえむみん。

『舞原家にはこういう話があるのです。舞原家の始し祖その姫ひめが、自らの命と引き換えにこの土地を求め、龍りゆう神じんがそれに応こたえた、という伝説が』

「……なるほどね」

『……ですから私達にとって、《知恵の実》の研究は重要かつ必要なもの──いえ、あなたと出会う以前から、舞原家はオカルトを研究してきているのです』息を切り、『舞原の血と栄えい華がを、絶たやさないために。──そしてそのためには、悪あく魔まのミカタは有効であり、──そして敵は、倒さなければならない。──さて、それでは、……堂どう島じまコウ』

　みんはガラスの仕切りを叩たたき、コウの注意を喚かん起きした。荒れ狂う風の轟ごう音おんの中でも、その乾いた音はよく響ひびく。

『私が本気で申し出ていることが、これで分かっていただけたはず……そろそろ、返事を聞かせていただきましょうか。……堂島コウ、私の申し出を受けて──味方になっていただけますか？　それとも……ここで敵として、この状況で戦いますか？』

「……仕方ないよな」

　コウは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「この状況で、戦うってのも無理な話だし。……いいよ、分かった。さぁ、殺せ」

『……は？』

　笑顔が消え、あっけに取られた表情のみんに小こ気き味みのいいモノを感じながら、コウははっきりと、言った。

「残念だけど、俺は悪あく魔まのミカタで手て一いつ杯ぱいだ、あんたのミカタにはなれない。──さぁ、いいから殺せよ」

　さて、ここからが本当の勝負──コウはいい加か減げん紫むらさき色になった唇を舐なめた。
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『本気、ですか？』

　驚いたようなみんの声。

「ああ、本気だよ」

『……それは、……私の言葉を信じるくらいなら、死んだほうがましだということですか？』

「いいや？　信じるも何も、あんたは──みんちゃん、最初っから噓うそをついているもんな。そして俺には、その目的も分かっている。だからいいよ、さぁ、殺せ」

『……もしも私に殺せないと思っているのなら』

「いいや？　そんなこと思ってないよ。よぅく考えただけだ。例えあんたが──みんちゃん、どんなに持ち上げて誉ほめてくれようと、よぅく考えれば分かる。結局『強大な敵』はそっちで弱者はこっちなんだから」

『……』

「ああ、あんたが──みんちゃん、どんだけ勘かん違ちがいさせようとしても、勘違いなんてするはずがない。それは俺が、弱者の俺が一番よく、分かっている。

　……結局みんちゃん、どれだけ弱者を装っても、あんたは強者なんだよ、ライオンの戦い方しかできないんだな」

『……堂どう島じまコウ、様……』

「俺は違うぞ？　俺はライオンの戦い方も、キツネの戦い方も、そしてウサギの戦い方も知っている。今の状況──俺は、ウサギさ。だから俺は殺されるまで、逃げ回ることしかできない。逃げ回りつつ、可能性という名の子供をぽこぽこ産んで回るのさ。だから俺は、あんたに──みんちゃん、ただこう言うことしかできない。殺せるうちに、俺を、殺せ。完かん璧ぺきに、殺せ、殺して殲せん滅めつし尽くせ。……さもなければ──わずかでも可能性を残していたら、俺は潜せん伏ぷくし、時を待ち、その時が来たら逆ぎやく襲しゆうする。その時は、弱者の俺は、勝てる時に徹底的に、勝つ。完璧に、完全に、圧倒的に上回り、徹底的にあんたを倒す、殲滅する。……そうでなければ弱者は決して生き残れないから。勝てる時に徹底的に勝ち、相手を殲滅し尽くさねば、次に負けるのは必ずこちらの側だもんな。……これが悲しくも弱い、弱者の戦い方の基本、てなわけだ」

『……』

「ただこれだけは言っておく」

　コウはみんにも負けない微笑ほほえみを浮かべ、はっきりと、言った。

「俺の敵はあんたじゃないよ？　みんちゃん──舞まい原ばる家に仕えるメイドさん。その時が来たら、俺の敵はあんたの主しゆ君くん、舞原家だ。イハナとサクラだ。そのことだけは覚悟しておけ。

　……さぁ、いいぜ？　決めるんだ、俺の敵になるのか、──ならないのか、決めろ」

『……』

「もしも敵になるんなら、言っておく、確実に、完かん璧ぺきに殺せ。殲せん滅めつしろ。さもなければ……俺は必ず、やってくる」

　みんは乾いた笑えみを浮かべた。

『……あなたは──コウ様、おバカではないですか？』

「ほぉ？」

『──完璧に殺せ？　笑しよう止しです。この高さから落ちて、生きていられると思うのですか？　いくら悪あく魔まのミカタだからといって、この高さから落ちても助かる、なんて本気で思っているのですか？』

「まさか」コウも乾いた笑みを浮かべる。

「助かるなんて思っちゃいないよ。これは単なるハッタリさ。……でも、俺はかわいいウサギだからな、今はハッタリしか言えない。逃げ回ることしかできないんだよ。逃げ回って、可能性という名の子供をぽこぽこ産んで、そいつに命めい運うんかけるしか──これ、さっきも言ったっけ？」

『……なぜ、そんなバカなハッタリに頼ろうとするのです？』

「なぜならお前の本当の目的は、俺がイハナを裏切る場面をテープに録音してイハナに聞かせることだからだよ。お前がどんなに褒ほめちぎろうと、今の俺は強大じゃない、イハナの助けがなければ何もできない。今ここで俺が調子に乗ってイハナの信用を失えば、俺は本当にお前の──舞原家の敵じゃなくなる。そうなったらもう、俺はお前の思いのままだ。だから俺はウサギでも、せめてこのウサギの牙きばは、死守しないわけにはいかない……」

　みんは自じ嘲ちように唇を歪ゆがめた。

『……なるほど、ばれていた、わけですか』

「正確には、ばれていた、というのも違う。俺には最初から、そう思い込むしか選せん択たく肢しがない。弱者である俺が、唯ゆい一いつの利点さえ捨ててしまったら、無む能のう者しや以外の何者でもないからな」

『……さすがコウ様、その洞どう察さつ力──判はん断だん力はお見事です。ですが』

　くすり、と笑う。手を伸ばす。その手には、──恐らくリモコンの、スイッチ。

『……有利なのは、依然として私なのですよね？　どれほどハッタリかまそうと、ここから落ちればあなたは……死ぬのですから』

「ああ、そうだな。後は俺がどれだけ、自分の可能性を信じられるか、だ」

　みんはスイッチを、押した。

　コウを釣つっている縄なわが、一本、弾はじけ飛ぶ。

　それでも顔かお色いろ一つ、変えず、話し続けるコウ。

「仕方ないから、俺は信じることにするよ。自分の運命、可能性……悪あく魔まのミカタ、《知恵の実》の存在、その他もろもろ……」

　ぷっ、とさらに弾け飛ぶ縄。

　ぐわん、とコウの身体からだが揺れる。二本の縄が切れ、初めてコウの身体が平へい衡こうを失ったのだ。後あと何本ぐらい残っているのだろう──そんな考えを微み塵じんも表情に浮かべず、自信に満ちた口調で、さらに話し続けるコウ。

「なんかの本──確か『ソロモンの指ゆび輪わ』？──で読んだけど、強者──肉にく食しよく動物は相手が降こう参さんのポーズを取ると、もうそれ以上攻こう撃げきできないそうだ。だが弱者は、そんなことお構いなく攻撃する。だから時に、降参した強者に遠えん慮りよなく攻撃する弱者、という恐ろしい図式が出来上がるそうで──」

　ぷっ。

　さらにバランスを失い、ぶらんぶらんと風に揺られるコウの身体。

（……やば、終わりが近そう……）

　コウはため息をつき、笑った。

「……いいかい、みんちゃん、死体はしっかり捜そう索さくしろよ？　もしも見つからなかったら、その時は……イハナにもよく、伝えとけ、俺が必ずやってくる、と

『……あなたは、本当に自分が助かると思っているのですか？』

「だから俺には、他に選せん択たく肢しはないんだってば」

　コウはため息をついた。

「……だがあんたは──みんちゃん、どうだ？　殺せない可能性があるから、こんな回りくどいことをしたんじゃないのか？　みんちゃんも見たんじゃないのか？　俺の、人間ドックのカルテ。それに、俺の家で見たろ？　あのでっかいハエの──」

　ぶつっ。

　今までとは違う縄の切れ感かん触しよくに、コウはいよいよ最後を予感した。ひとしきり、さっきまでの自分を反省する。……自信たっぷりの態度は取れていた気がするけど、……喋しやべりすぎたかな？　恐怖は人を饒じよう舌ぜつにするって言うからなぁ、そこからばれたのかも知れない。……ああ、次からは気をつけよう。

　……次があったら、だけど。

　コウは微笑ほほえむのをやめ、無む表情にみんを見、言った。

「……決まりだな。あんたは──舞まい原ばる家は、たった今から俺の、敵だ」

　にやっと笑って、

「助かれば、だけど」

　微笑ほほえむみん、

『……コウ様、一つだけ、お願いがあるのですけれど』

「……え？　地じ獄ごくの誰かに伝言？」

『また……キスをしてくださいましね。できれば、……イハナ様とサクラ様、二人とキスしたすぐ後とか♪』

「……何？」

『あなたの勝ちです、堂どう島じまコウ』

「へ？」

『みんにはあなたは殺せません』

　みんは最後のスイッチを押した。

　最後の縄なわが切れ、

「──なぁぁぁぁぁんだぁぁぁぁぁぁってぇぇぇぇぇぇぇぇ───────────！」

　コウは真ま下したに落下していった。

　切れずに残った縄に結ばれた、

　パラシュートを、引きずりながら。
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　お昼を食べようと屋上に出てお弁当を広げたサクラは、ふたを開け、フォークでウインナを突き刺して食べようとして、目の前、給水塔とうに引っかかっている物体にようやく気がつき、驚いた。だから思わず叫んだ。

「わぁ、驚いた！」

「驚かせちゃったか、……ごめん」

　──なんて間ま抜ぬけな会話だろう──パラシュートにますますこんがらがりもぞもぞしながら、逆さまのサクラに声をかけるコウ。

「そのウインナ、一個貰もらえる？」

「え？　いいけど」

　ウインナを一個、コウの口に差し込む。そこでコウは改めて、逆さまの時は胃の腑ふに食物を流し込むのは難しい、ということを悟さとった。逆さまの鼻に内側から唾だ液えき──後あと恐らく細かいウインナの破は片へん──が逆流し、

「うぇおぐげごふがっじゅ！」

　と咳せきこむ。慌あわててコウのお腹なかを叩たたくサクラだったがこの場合──というかどういう場合も──それは逆ぎやく効果で、コウは涙と鼻はな水みずとよだれと胃液でとんでもない状態になった。

「わーわーわーわー」

　そう言いながらもハンカチを出し、コウの顔を拭ぬぐってあげる、サクラ。

「……ねぇ、大丈夫？」

「……ああ、なんとか」

「そう、……よかった！　……でも、ねぇ、なんでパラシュートするのに海パン一枚なの？　それじゃあ空は寒いでしょ？」

　他にたくさんツッコむべき部分があるような気がするのだが、今は説明するのもおっくうで、コウはまあね、と頷うなずいた。

「……俺ってほら、チャレンジャーだから。全身に風、浴びたくて」

　ふうん、と頷くサクラ。

「気持ちよかった？」

「……何がなんだか分からなかった」

「……でも、気持ちよさそう。あたしも今度、やってみようかな？」

「……サクラって、スカイダイビングとかするの？」

「うん！　大好き！」

「絶ぜつ叫きよう系、好きなんだ」

　返事を聞くももどかしく、海パンの中に手を突っ込む。取り出したるは、遊園地のチケット二枚。……みんは果たして、コウを試しただけだったのだろうか、それとも……。頭を振って、コウはサクラに券を見せた。

「……これ、絶叫系で有名な遊園地なんだけど、どう？　今度の日曜日でも、一緒に……」

　ほんと？　とチケットを取り、わぁ！　と喜びの声を上げる。

「すごい！　これって四月に出来たばっかりの、あの遊園地のだ！　サクラもずっと行きたかったんだ！」

　コウは胸を押さえた。

　……言った。

「じゃ、今度の日曜日ってことで……わ、こらばか、臭いを嗅かぐな！　変へん態たい！　返せ！」

　何とかチケットを取り返し、人を呼んでくるよう頼む。バカでいいから、後はハサミも一緒に、と、ちょっと洒落しやれて頼むがやっぱりサクラは気がつかない。うん、と走っていきかけ──、

　たたたっ、と戻って来て、

「あのさ、コウ……」

　これって、とコウの海パンの中に差し込まれたチケットを指差す。

「これって……その、……デート？」

「……一応、そのつもり、だけど……」




　……その時のサクラの笑顔を、

　コウは一生忘わすれないだろう。




　たたた、と走っていくサクラ。サクラが消え、入れ違いに入ってくるのは同じ顔、

「……コウ」

「……ああ、イハナ」見てたのか。

「上う手まく誘えたみたいですね」

「……ああ、これ以上はない、ってぐらい自然な感じに、な」

　ぐっ、と拳こぶしを握って見せるコウ。

　自然に、ですか……とイハナは海パン一枚でパラシュートにからまって逆さまになったコウを眺ながめた。胸を押さえたままのコウを見、何があったか聞きたいですが……と言いながら、よしよしとコウの頭を撫なでる。そして言う。

「……良心が、痛みますか？」

　コウは、笑った。

　そして言った。

「女の子が嬉うれしそうなのは、嬉しいな」

「……」

「これだけは、約束するよ」

「……何です？」

「日曜のデートは、きっと楽しいものにするから」

「……」

「なんだかんだ言ってさ、……俺、サクラもハナちゃんも嫌いじゃないよ？　……ただ、一番は日ひ奈なだっていうだけで」

「……」

「自分で言っててなんだが、思ったほどいい台詞せりふじゃないなぁ。ていうか、むしろ」

「こんなことは、言いたくないですけれど」

　イハナはコウから視線を逸そらし、言った。

「……今は、それだけでも充じゆう分ぶんです」

　すぐにこちらに背を向け、「からまっていますね」とパラシュートの様よう子すを見始めるイハナ。そんなイハナの後ろ姿を眺め、コウは口を開いた。

　でもすぐ閉じた。




　……それは、また今度にしておこう。




　そう、

　まずはサクラとの、デート……。
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「コウ様は無ぶ事じ目標に命中──サクラ様に接触しました」

「あらあらあら、ご苦労様」

　シャワーを終え、裸で出てきたみんに報告がてらバスローブを着せる聆れい。

　そんな聆の顔を見て、面白そうに、

「……なにか問題でも？　聆」

　聆はいかにも不満げにそっぽを向いた。

　そんな聆に、微笑ほほえんでため息をつくみん。

「……仕方ありませんでしょう？　……堂どう島じまコウ様……全く、恐ろしい人です。……あるいはああいう方こそ、お嬢じよう様方には相応ふさわしいのかもしれませんわね。それはそれで……」

　不満げにしている聆のきのこ帽子をくりくりと撫なで、微笑む。

「……ま、その判断は彼女にまかせましょう。……連絡は、取れた？」

　はい、と頷うなずく聆。

「今夜には戻ると返信がありました」

「……そう。記録や痕こん跡せきは、残さなかったわね？」

「はい」

　そう、と満足げに頷く。では、作戦は八割方、成功したわけだ。まぁ、そうでなくては意味がない。木を隠かくすなら森の中──そのために堂島コウを拉ら致ちして飛ひ空くう挺ていで地球を半周もしたのだから。例えイハナ様だって、みんが飛空挺で移動した本当の目的には気づいていないだろう。

　彼女との連絡は、取れた。極ごく秘ひ裏りに。

　できればコウにも屈服してもらいたかったが──みんはため息をついた。仕方ない、コウを殺すのに、躊ちゆう躇ちよがあったのは確かだ。下へ手たに攻撃し、悪あく魔まのミカタ──殺せなかったら、確実に敵に回してしまったら……そう思うとぞっとして、みんではさすがに手を下くだせない。

　でも、と、思う。

　でも、彼女は違う。彼女にはそれはない。このみんと舞まい原ばる家の双そう璧へきをなす、長い白はく髪はつを持つ『スタッフ』のトップ、白髪のいんにはそれはない。彼女なら、きっと──。

「それでは、戻りましょうか、日ひ炉ろ理り坂ざかへ」

　みんの号ごう令れいと共に、飛空挺はぐぐぅと停止、彼女達の世界へと、




　旋せん回かいを開始した。
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　その夜、

　堂どう島じま家の、屋根の上──。

「絶対、絶対ですよ？　また来てくださいね！　すぐですよ、絶対ですよ！」

《はいはい……やめなさい》

　しっぽの上に乗っかって毛をぶちぶちむしりながら懇こん願がんするアトリに返事しつつ、ハエ田たさん──悪あく魔まにとって名前は非常に重要な意味を持つ──はイーチャーズレコードリンクのレベルを上げて事じ象しようの記録を探った。

　……そうか、あの二人、いや──

　やはり、絡からんできたか。

　ハエ田さんはため息をついた。彼らはルールを破っている、そのことが悲しかった。彼らは勘かん違ちがいしているが、ルール、それは結局のところ人間のために存在している。それを破れば、困るのは人間なのに。

　何となれば、

　ルールを作ったのは、他ならぬ人間なのだから。

　もっとも、だからこそ人間はルールを破れる。

　それはある意味、可能性──。

　ハエ田たさんは、アトリを見た。翅はねを震わせて、言う。

《アトリは堂島コウが、好きですか？》

「はい！」即そく答とう。

《彼は明後日あさつて、デートをするそうですが》

「はい。今からもうすんごい悩んでいますよ？　着ていく服とか、いろいろ」

《それを見て、どう思います？》

「面白いです！　そして勉強になります」

　翅の振動が止まる。

　しばらくして、また震え出す。振動音が紡つむぐ言葉は、

《泣いてごらん、アトリ》

　ハエ田さんの言葉に、アトリは世も末かという泣き顔を見せた。子を持つ者がこんな顔を見せられたらショックで死んでしまうだろう幼い泣き顔に、でもハエ田さんは無む感情に続ける。

《では、笑ってごらん、アトリ》

　ぱあっと、天使も負けを認めて堕だ天てんするような愛らしい笑顔を浮かべるアトリ。

　ため息（らしきもの）をつく、ハエ田さん。

《……アトリ、イーチャーズリンクはなるべく切っておきなさい》

　ええっ！　と今度は困った泣き顔になる。

「でも、でもでも、そうしちゃうとあたしは、何も分からなくなるじゃありませんか！　そんなの、いやです！　大だい体たい今のレベルだって足りなくて、コウにーさんに迷めい惑わくかけてしまっているのに、もっと限定解かい除じよして欲しいぐらいなのに、なぜ、なんで、どうしてそんな……」

　うう、と泣き出すアトリに、ハエ田さんはさらに深くため息（っぽいもの）をつき、言った。

《アトリ、あなたは……成長しなければならないのです。そしてそのためには、リンクに──偽にせ物ものの経験に頼っていてはいけません》

「でも、でも、でもでもでもでもでも……」

《……常に、とは言いませんから、なるべく努力してください》

　……はい、とようやく頷うなずいて、アトリはうつむいた。そんなアトリをいとおしそうに四本の腕で抱きしめ、

《それでは、私はもう戻ります。この土地に長くいるのはよくないですから》

　日ひ炉ろ理り坂ざかの遠くを見やる。

「……きっと、きっとまた来てくださいね！　約束ですよ、お願いですよ、絶対に──」

《分かりましたってば。だからむしるのはやめなさい。暇ひまが取れたら必ず──》

　最後にもう一度、アトリを抱きしめ、ハエ田さんは『ハエ田さん』をレコーディング、それを終えるとイーチャーズリンクを上位レベルにシフトした。次の瞬間、人間人じん格かく『ハエ田たさん』は消失し、ハエの魔ま王おうは無数のハエに分裂拡かく散さん、空間へと溶けていき、偏在する存在ベルゼバブとなり消えた。エネルギーの移行現げん象しように凄すさまじい風が巻き起こり、髪かみ留どめの外れた黒くろ髪かみが波打って闇やみ夜よに広がり溶ける中、赤い目をらんらんとさせ、

　アトリはくしゅん、とくしゃみをし、

　黒こく翼よくを広げ、屋根の上から家の中へと戻った。でもコウは気がつかなかった。頭の中はもう明後日あさつてのデートのことでいっぱいで、だからコウは気がつかなかった。アトリが戻ってきたことに。その前に出て行っていたことに。そしてハエ田さんが帰ったことに。

　その他諸もろ々もろ、いろいろなことに。

　アトリは音を立てないよう羽根をたたむと、コウの背中に抱きつき言った。

「コウにーさん！」

「……だから、他人がいない時はにーさんはよせって──やっぱり誤ご解かいを生む台詞せりふだよなぁ……」




　それはデートの、二日前の夜のことだった。





《パーフェクトワールド・平日編　終》









あとがき／なかがき？







　私し事じですが、

　実はこの文、ワープロで打っています。

　この後、この文のデータを変換してパソコンに移します。そして、

　僕はこのワープロを、机つくえの上から片づけようと思います。

　約七年間、僕はこのワープロを使い続けてきました。悪あく魔まのミカタの前身『みークルズサジェスチョン／ポリッシュアップルズ』は、当然これで書き上げました。印刷しました。給きゆう紙しなんて上等な機能はついておらず（オプションは一応有ったのですが）、だから僕は紙を一枚一枚、角度を調整してこいつに差し込まなければなりませんでした。一枚差さし込み、出てくるのを待つ間に刷り上がった原稿に誤ご字じ脱だつ字じ等がないかチェックする。上う手まくできているもので、一通り目を通した頃に次の原稿が出てきます。それを取り出し、新たな紙を差し込んで、また新たな原稿をチェックする──こうして三時間ほどつきっきりで、僕は『みークルズ～』を印刷しました。印刷するのに、インクリボンを三個使つかい切りました。インクリボンももう製造されていないやつで、だから僕はインクリボンを手に入れるのにも苦労しなければなりませんでした。五個入りで確か三千円くらい？　もはや手に入るまい、とたくさんまとめ買いした分は、今もちゃんと保管してあります。あと、２ＤＤのフロッピーディスクとか──もう使うことはないでしょうけど。

《ピンホールショット》は、ワープロで書き上げた作品です。

《インヴィジブルエア》も、途中パソコンが不安定になったため、いくつかの部分はワープロを使いました。

　でも今こん作さく《パーフェクトワールド》では、ワープロは全く使いませんでした。またパソコンの調子がおかしくなった時のために片づけずにいたのですが、もうその心配はなさそうです。父から貰もらったノートパソコンは、最さい初しよ不安定だったのですがＯＳを変えたら安定してくれました。そして僕自身も、そろそろデスクトップパソコンを買おうと思っています。何しろ便利ですし、当時と違って今はこのワープロよりも安い値段で一式を揃そろえられますし。そしてそうなれば、例え壊れていなくてももうこのワープロを使うことはないでしょう。

　だからこのあとがき／なかがき？　が、このワープロの最後の仕事です。

　まぁ、それだけの話なんですが。

　ちょっと微び妙みような気分です。




　……やっぱり、長いですね、七年は。




　とはいえ世界は移るもの──。




　というわけで悪あく魔まのミカタ③パーフェクトワールド・平日編へん、お送りします。あれ？　平日編？　と思われた方、その通り、さらに休日編が控えていたりします。今こん作さくだけでも（多分）独立してはいますが、二冊合わせて初めてパーフェクトなワールドになります。

　どうかよろしく。

　全体の構成は、




サクラの舞まい

　ダンス・ウィズ・でびるず

　クラス・オブ・六六六

　ふぇいく／オフ

　みん・イン・ブラック

　じぇらしっく・パーク

　パーフェクトワールド

　らすと・キス・グッドナイト

イハナの笛ふえ




　となっております。




　と、いうわけでなかがきでした。







　以上、今日はちょっと感かん傷しよう的に、

　──長い間ありがとう！　なんて台詞せりふを物に向かって、それも徹てつ夜や明けでもないのに素す面めんで言うのはどうだろう──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

鹿児島在住。趣味は文の横に点をつけること（こういうふうに）。だが、最近それに疑問を抱いている。……ああ、②巻はさすがにやりすぎでした。この巻はどうかなぁ……。やらずに後悔するよりもやって後で泣くのを選ぶ僕は獅子座のＯ型です。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

こんにちは藤田です。そこのお優しい貴方……きっと貴方は蠅を見るたびに「ハエ田さん」と呼びたくなる事でしょう。私はちなみに『バブちゃん』です。










悪あく魔まのミカタ③




パーフェクトワールド・平へい日じつ編へん








うえお久ひさ光みつ
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